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			ギルドのチートな受付嬢⑥

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ（REVOdesign）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第１章　雪の果(はて)

			第２章　南風

			第３章　良夜の頃

			第４章　三寒四温

			終章　風光る

		

	
		
			　

			序章

			　

			　見渡すかぎりの海は、空に広がる鮮やかな青より暗い紺色が続く。

			　竜形態でのハクの長距離飛行の練習を兼ねて、イリアは船すらごく小さな点に見える高さを飛行していた。

			　完全に継いでいるわけではないが、イリアの血の影響を受けているハクの身体能力は高く、中層の雲を抜けて雲の海を泳いだり、上層の雲を抜けようとジタバタもがいてみたりと大はしゃぎ。しかし幼いために体力は低く、やがてイリアに抱きかかえられて、居心地がよさそうに寝息を立て始める。

			　鱗(うろこ)がないため温もりを感じやすいのか、人の姿に変わっている。

			「あ、見えた」

			　イリアの独白に目を覚ましたハクが見たのは、海に浮かぶ幾つかの島。

			　飛び立った直後、陸地から少し離れた場所で見た島に比べ、眼下に見えるものは手付かずの自然があふれていた。

			　徐々に高度を下げるイリアには目的があるらしく、島の一つへと真っ直ぐに飛んでいる。

			「？」

			　思わず首を傾げたハクに、イリアは微(ほほ)笑(え)みを返すだけで何も言わない。

			　百聞は一見に如かず。

			「わぁ……！」

			　イリアの思惑通りに、ハクは感嘆の声を漏らし、目を輝かせた。

			　深い青色だった海は、底まで見えるような透明度の高い青や緑に様変わり。

			　白い砂浜では上半身が人間で下半身が魚の美しい人魚たちが、こちらに向けて手を振っている。

			　おずおずとハクが手を振り返すと、一層手を振ってくれるのが嬉しかった。

			「なんで？　なんでみえなかったの？」

			「人魚たちの王女様が、幻で見えなくしてるんだよ」

			　興奮気味に質問を繰り返すハクに答えながら、イリアは砂浜に着地。

			　合わせたように人魚たちが奏でる音楽が鳴り響き、島全体がイリアたちの到着を喜んでいるようだった。

			　歓迎の演奏が終わるとともに、人魚たちの前に立つと、羽を持った人魚が感極まったように顔を綻(ほころ)ばせた。

			「ようこそ、人魚の島へ。……会いたかったわ。イリアちゃん」

			「久しぶり、セイレン」

			　感動の再会……な空気はそこまでだった。

			　もういいだろう、と言わんばかりに人魚たちが殺到。我先にとイリアに声をかけ始め、それは彼女たちが空(くう)腹(ふく)を訴えるまで続いた。

			　この島にイリアがやってきたのは、以前から約束していた風の結晶柱を届け、結界を築くため。

			（約束、か……）

			　過去に向きそうになった意識を、耳(じ)朶(だ)を叩いた歓声が引き戻す。

			　結界の設置を終え、歓迎の宴が開かれる中で、舞台のように空いた中央では、セイレンがハープ片手に語りを始めていた。

			「いい機会だから、私がイリアちゃんと会った時のことを話しましょう！」

			　ワァワァと盛り上がる場で、ハクもまたセイレンの言葉に耳を傾ける。

			　そしてイリアもまた、その出会いのことを思い出していた。

		

	
		
			第１章　雪の果(はて)

		

	
		
			「そうだ、ドラゴン見なきゃ」

			　まるで、買い忘れを思い出した主婦のような言葉。

			　周囲にいた者はそのあまりの何気なさに耳を疑い、声の主の軽い足取りに「聞き間違いか」と自己完結する。

			　……そのままギルドに入っていくまでは。

			「登録したいんですがー」

			　その上、未登録者ときた。

			「お嬢ちゃん、まさかさっきの言葉、本気じゃねえよな？」

			　思わず声をかけてしまった男性は、鎧(よろい)に剣を携えた、まさに傭(よう)兵(へい)といったいで立ち。

			　その表情に浮かぶのが嘲(あざけ)りや憤(いきどお)りではなく、困惑と不安であることを察し、少女……イリアは少し困ったように緩(ゆる)く微(ほほ)笑(え)んだ。

			「もちろん冗談ですよ」

			「そ、そうか。ならいいんだ……ってエルフッ!?」

			　今更のように驚く男性に軽く会釈して、再びイリアは受付へと向き直り、登録の作業を進める。

			　全く悪びれる様子のない彼女だが、内心では「もう一回登録できるよね？」と不安でいっぱいだった。

			「登録完了です。失くさないよう気を付けてくださいね」

			「分かりました」

			　にっこりと笑顔で登録証を受け取り、エルフの存在にざわつく支部を後にする。

			　依頼を受けてはいないが、貼られていた依頼表はしっかり記憶しているので問題はない。

			　そのまま街を出たイリアは、微かに残る纏(まと)わりつくような視線の感触を振り払うように「よしっ」と気合を入れる。

			「ドラゴン探すぞー」

			　しれっとそんな言葉を吐いて、大空へと飛翔する。

			　男性に対する答えは、その場を穏便に収めるためのもの。

			　無視も反論も正直な回答も、話を余(よ)計(けい)にこじらせるだけなのだから、当たり障りのない回答で回避するに越したことはない。

			　そう判断できるだけ、冷静になったというべきか。

			　ドラゴンを諦(あきら)めるなんてとんでもない。

			　ふぐ鍋を頼んで雑炊を食べないようなもの。ショートケーキを頼んでイチゴを食べないようなものである。

			　剣と魔法の世界に対する冒(ぼう)涜(とく)と言ってもいい。

			「えっと、エリット山脈の向こう側だから……」

			　辺りを見渡し、方角を確認してから出発する。

			　

			　

			　意気揚々と進んでいたイリアだったが、さっそく問題に直面する。

			　ただし彼女のではなく、他人の問題。

			「やーにゃー」

			　気の抜けた声を漏らすのは、面倒くささの現れ。

			　だからといって見て見ぬふりはできない。

			「誰かっ、助け……っ！」

			　目の前で、少女が攫(さら)われようとしているのだから。

			　使い古された着衣に、あちこち傷だらけの身体。特に足は、はだしで擦り剝けている。

			　おまけに殴られたような顔の腫れ。

			　明らかに家出した娘を連れ帰ろうとする父親や、親戚には見えなかった。

			「てやー」

			　抜けた声に反して凄まじき戦士のような飛び蹴(け)りで一人。

			　さらに一人、また一人となぎ倒し、少女を確保。

			　困惑する少女に回復魔法をかけてから、一応事情を訊くことにした。

			「あ、ありがとうございます」

			「いえいえ。話しづらかったらいいのですが、この方々はお知り合いですか？」

			　イリアはただ、攫(さら)われたところを逃げ出して、や、襲われかけたところを命からがら逃げだして、といった少女と親密な関係がないことを証明さえしてもらえればよかった。

			　そうすれば、捕(ほ)縛(ばく)して近くの街にでも引き渡して終わることができるから。

			　しかし、少女は怯(おび)えと戸惑いを綯(な)い交ぜにした様子を見せたかと思えば、転がる男たちと回復した自分の身体を見て、意を決したように声を発する。

			「他にも攫(さら)われた人たちがいるんです！　助けてください！」

			　イリアは軽く天を仰(あお)いだ。

			　どこかでこうなると感じていた。これは面倒事になると。

			　そして同時に、まぁそれも仕方ないとも感じていた。見ていて胸糞の悪くなる光景だったのだ。イリア自身放っておけないと思ったし、できることをしないのも寝覚めが悪い。

			　今の彼女の言葉を聞いた後では尚更。知らずにやり過ごしていた後のことを考えれば、少女を助けてその場を離れなかったことを褒(ほ)めてやりたいくらいだった。

			「じゃあ助けましょう」

			　ドラゴンは一旦後回し。優先順位は明らかだ。

			「道すがら、詳しい事情を訊かせてください」

			「は、はいっ！」

			　こうして、少女を連れ立って歩くことに。

			　勿論簡単ではあるが服と靴を用意して、着替えさせることも忘れない。

			「――じゃあ、女の人だけじゃないですね」

			「はい……」

			　少女は悲し気に頷(うなず)く。

			　少女を攫(さら)った一団は、この一帯が国境に近かった頃建てられた城を根城にしているらしい。

			　その城は付近に強力な魔物が出現した際の戦闘で激しく損壊し、修復の費用対効果を鑑(かんが)みた結果、廃棄された。

			　魔物に破壊されたと言っても再利用するのであれば当然修(しゆう)繕(ぜん)しているはずで、最低でも侵入口となるような場所は塞いでいるだろう。

			　となれば城なのだから、当然侵入も脱出も困難なはずで、それだけに気になるのは少女が逃げることのできた状況である。

			「それが……よくわからなくて」

			　だが、少女自身にも不明瞭な事態だったらしい。

			　本来、牢の前で見張っているはずの人間はおらず、まさかの施錠を忘れて牢を放置。正確には、施錠しようとしていたが、見当外れな場所で鍵(かぎ)を回していたのだという。

			　どこからか騒ぐような声こそ聞こえていたものの、居ても立ってもいられず、脱走した。

			「最初は罠かと思ったんですけど、その……お城の壁を抜ける時に見つかった様子からは、そんな感じに思えませんでした」

			　そうかもしれない、とイリアも思う。

			　少女が捕まりかけていた時の様子……特に男たちの必死さは、少女が罠にかかった結果のようには見えなかった。

			　それは少女も同様で、一連の行動が全てイリアのように関わってくる人間を誘(おび)き出すものなのだとしたら、むしろ少女を含めた全員の演技力を褒(ほ)め称えるべきだろう。

			「あ……こ、ここです。ここから抜けてきたんです」

			　たぶん、と気弱に付け足した先は、森。

			　よく見れば枝が折れ、草が踏まれている。城までどう行ったかは分からずとも、逃げた獣(けもの)道(みち)は覚えている、ということか。

			　だがしかし。

			「……城って、山城ですか」

			「え？　あ、はい」

			　帰りたい、とイリアは思った。

			　森の中、山の中には必ずいる生き物……虫。平原ならまだいい。常に警戒さえすれば、一匹や二匹いようが処理できるから。

			　けれど、森や山は違う。うじゃうじゃいる。視界にたくさんの虫を捉(とら)えた瞬間、処理落ちして暴走するのだ。周囲は当然として、罪悪感などに襲われる本人もたまったものではない。

			「……城なら、普通の通り道があるはずです。そこから行きましょう」

			　敵に出くわしても自分が倒すから。

			　そう言って半ば強引に進入路を変えたイリアだったが、残念なことに本来の城へ続く道も、人の通る間隔と轍(わだち)の跡以外は草が生えっぱなしになっていた。

			（……仕方ないっ）

			　意を決し、警戒心をギリギリまで高めて進むと、やがて城壁が見えてきた。

			「（……あれで間違いありませんか？）」

			「（……はいっ！）」

			　一人であれば気配を殺して上空から侵入できたイリアが、わざわざ彼女を連れてきた理由はこの確認のため。間違いがないのであれば、もう彼女が危険を冒す意味はない。

			「（じゃあ、ここで待っていてください。周囲の敵は片付けますから）」

			「（えっ）」

			　言うが早いかイリアは駆け出し、見張櫓(やぐら)と物見櫓にいた監視員を弓で射る。

			　城壁が閉まっていようが関係ない。

			　欠損したままの壁の穴を足掛かりに城壁の上へと跳び、上空から見える全ての敵を無力化。

			　そのまま城内に侵入して、敵対行為を見せる者は容赦なくぶちのめす。

			　隠す気がないため当然敵は増援を呼び、わらわらと集まってくるのだから、賢い制圧手段とは言えない。成立しているのはひとえにイリアの能力あってこそ。

			　彼女の能力であればそもそも誰にも気付かれずに制圧できるのだが、それをしないのは単純な理由。

			　……鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすためだった。

			「ふう」

			　途中で逃げ出すようになった賊も勿論逃がさず倒しきったイリアは、その表情に満足感や達成感は浮かべなかったものの、鬱(うつ)憤(ぷん)は晴れたようだった。

			　賊を倒したら、次は本題の救出である。

			　鍵(かぎ)を探すのも面倒なので、人の気配があるところに向かいつつ障害となる扉などは物理的に強制開錠。

			　幾つかの地下牢にはまだ血のような臭いが残っていても、人はいない。

			　少女の傷は全て新しかったことを考えれば、傷をつけてもいい人間……男が入れられていたが、外に出された後、と考えるのが妥当だろうか。

			　ともあれ、別の場所から降りた地下では複数の女性が牢に閉じ込められており、それを開放しつつ、同じく多くの人の気配を感じるさらに地下へと急ぎ足を運んだ。

			　速度を上げたのは、人の気配の中に、地上で倒した者たちと同じ気配を感じたからだ。

			「Ｏｈ……」

			　そこでは、イリアも思わずたじろぐ光景が広がっていた。

			　だらしなく恍惚の表情を浮かべ、びくんびくんと時折小さく身体が跳ねる男たち。

			　近くに収容されていた女性たちも訳が分からないようで、その様を怪(け)訝(げん)とした表情で眺めているが、逃げないのはその口や手足を縛(しば)られているからだろう。

			　そして、一人熟睡している者がいる。

			（これをやった張本人……かな？）

			　これ。

			　イリアの目が、男たちが幻惑状態にあることを看破していた。

			　そして、熟睡する少女の正体も。

			「ま、なんでもいっか」

			　男たちを一人残らずロープで縛(しば)り、逆に女たちを解放する。

			　女たちに食事を与え回復させ、ケアなどを行った後は、彼女たちを連れて近くの街へ。

			　男たちが根城にしている場所まで道案内を済ませたら、出発。

			「……で、貴方はいつまでついてくるんですか？」

			「あら、やっぱり気付いちゃうのね」

			　そう言って微(ほほ)笑(え)むのは、一人の少女。勿論、最初に助けた少女ではない。

			　ほとんど真後ろにいることを考えるとその言葉は不自然に思えるが、彼女はただ一人熟睡していた人物。

			「私に幻術は効きませんから」

			　彼女が暢気(のんき)に寝ていられたのは、彼女の所持している幻術スキルが高レベルだったから。

			　加えるなら、牢のカギ穴の位置を誤認させて施錠させず、かつ見張りを誘導し、最初に会った少女が逃げるのを手助けしたのも彼女の幻術によるものだろう。

			　他の女性たちを助けなかったのは、後から攫(さら)われた人間があの少女だけだったから、かもしれない。

			　どちらにせよ、イリアにはどうでもいいことだ。

			　そしてそれは、幻術を使って自分に接近してきたのも同じこと。

			「みたいね～」

			　あまり気にした様子のない少女に、イリアは小さく溜(ため)息(いき)を吐いて、正対する。

			　用件はなに。

			　そんなイリアの態度を察し、少女は頬に手を当て、少し困った風にしながらイリアに問う。

			「あなたは、どこまで分かるのかしら」

			　それはどこか試すような意味合いを含んでいたが、イリアは苛(いら)立(だ)ちなど覚えない。

			　少女の特異性。

			　関わるにしろ関わらないにしろ、分かることは全て告げておくべきか。

			「貴方が、羽の生えてる人魚ってことくらいですね」

			「……それも分かっちゃうのね」

			　幻術をかけても、本当の姿は変わらない。

			　もし幻術が効かないのだとしても、背中に生えた羽に注目し、実際に変態して二足歩行となっていることには違和感をもたない。

			　そんな少女のこれまでの経験を大きく通り越し、いとも簡単に看破した。

			（賭けに出るべき……よね。ここは）

			　そう思えたのは、幻術にもかからず、加えて自身の姿を見ても何の反応も示さなかったからだ。

			　対して、イリアからすれば、確かに人魚を見るのは初めてだった。

			　だが、今の彼女の頭の中は、ドラゴンを見ることが最優先となっている。

			　だから、

			「お願いがあるの」

			「……なんでしょうか」

			「あなたについていってもいい？」

			「ダメです」

			　そんな塩対応は当然の結果だった。

			「そこをなんとか！」

			「いや、初対面の方と旅するのは難易度高いので」

			　まず訳を話してください――とは言わない。

			　聞けば必ず巻き込まれる。そんな予感をひしひしと感じていた。

			（そんなに切羽詰まってるとは思えないし）

			　微(び)笑(しよう)のよく似合うたれ気味の目や、ふっくらとした唇がその印象を増しているのだろうが、なにより彼女の纏(まと)う、のほほんとした空気は意図的に出せるものとは思えない。

			「あのね、人魚の――」

			「わー、わー！　聞こえないなー！　先急ぎますから！」

			　両手で耳を塞ぎながら踵(きびす)を返そうとしたイリアの肩を、少女はがしっと掴(つか)む。

			　振り切れない腕力ではない。だが力加減を間違えれば怪(け)我(が)をさせてしまう。

			（ああもう！）

			　いっそ思い切り振り払い、全力で回復させてから逃げてしまおうか。

			　そんなことを考えた矢先。

			「え？」

			　ばたり、と少女は崩れ落ちた。

			　外傷はなく、イリアの目でも変化は見られない。

			　いや、変化がないからこそ、だろうか。

			　

			　ぐきゅるる……と聞こえたのは、少女のお腹。

			　

			「……またベタな……」

			　空(くう)腹(ふく)による虚脱。

			　ある意味イリアを留めるには、最適な状態といえた。

			　

			　

			　二人は街に戻り、それなりに賑(にぎ)わう食堂にいた。

			「ごめんなさい、お金……っていうのかしら。もってなくて……」

			「なるほど……」

			　幻術で騙そうとしないところを見ると、善性の強い人物らしい。

			　一息吐いて頭を切り替え、どうせ乗り掛かった舟だ、と思うことにした。

			「ギルドには登録しないんですか？」

			「むぐ？　むもも、めも」

			「……パンパンっすね」

			　一瞬目を離した途端、ハムスターのように頬が膨(ふく)れていた。

			　せっかくの美人が台無しである。

			　とはいえ、その食べっぷりは見ていて気持ちがいい。
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			「取り敢えず食べちゃいましょうか」

			　もう先を急ごうという気はなくなっていた。

			　食事を済ませて一息入れてから、イリアは居住まいを正した。

			「今更だけど、初めまして。イリア・シュルツです」

			「あ、えっと……」

			　だが、少女は曖(あい)昧(まい)な表情を浮かべるばかりで、名乗ろうとしない。

			　この期に及んで、同行の申し出を撤回するということはないだろう。

			　金銭はともかくとしても、注文をイリアに任せていたことから食材に制限もなく、食事のために話しかけたとも考えられない。

			　単純に首を傾げるイリアに、少女は少しだけ恥ずかしそうに答えた。

			「名前、ないの」

			「え？」

			「今まで誰かとちゃんと話したこともないし、必要なかったのかしら」

			　なぜ他人事。

			「私を育てた人たちは便利な道具と思ってたみたいだし、抜け出した後も――」

			「あ、それ以上はいいです」

			　のっけから告げられた内容に、イリアは続く言葉を遮(さえぎ)った。

			（お、重い……重いよ！）

			　頭を抱えたくなったイリアだが、いよいよ関わらないという選択肢は選べなくなっていた。

			　だからこそ、呼び名はあるに越したことはない。

			「じゃあなんて呼びますか？」

			「うーん……しちゅー」

			「それ今食べてる料理ですよね」

			「……パイ？」

			「それ食べ終わったやつ。一回料理から離れましょう」

			「じゃあブタ！」

			「食材も駄目！」

			　ブタは豚そのものでもなければ呼ぶ方も呼ばれる方も嫌だろう。

			　いや、一部では喜ぶ者もいるだろうが、それは極めて稀(まれ)である。

			　少なくとも二人は違った。「この豚やろう！」と呼んで呼ばれて喜ぶ趣味はない。

			「じゃあイリアちゃん考えて～」

			　語(ご)彙(い)が少ないのか、少女は早々に音を上げた。

			　辺りをきょろきょろと見回して名前を探していたあたり、妙ちくりんな名前を名乗る前に決めた方がいいかもしれない。

			　すでに十分生きている人物の名前を決めることに気後れする部分はあるが、イリアはそう考えることにした。

			（ニックネームって思えばいいしね）

			　ということで思索。

			　羽の生えた人魚。可愛いというより綺(き)麗(れい)といった方が似合う端麗な容姿。光の加減で紺や白にも見え、風でそよぐと波のようにも映る水色の髪と、深い紺色の瞳(ひとみ)。

			　性格は穏やかで、汚れのない人物……というのが今のところの印象だ。

			「セイレン、はどうかな」

			「いいと思う！」

			「考えてないでしょ」

			　とはいうものの当人は本当に気に入った様子で、簡単に決まってしまった。

			　半人半鳥であったり、人魚で有名なセイレーン。

			　それと清廉をかけた名前だが、語呂が気に入ったのか、特に理由は気にならないらしい。

			「じゃあ改めまして、セイレンです。……えっと、何から話そうかしら」

			　話したいことが多いのか、思案を始めるセイレンをイリアは一旦止める。

			「人多くなってきたし、出よっか」

			「そうね……うん。それに、その方が話しやすいかも」

			　他人には聞かせられない話。

			　そう簡単に予想できても、今更イリアも突き放す気はない。

			　店を出て、セイレンは特に行き先がないことを確認したため、二人は街を出ることにした。

			「あの人たち、気付いていたと思う？」

			「違うと思いますよ。たぶん」

			　話しているのは、店を出てからしばらく二人を尾行していた男たちについて。

			　これまで見破られることのなかったセイレンの幻術だが、イリアという幻術を看破する人間の存在を知ったことで、知らず知らずのうちに自信をなくしていたらしい。

			　その幻術によって完全に撒(ま)いたというのに、その表情には不安が隠しきれていなかった。

			「たぶんなの？」

			「セイレンの正体を見破ったんじゃなくて、単に声をかけたかっただけだと思うよ。セイレン綺(き)麗(れい)だし」

			「あ、あら～。イリアちゃんが可愛いからじゃない？」

			「あはは、ありがと」

			　褒(ほ)められ慣れていないのか、セイレンは顔を赤くして恥じ入る。

			　イリアは自分の容姿を褒(ほ)められても、慣れていること以上に「神様（？）が作った容姿だから」と軽く受け流す。

			「特に行くところもないのに、どうしてついてこようと思ったの？」

			　何を話すか迷っていたため、話題提起という形で助け船。

			　そんなイリアの問いかけに対し、セイレンは少し悩む素振りを見せた。

			　だがそれもすぐに鳴りを潜め、記憶を辿(たど)るように口を開いた。

			「人魚の血って知ってるかしら」

			　わざわざ訊ねるということは、言葉通りの意味ではなく、何か意味のある言葉なのだろう。

			「ううん。何かあるの？」

			「えっとね……人魚の血って魔力を回復する効果があるらしいの」

			「へえー」

			　イリアにとってそれは初耳だった。

			　しかし、チートにより無尽蔵の魔力を持つ彼女にとっては無価値に等しく、「回復薬だけじゃなくて魔力の薬もあるんだー」程度の感想だった。

			　そんな淡白な反応に目を瞬かせたセイレンは、やがてやんわりと微(ほほ)笑(え)んだ。

			　やはりどこかではイリアの反応が変わることを恐れていたのか、それは肩の力が抜けたようでもあった。

			「だから、人魚の血は高く売り買いされるし、人魚自身なら尚更……なんだって」

			　セイレン自身も、それを直接聞いたわけではない。

			　むしろ間接的にしか聞いてないからこそ、こうして自由に歩き回ることができているのだから、それは喜ぶべきことだろう。

			　それでも、聞いた者にとっては痛ましい想像をしてしまうわけで、イリアもまた、セイレンの言わんとしていることを察することができた。

			（人魚だからって目の色を変えない人に護衛してほしい、ってところかな）

			　ただその予想が当たっていた場合、人魚の血の効果を知ってイリアが態度を変える可能性を考えなかったのだろうか。

			　考慮していなかったのなら迂(う)闊(かつ)。

			（考えての質問なら――）

			「人魚の血っておいしいのかしら？」

			（――ないな）

			　自分の腕を甘噛みしたり、ぺろっと舐めている姿を見ると、一応芽吹かせた警戒心がしおしおと萎えていく。

			「そんなわけで、一人で旅をするのはやっぱり怖いの」

			「なるほどねー。うん、分かった」

			　確かに、イリアの目に映るセイレンのステータスは軒並み高いとはいえ、単独ならまだしも複数を相手にするには物足りない。

			「どこか行く当てはあるの？」

			「ううん。だから私のことは気にしないで～」

			　それが当たり前になっているから、だろうか。

			　即答に近いあっさりとした答えに反応が一拍遅れるも、イリアは「なら」と切り出した。

			「少し練習しよっか」

			「れんしゅう？」

			「うん。幻術だけじゃなくて、それが効かない相手にも抵抗できるようになろう」

			　魅力的な提案だが、セイレンの態度は煮え切らず、困ったように頬に手を添える。

			「でも私、幻術はこうかしら～って感じでできたんだけど、他のことは全然ダメよ？」

			　確かに幻術スキルはずば抜けて高く、ろくに他者と関わりを持たなかったであろう彼女にしてみれば、自然に使いこなせる幻術以外には才能がない、と考えても不思議ではない。

			　だが、そこは所謂(いわゆる)ステータスを見抜くイリアの目である。

			「大丈夫。いけるいける！」

			　もう少し言葉を選ぶべきイリアの誘い文句だが、

			「そ、そうかしら～」

			　彼女はチョロかった。

			　

			　

			　世間話をしながら街道をてくてくと歩く傍(かたわ)ら、イリアは道端に投棄されたとみられる木箱の残(ざん)骸(がい)を見つけた。

			　それを使い、イリアはとあるものを錬成する。

			「さて、セイレンに練習してもらうのはコレです！」

			　テッテレー、と掲(かか)げたのは、表側に九つ、裏に一つ孔(あな)の開いた縦笛の一種、ソプラノリコーダー。

			　二本作り、一本をセイレンに渡すと、興味津々といった様子で上下左右からそれを眺め始めた。

			「これは何かしら～」

			「試しに吹いてみるね」

			　イリアが先端に口をつけて息を吹き込むと、ピーヨー、と音が鳴り響く。

			　木から綺(き)麗(れい)な音が鳴る。

			　初めて見る現象に目を輝かせるセイレンだったが、一方のイリアは一旦リコーダーから口を離し、怪(け)訝(げん)そうに首を傾げた。

			「どうしたの？」

			「うーん……知ってる音と違うから、なんでかなって」

			　うんうん唸ったかと思えば、イリアはリコーダーの加工を始めた。

			　孔(あな)の数を変えてみたり、位置を変えてみたり、空気を通す空洞の形を変えてみたり。

			　ああでもないこうでもないと試行錯誤を繰り返しながらプピー、プォーと音を鳴らす。

			　セイレンはといえば、演奏というには程遠い、ただ音を出すという行為を楽しんでいた。

			　曲とはいえず、旋律でさえない。しかしその音は歓喜に満ちていた。

			　その感情は音に乗り、辺りへと響き渡る。

			「できた！　って、なんぞ!?」

			　ようやく満足のいく出来に仕上がったイリアは、周囲の状況に気付くや驚きの声を上げた。

			　様々な小鳥や小動物が、二人の後をぞろぞろとついてきていた。その光景はまるで、ハーメルンの笛吹き男のようだった。

			（メ、メルヘェン……！）

			　どこかずれた感想を抱くイリアだったが、ここが異世界であることを思い出し、「なら有り得るか」と納得した。

			　試行錯誤が終わったことに気付いたセイレンは、イリアに向き直る。

			　その折にリコーダーへと手を伸ばし、触れた瞬間に自身の物と同じ形へと作り替える。

			　その後、イリアの演奏が始まった。

			　整備性や分解して持ち運べる大きさであること、電気のような動力がいらず、鳴らすことに熟達した技術が必要ない等、そんな手軽さから前世……日本の小学校でも授業に取り入れられていたのがソプラノリコーダーだ。

			　だが子供にも扱えると侮るなかれ。

			　洗練された彼女の奏でる旋律は心に響く。さらには【演奏】スキルによって一人四重奏に至ると、それは単なる楽曲の範囲に留まらず一つの世界を創り出す。

			「すごーい！」

			　演奏が終わり、風の音さえ消えたような静(せい)寂(じやく)を、セイレンの歓喜の声が破る。

			　誰に倣(なら)ったわけでもないだろうに、手をパチパチと打ち鳴らすその音を合図にしたように、小動物たちは三々五々と去っていく。

			　互いに争うこともせず、正気に戻り慌てて逃げて行くようでもない、不思議な光景だった。

			「私にもできるかしら～？」

			「頑張り次第かな？」

			　煽(おだ)てられずとも、セイレンの眼差しはそのやる気を如実に語っていた。

			　この様子なら、才能(スキル)があっても相性が悪い、ということはないだろう。

			　だからこそ、イリアは少し申し訳なく思う。

			「さっきみたいな普通の曲もだけど、相手を眠らせたり、混乱させたりする曲も覚えてもらわなきゃいけないんだけどね」

			　先程イリアが演奏した曲が普通かどうかはさておき、好きだからこそ誰かを害することに使いたくない、と考えてもおかしくはない。

			　だが、そんなイリアの心配を察してか、セイレンはやんわりと微(ほほ)笑(え)んだ。

			「もちろん頑張るわ。世の中、綺(き)麗(れい)ごとだけではすまないもの」

			「…………そうだね」

			　こうして、イリアの音楽教室が始まった。

			　まずは、音階や楽譜の読み方といった基本。

			　幻術の習得過程を聞くに、セイレンは論理的ではなく感覚的な方向性に強いため、覚えることに少しだけ手間取ることとなる。

			　だが、基本を覚えてからは早かった。

			「～～♪」

			「～♪　～♪」

			「うん、上手上手」
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			　地面に楽譜を描いて、一度聞かせるだけで九割がた再現して見せる。

			　どうせなら最も相性のいい……最も彼女が興味を持つ楽器を今探してみようかと考えたイリアだが、まず優先すべきは自衛力と初志に徹する。

			「次は取り敢えず、簡単な睡眠効果の曲覚えよっか」

			「睡眠ね！」

			　いざ実演。

			「すぴー」

			「早っ」

			　と、なんやかんやと練習を楽しみながら、二人は街道を行く。

			　

			　

			「セイレン、ギルドに登録する気はないの？」

			「そうね～」

			　イリアの問いに、セイレンは少しだけ苦笑を零(こぼ)す。

			「今までも避けてきたし、できればこれからも避けたいけど……お金は必要よね～」

			「寝る場所はどうしてたの？」

			「水辺があったらそこかしら。なかったらお馬さんのところで野宿が多かったわ～」

			「水辺……」

			　その時、イリアの脳裏に電撃が走る。

			「ちょ、ちょっと聞きたいんだけど……水の中に入る時って、どんな格好してるの？」

			「え？　このままだけど」

			　セイレンは自身の身体に纏(まと)う衣類を示す。

			　それは一枚の布で体全体を包むサリーのようなもので、確かに足の変態を解除しても邪魔にはならず、万が一潜っているところを水上から目撃されても誤(ご)魔(ま)化(か)しやすい。

			　だがしかし、それは泳ぐための衣服ではない。そして、イリアは泳ぐための衣服……水着を知っている。

			　今こそ知識チートを使うべきではないだろうか。

			「ねえセイレン――」

			　――待て、焦るんじゃない。

			　言いかけて、イリアはグッと言葉を飲み込んだ。

			　水着と一言でいっても、その種類は多い。あまりに過激なものであれば、恐らく彼女は恥ずかしさで着るのを拒否してしまうだろう。

			　それは最も避けるべき結末だ。

			　――焦るんじゃない。私はただ、美少女の水着姿が見たいだけなんだ。

			　ただもなにも、単なる欲望である。

			　今の状態であればガン見しても犯罪ではないが、変質者であることには変わりない。

			　だが、イリアは決めた。

			　これから全スキルを活用し、ありとあらゆる水着を作り出そう、と。

			　まさにチートの無駄遣いである。

			　そして脱線した思考を戻し、続く言葉のないイリアに首を傾げるセイレンに向き直る。

			「ギルドに入らなくてもお金稼げる方法、一つ考えたよ」

			「？」

			「まぁそれはどこかの街に着いたら話すから、取り敢えず練習しよっか」

			　

			　

			　練習を再開した二人だが、結局人里らしい人里に着いたのは、五日後のこと。

			　基本的な音楽の授業は終えたと判断し、イリアは様々な楽器を生成。それらを使い演奏してみた結果、セイレンにとって最もしっくりくる（本人談）楽器はハープだった。

			「だよね！」

			　と親指を立て、満面の笑みを浮かべるイリアに当人は首を傾げたものの、適した楽器を用いたことで、さらに習得速度は上昇。

			　イリアの教導効果も加わり、その技術は「人に聞かせても恥ずかしくない」という水準にまで達していた。

			　とはいえ、神話や伝承を題材にした絵画に見られる水瓶型のハープは、弦が少ない、音が小さい、何より半音を上下させることができないため、演奏できる曲が限られてしまう。

			　しかしその一方で、半音装置の備わったハープはその大きさと重さから移動しながらの演奏は不可能に近く、またアスファルトの舗装には程遠いこの世界では移動にも支障をきたす。

			　そういった制限により、移動中は水瓶型のハープを、夜に足を止めた際にはペダルで半音を操作するグランドハープの練習を重ねることとなった。

			　イリアのスキルによって生成と消失を繰り返すという荒業である。

			　対するイリアは、使用する楽器をソプラノリコーダーからフルートへと変更していた。

			　その理由は「昔ハープと合わせてるのを動画で見たから」という単純なもの。さらに言えば同じ理由でチェロも候補に挙がったが、持ち運びに不便（イリアが軽々しく持つには違和感がある）ということで、除外した。

			　さらに言えば、縦笛があるなら横笛も作ってみようと思い立ち、前世で一般的だったベーム式フルートしか知らなかったイリアが、リコーダーと同じように試行錯誤しているうちに楽しくなってきた、という理由もあった。

			　

			　

			　そうして辿(たど)り着いた町で、二人が向かったのは宿屋。

			「でも私、お金持ってないし……イリアちゃんに払わせたくないわ」

			「大丈夫」

			　イリアの予想通り、その宿屋は一階部分が食堂のような造りになっていた。

			「すいませーん」

			「ん？　なんだい嬢ちゃんたち。お客さんかい？」

			　受付らしいカウンターにいた恰幅の良い女性に声をかけると、愛想のいい対応が返ってきた。

			　そこに慮(おもんぱか)るような色を感じたのは、彼女たちが見(み)目(め)麗(うるわ)しい少女二人組だったからだろう。

			「お願いがあります。聞いていただけますか？」

			「うーん、内容によっては叶えてあげられないかもだけど、聞くだけなら全く構わないさ」

			　予想以上に手ごたえのある対応に感謝しつつ、イリアはフルートを、そして彼女の目配せを感じ取って、セイレンがハープを胸元まで掲(かか)げる。

			「私たち、演奏家なんです。ここで弾かせていただいてもよろしいでしょうか」

			「えんそうか……吟遊詩人みたいなものかい？　なら全然構わないよ。……でも、それが本題なのかい？」

			　用心深さ、というよりは洞察力が優れているのだろう。

			　探るというより二人を案ずる眼差しに、イリアは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

			「できれば、それを対価に泊めていただけたら嬉しいんですが、それに見合う演奏でなければ、見合っただけのおひねりをいただけませんでしょうか」

			　これがイリアの考えた、セイレンがお金を稼ぐ手段だった。

			　この方法であれば、最高の場合宿に宿泊できる上に、宿主や客からもおひねりを貰うことができる。

			　最悪の場合、演奏しても泊めてもらえずおひねりも貰えない、さらには性的な嫌がらせを受ける可能性もあるが、言ってしまえばそれは何もしない状態と同じ。

			　ならば、「やらなければ損」である。

			「なるほどねえ……。いいよ、のった」

			　僅かな逡(しゆん)巡(じゆん)を挟んで、女性は承(しよう)諾(だく)した。

			「ただし、お金を払うからにはきっちり評価させてもらうよ。こっちも商売なんだからね」

			　厳しい言葉であるが、その表情は柔らかく、「ツンデレかな？」とイリアは思った。

			　ともあれ、他者に聞かせる初めての演奏である。

			「あばばば」

			「わかりやすく緊張してるね」

			　どちらかと言えば肝が太いと感じていたため、緊張でガチガチになっているセイレンの姿を意外に思う。

			　イリア本人は、チートだし何とかなるかな、と暢(のん)気(き)なものである。

			「そろそろ人も来てるみたいだし、行こ？」

			「そ、そうよね。うん！　……あばば」

			「大丈夫、人に上手く聞かせようと考えなくていいよ。今までみたいに、楽しもう！」

			「たの、しむ」

			　二人はカウンター脇のスペースに陣取り、全体に向けてお辞儀する。

			　一曲目、序奏の導入はグランドハープのソロから。

			　だが、セイレンは小川を流れる清水のように滑らかだった指が、凍った水のようにガチガチになっていることに気付いた。

			　このまま弾けば、確実に失敗する。

			　――私だけじゃなくて、イリアちゃんにも迷惑かけちゃう……！

			　だが、意気込めば意気込むほど、指は動いてくれなかった。

			　いつまでも始まらない演奏に、ちらほらといた客たちにも怪(け)訝(げん)とした表情が浮かび始める。

			　そんな感情を空気や視線から感じて、涙さえ浮かべるセイレンは、

			「――！」

			　唐(とう)突(とつ)に、そんな空気が霧(む)散(さん)するのを感じた。

			　なぜ？

			　そう考えるよりも早く気付いたのは、耳に、心に響く旋律。

			（イリアちゃん……）

			　ちらりと横を窺(うかが)えば、自身のパートを演奏するイリアの横顔が見えた。

			　垣間見えたその表情は、微(ほほ)笑(え)み。

			（たのしもう……）

			　緊張感は、もうない。

			（そうよ、楽しまなきゃ！）

			　フルートの主旋律に、ハープの伴奏が重なる。

			　一つの楽器が加わる。たったそれだけで起こる音の世界の広がりにどよめきが起こるが、それも彼女の耳には届かない。

			　提示部の第一、第二主題を経て展開部へと至り、再び主題へ移行する再現部に移ると、そこからはハープが主旋律となる。

			　流れるようなそれまでの曲調から、軽やかに跳ねるような曲調に変わり、やがて主旋律と伴奏が複雑に入れ替わる結尾部へ。

			　ゆっくりと、一つずつ弦を弾くハープが余(よ)韻(いん)を残しつつ曲を締めくくる。

			　そして、静けさが訪れた食堂は、それが嘘のような拍手と歓声に包まれる。

			　予想以上の反響に驚いたのはセイレンだけでなく、イリアも同じ。

			（やっくでかるちゃー……アニメってやっぱり偉大だわ）

			　やはりバラエティーやワイドショーでも使われるアニメＢＧＭは、広い層に受け入れられるだけの地力があるのだろう。使用料云々といった下世話な事情は知らない。

			　曲の間に客はいつの間にか席を埋め尽くし、興奮さめやらぬ彼らの求めるままに次の曲に突入。

			　一曲目よりも明るく、テンポのいい曲だったこともあり、いつの間に客が踊りだして宴会が始まる。

			　テンションが上がったセイレンが歌いだして、もうどうにでもなれと自棄になったイリアもそれに参加。

			　結果、大好評のうちに初演奏は終了した。

			　

			　

			　そしてその夜。

			　折よく泊まる部屋を借りることのできた二人は、寝台の上で膝を突き合わせていた。

			「反省会をします」

			「は～い」

			　セイレンの素直な反応に頷(うなず)いてから、イリアが切り出した。

			「まず私から、今回自分が反省すべき点を言うね」

			「イリアちゃんが？　何も問題なかったと思うけど」

			「演奏はね。でも曲がちょっと小難しいのばっかりだったかなって」

			　つい音楽を聞かせるということで、相手を「音楽がありふれ、耳の肥えた前世の人間」を基準にしてしまった。

			　しかし、この世界の人々にとって音楽は未成熟もいいところ。

			　楽しませることに徹するというのであれば、もっとシンプルで馴染みやすい曲を選ぶべきだった。

			「そう考えると、途中でセイレンがやったみたいに、歌付きの曲なんかいいと思うんだ」

			「それは楽しみね～」

			　逸りすぎたという自覚はあるが、歌うことも楽しかったのだろう。

			　セイレンは少し苦笑を混ぜつつイリアの言葉を肯定した。

			「セイレンはどう？　自分のことを振り返って」

			「うーん……緊張してたこと」

			「最初だったからね。次からは大丈夫なんじゃないかな」

			　セイレンとしても感じるものはあったのか、或(ある)いは今回のことが自信に繋がったのか、力強く頷(うなず)いた。

			「あとは……やっぱりちょこちょこって間違えちゃったことかしら～……」

			「なら、今後はそこに気を付けて練習しよっか」

			　ろくに楽譜もない状態でそれを自覚できるのだから、そこは練習を重ねればいい。

			「こんなところかな？　楽しかったね」

			「そうね～」

			　つい先程までの光景を思い出したのか、セイレンは満面の笑みを浮かべる。

			　しかしそれも、「でも」と困惑混じりの苦笑へと変わった。

			　その視線の先には、確かな重量を訴える革の袋。

			「こんなに貰っちゃって良かったのかしら～」

			　袋の中身はジャラ、と音を立てる貨幣。

			　泊めるだけでなく、「売り上げに貢献してくれた」と言って渡された、女性……女将からの報(ほう)酬(しゆう)や、客たちからのおひねりである。

			　セイレンからしてみれば、泊まらせてもらえるだけでも感謝の気持ちで一杯。なにより当人も楽しんでいたため、それ以上の報(ほう)酬(しゆう)をもらうことに後ろめたさを感じてしまっていた。

			「気になるなら、明日町で何か買ってから出発する？」

			　

			　

			　ということで、翌日になると二人は楽器などの荷物を置いて（置く振りをして）町を散策。

			　二人の容姿に加え、昨日の件で完全に顔を覚えられていたため、あちこちで声をかけられることとなってしまったものの、無事に買い物は終了した。

			　戦利品は、保存食や布、縄といった小物類。

			　よほど買い物が楽しかったのか、セイレンは終始笑顔だった。

			「おや、もう行っちゃうのかい？　もっとゆっくりしていけばいいのに」

			　お世辞やおためごかしではなく本心で言っていることが分かるからこそ辛くはあるが、そこは長年宿を営んできた女将だ。

			「今度来た時もまた寄っておくれ。今度は最初から泊めてあげるから」

			　と、気持ちよく送り出してくれたことに、イリアたちは心から感謝の言葉を送った。

			　町の人々から惜しまれつつ出立し、完全に視界から外れたところでハードケースに入れて運んでいたグランドハープを解体。

			　改めて出発した二人がしばらく世間話と練習をしながら街道を進むと、鼻腔を突く匂いに気付いた。

			「これは……」

			　駆けて丘陵の天辺に着いた二人が見たのは、遠く視界を遮(さえぎ)ることなく果てまで続く青。

			　

			「海だー！」

			　

			　イリアは歓喜した。

			　これで、セイレンに水着を渡す機会が得られる、と。

			　まさに変質者的思考。

			　やがて砂浜に辿(たど)り着いた二人は、荷物を置いて海へと駆けだした。

			　その勢いのまま飛び込んだのはセイレン。

			　いつしかその足は魚のように変わり、翼も畳(たた)んで海中を自由に泳ぐ。
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			　よほど嬉しいのか、海面を跳びあがる様を見て、イリアはイルカショーを思い出した。

			　美しい情景が台無しである。

			　そして、これまでの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすように泳いでいたセイレンに、イリアの魔の手が迫る。

			「セイレーン、ちょっと来てー」

			「何かしら～」

			　無警戒な彼女に差し出したのは、一組の水着。

			　ブラが三角形なデザインのビキニだった。

			　首を傾げるセイレンに、いつも通りの調子で着け方を教え、人の足となって身に着けるように誘導。

			　まともに人と触れ合った経験の浅いセイレンは、それを気軽に了承してしまう。

			　目の前で脱ぎだしてしまう始末だ。

			　イリアが万が一にも他人には見せまいと、魔術で壁を築いたのは言うまでもない。

			「……イリアちゃん、背中、結んでくれないかしら」

			「いいよー」

			　平常心を保ちつつしっかりと補佐し、着替えは完了。

			「あ、これすごく楽！」

			　セイレンはブラの効果をすぐさま実感した。

			　胸が大きいからよけいだろう。イリアは美乳なので悔(くや)しいとも思わない。前世は男だったのだから、全然悔(くや)しくなんかない。全くだ。

			　取り敢えず、水着姿の美女(セイレン)が見れて大満足である。

			「あははははー」

			「うふふふふー」

			　しばらく海で遊んだ二人は、暗くなってきたのでこの場で野宿することにした。

			　着替えようと水着に手をかけたセイレンを、イリアはすんでのところで止める。

			「下着は着けてた方がいいし、それあげるよ」

			「ほんとう!?　ありがとう～イリアちゃん！」

			　胸を支えるもののありがたみを実感したセイレンは喜び、水着の定着をイリアは喜んだ。

			　端から見れば美女と美少女が微(ほほ)笑(え)みあう美しい光景だが、内面は片方が酷(ひど)かった。

			　だがしかし、ここでイリアの目標は終わらない。彼女の目標はさらに高い位置にあるのだから、当然だ。高い目標を持ち続けるその姿勢は、高尚と言えるだろう。

			　その目標とは、水着の一般化。

			　本音を口にしてしまえば、一気に低俗となる目標だった。

			　

			　

			　果たして、意気揚々と海辺の町に着いたイリアは、そこで水着を売ることにした。

			　……が、一向に売れなかった。

			　よそ者だったから？　意匠がこの世界の人々の感性に合わなかったから？　高かったから？

			　どれも違う。

			「……なんで人がいないのかしら？」

			　売り子として傍(かたわ)らに立つセイレンに、イリアも「さあ」と言わんばかりに首を傾げる。

			　代わりに答えたのは、偶然通りかかったらしい初老の男性だった。

			　イリアの目に映る職業は異なるが、手にしている道具や服に着いた土から察するに農家だろう。

			「ちょっと問題が起きててね、それどころじゃないんだよ」

			「問題、ですか？」

			　反(はん)芻(すう)すると、男性は溜(ため)息(いき)を一つ吐く。

			　それはとても深く、男性にとって気がかりなことなのだと察することができた。

			　男性は遠くを見遣るような視線をあらぬ方向へ向け、言う。

			「ああ。ここらで一番大きな街に皆行っちまってね……」

			　街の名はゲネクト。そしてそれは、この一帯の土地を指す名称でもある。

			　男性が言うことには、ここは大昔にはゲージィローティという国であり、現在の国名であるフェイアラクトに戦争で負けたことで併合され、ゲネクトへと名前を変えたのだという。

			「併合した当時は国境を支える街として栄えたんだけどね。……フェイアラクトが大きくなって、その価値もなくなってしまった」

			　そこで、現在のゲネクト領主が国に掛け合った。

			　属国として、名目だけで構わない。ゲージィローティの名を取り戻したい、と。

			　海以外の領土を全てフェイアラクトに囲まれている現状、翻意を持ったとしても再び滅ぼすのは簡単だろうから。

			　そんな論調なのだとか。

			「それに町の連中も同調してね。国の役所を取り囲んで抗議の活動だそうだ。……そんなことをしてる暇があるなら、畑の一つも耕(たがや)してほしいもんだがね」

			　男性の子供もその活動に参加しているのだろうか。

			　彼の言葉や表情には、寂(せき)寥(りよう)感が多分に含まれていた。

			　水着だなんだとはしゃいでいた気分でもなくなり、イリアたちは町を出発し、次の人里へと向かうことにした。

			　何か問題が起きているなら、早いところこの国を抜け出してしまいたい。

			　そう考えての出立だったが、その考えを忠実に実行するのなら、二人は海を渡るべきだった。

			　

			　

			　次に辿(たど)り着いたのは件(くだん)の街、ゲネクト。

			　男性の話に出ていたように、過去は首都であった名残か、かなり大きな都市だった。

			　しかし中に入ってみると、同規模の都市と比べて雰囲気に活気がない。

			　その代わりに感じたのは、どこか張り詰めたような剣呑さや、刹那的に生きているような笑顔を見せる人々の危うさ。

			　――もしゲネクトに行くなら、その耳は隠した方がいい。過敏になっている人間は、別の国の人間というだけで、何をするか分からないからね。

			　男性の進言に従い、幻術をかけておいて良かった。

			　そう考えたイリアだったが、二人の容姿が何かと目立つこともあり、やはり見るものが見れば分かってしまうのだろう。

			「あんた、見ない顔だね。よその町から来たのかい？」

			　早々に気付かれてしまったが、声をかけてきた女性から敵意は感じない。

			　だが、女性の職業に剣呑な気配を察知して、イリアは絶対に関わらないと心に決めた。

			「ええ、まぁ」

			　女性の言った「よその町」がこの国にあるかどうかは聞いていないので、嘘は言っていない。

			　だがその答えに気を良くしたらしい女性は、逃がすまいとイリアに詰め寄る。

			「あんたは知ってるかい？　もともとこの土地はさ」

			「あ、いえいいです興味ありません」

			「そう言わないでさ――」

			　そんな問答をしかけた、ちょうどその時。

			「王国軍である！」

			　怒声に似た大声が辺りに響き、場に一瞬の静(せい)寂(じやく)が訪れる。

			　声を発したのは、他とは異なる意匠の鎧(よろい)の縁(ふち)を持つ将官。

			　背後には所狭しと並ぶ大勢の兵士たち。

			「断続的かつ不当に役所を包囲、並びにその職員を脅迫、恫(どう)喝(かつ)する不穏分子の捕(ほ)縛(ばく)を王に任じられた！　これより抵抗する者、逃走する者、不審者全て捕(ほ)縛(ばく)対象とする」

			　そこまで言い切ると、将官は毅(き)然(ぜん)とした態度から不快感を露わにする。

			「面倒をかけさせるな。……開始せよ！」

			　バッと突き出された手と同じ勢いで、兵士たちが殺到する。

			　イリアたちは当然動かなかった。

			　探られて痛い腹……はあるが、この国とは無関係で、追及される云われはない。この国に対して疚(やま)しいところはないのだから、逃げる必要はない。

			　対して、先程まで絡んでいた女性はその姿を消していた。

			（……さすが工作員）

			　イリアはその目で女性の正体を捉(とら)えていたため、セイレンのように驚きはしなかった。

			　仕事が離間工作なのか分離工作なのか扇(せん)動(どう)なのかは分からないが、というか興味すらないが、捕まるわけにはいかない人間らしい逃走っぷりと言えるだろう。

			　逆に、彼女が捕まって工作員と判明した場合、一緒に話していたイリアたちも関連を疑われるため、逃げてくれて助かったともいえる。

			　そんな風に考え、油断していたせいだろうか。

			「貴様らも来い」

			「はい……？」

			　肩を掴(つか)まれる。兵士の態度に気付くのが遅れてしまったせいだ。

			　明らかに不快感を催す兵士の態度に眉(まゆ)を顰(ひそ)めつつ、異を唱える。

			「怪しくもないし逃げてもいないじゃないですか」

			　しかし兵士は手を放さない。

			「いや、怪しい。なぁ？」

			「ああ。怪しい。これは捕らえなければな」

			　下(げ)卑(び)た笑いを浮かべ、他の兵士も同調しながら近づいてくる。

			　どさくさ紛(まぎ)れに伸びてくる手を何とか躱(かわ)すが、すでに掴(つか)んでいる手が逃すまいと強引に力を籠(こ)めて引き寄せようとするのはどうしようもなかった。

			　いや、払おうと思えば払えるが、それが抵抗と捉(とら)えられてしまう可能性や、大事故になってしまえば敵対は避けられそうにないため、仕方ないと声だけを上げる。

			「ちょ、止めてください」

			「抵抗したな？　ひっ捕らえろ！」

			　しかしそんなイリアの配慮は空しく、兵士たちはこれ幸いと笑みを濃くして大声を上げ、既成事実を作ろうとする始末。

			　さらに調子に乗った兵士がセイレンにも手を出した。――その瞬間。

			「ブベァッ――!?」

			　一人の兵士が宙を舞った。そして生々しい音をたてて墜落。

			「「「　……は？　」」」

			　再び訪れる静(せい)寂(じやく)。

			　事態が呑み込めず呆然とする兵士たちに、イリアは告げる。

			「他国のことに関して口を挿む気なんて全くありません」

			　ですが、とイリアは続ける。その身体に殺気と魔力を漲らせて。

			「個人的に敵対するなら、容赦はしません」

			　有体に言ってしまうと、彼女はキレていた。

			　ブチ切れていると言っていい。

			　だが、大衆心理のせいか、それとも単なる実力不足か、兵士たちは引くどころかイリアを標的に変えた。その表情に怒りや欲情を浮かべて。

			　憐(あわ)れ。

			　次の被害者は、肩を掴(つか)んでいた兵士だった。

			　ゴシャ、と何かがつぶれる音が聞こえたかと思うと、そのまま崩れ落ちて動かなくなる。

			　殺しはしない。

			　だが、それ以上の譲歩もしなかった。仕掛けてきた敵から潰す。

			　人質にしようとでもいうのか、セイレンに手を出そうとした者には地獄を見てもらう。

			　いつしか、全ての兵士がイリアを取り囲んでいた。

			　しかしそれでも倒せない。むしろ被害は増すばかり。

			　驚異的だが、それも初めのうちだけだろう。

			　そう考えていた将官だが、やがて焦りを覚え始める。

			　すでに許容できる被害は越えている。これ以上の被害は退けなければならない。しかしなんと報告する。一人の少女にやられたと報告しろというのか。

			　思考は矢継ぎ早に自問自答を繰り返すが、余(よ)計(けい)な感情がそれを阻害する。

			「ぐえッ……！」

			　最も遠い場所にいた彼の下に飛んできたのは、顔をパンパンに腫らせて悶絶する兵士。

			　次いで感じた一陣の風。

			　首に違和感を覚えて手で触れると、手袋に付着したのは……血。

			　風の魔術が着こんでいた鎖(くさり)帷子(かたびら)をも切り裂いて、首を僅かに掠っていたらしい。

			　偶然か。そう判断して視線を戻した先にいたのは、現状を作り出した美しい少女。

			　その少女を捉(とら)えた瞬間、

			「ッ――!!」

			　ぶわ、と全身から汗が噴(ふ)き出し、悪寒が全ての感覚を支配した。

			　少女はこちらを見返していた。……無垢とも妖(よう)艶(えん)ともとれる、笑みを浮かべて。

			　その笑みは、首が切れたのは断じて偶然ではないと確信するのに、させられてしまうのに十分すぎた。

			　――あれは格が違う。

			「撤退する！」

			　余(よ)計(けい)な感情は全て恐怖が塗りつぶし、将官が判断を下すのはその直後だった。

			　引き上げる軍隊。倒れた仲間を抱えての撤退は速度こそ遅かったが、そこに追撃などをかける人間はいなかった。

			　余(よ)計(けい)な行動を起こすほど愚(おろ)かではなかった……のではなく、単純に状況を把握しきれず呆然としていたからだ。

			　やがて思考が追い付いてくるとともに上がるのは、歓声。

			　ほとんどは捕(ほ)縛(ばく)されかけた活動家たちによるものだが、中には彼女の戦う姿に感動した者もいた。

			　取り囲むようにして歓声を上げる人々の輪。

			　不意にその輪が解かれ、イリアたちの下に近づいてくる者がいた。

			　拍手しながら歩くその佇(たたず)まいは紳士然として、笑みこそ浮かべているが、油断できない隙のなさを感じる。

			　輪の中の誰かが、「領主様」と呟(つぶや)いたのが聞こえた。

			　まるでそれを合図にしたかのように、領主は口を開く。

			「いやぁ助かりました。罪のない領民たちが傷付かずにすみました。なんとお礼を言っていいのやら」

			「いえ、先程も言いましたけど、個人的な理由でやったことなので」

			　対するイリアは、つい先程まで戦闘などしていなかったかのように平然と答える。

			　その対応に驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべるが、あまりにもわざとらしく、本心かどうかの判別はつかない。そして驚きを微(ほほ)笑(え)みに変え、領主は言った。

			「いやいや、それでも助けられたのなら礼で返すのが人というもの。どうでしょう、是(ぜ)非(ひ)晩餐にご招待したいのだが」

			　どれだけ甘い言葉や情に訴えようと、イリアの答えは変わらない。

			「先を急いでいますので、すぐに発たなければなりません。ご期待に添えず申し訳ございません」

			　面倒事には関わりたくない、と。

			　そこは常日頃から駆け引きや騙し合いをしている領主というべきか。

			　その答えから迂(う)遠(えん)ながら明らかな拒否の意思を汲(く)み取った領主は、あっさりと引き下がる。

			「……それは残念だ。次に訪れることがあれば、是(ぜ)非(ひ)訪ねてほしい。歓待を約束しよう」

			「多大なご配慮、恐悦でございます」

			　紳士然とした微(ほほ)笑(え)みに対し、イリアもまた柔和な微(ほほ)笑(え)みと共に一礼して、その場を離れる。

			（約束、ね）

			　要はイリアを利用する口実。

			　舐めているわけではないだろうが、明け透けに告げるその様に胸中で溜(ため)息(いき)を吐く。

			　約束なんてものは、柵や足(あし)枷(かせ)に過ぎない。

			　そんなものは必要ない、と自由を再確認するかのように、イリアは全身を伸ばして空を仰(あお)ぐ。

			「海渡っちゃおっか！」

			「いいわね！」

			　こんな面倒な国に関わるつもりはない。

			　イリアたちは海を渡り、別の国へと上陸した。
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			　まずは演奏で資金稼ぎ。……と行くにはさすがにセイレンが疲労困(こん)憊(ぱい)で、イリアは一人ギルドの依頼を受けて資金を稼ぐことにした。

			　それなりに大きな街だったので、情報収集を兼ねてしばらくの滞在。

			　そしてそれは、住民に顔と名前を覚えられる程度に街に馴染んだ頃のことだった。

			　

			「あ、ねぇイリア。今すぐ受けるつもりの依頼とか、どこかに移動する予定ってある？」

			「ありませんが……何か依頼ですか？」

			　話しかけた受付嬢は首(しゆ)肯(こう)し、申し訳なさそうな口調で続ける。

			「そうなの。貴族様のご令嬢がね、視察であちこち回るんだって。それの護衛で、ギルド員……できれば女の人を、っていう依頼があってね」

			　その説明に、イリアは首を傾げた。

			「貴族なら私兵とかいそうなものですけど」

			　視察というからには、自家の領地なのだろう。

			　ならば、当然領地を守るための戦力は所持しているはず。軍事拠点となる地域に国から回される駐屯兵がいたとしても、それ以外に貴族の裁量で運用できる常備兵を用意していないとは考えられなかった。

			　そしてその考えは正しかったようで、「うん」と事も無げに受付嬢は首(しゆ)肯(こう)する。

			「でも、そういうのって大概領民相手の対人訓練が主だったり、魔物が大量発生した時の駆(く)逐(ちく)とか防衛が仕事だから」

			「足りない知識をギルドから補(おぎな)いたい、ってことですか」

			「そういうこと。で、万が一の時はお嬢様の護衛もって感じね」

			　適材適所と言えば聞こえはいいが、要は体のいい小間使いである。

			　そう考えると、貴族側が好意的な歓迎をするとは限らず、わざわざ嫌な思いをしてまで参加する道理はないように思えた。

			　特に今はセイレンも同行しているため、余(よ)計(けい)なトラブルは避けたい。

			　しかし、そこでイリアは気付いてしまった。

			（ん？　貴族のご令嬢？　……流行りの最先端……水着の足掛かり!?）

			　これは、まさに運命的な巡りあわせではないだろうか。

			　そんなことを少しだけ本気で考えるほど、イリアの脳裏は欲に塗(まみ)れていた。

			　しかし、それを表に出すような愚行は冒さない。

			「分かりました。詳しいお話を聞かせてください」

			「そう？　じゃあまず資料ね」

			　平静を装って承(しよう)諾(だく)するイリアに、受付嬢はなんの疑問も持たずに手元の資料を渡した。

			　受け取り、パラパラと内容を確認するが、彼女が不利になるような記述はない。

			「あの、ギルド員じゃなくても同行ってできますか？」

			「え、っと……ギルド員じゃなきゃダメって言われてるわけじゃないけど、受注できないから報(ほう)酬(しゆう)対象にならないわよ？」

			　金銭的な問題だけならば、問題はないだろう。

			「じゃあ少し話してくるので、受注登録は少し待ってください」

			「分かった」

			　支部の外に出て、ベンチに座るお婆さんとお喋(しやべ)りに興じていたらしいセイレンの下に向かう。

			　これまで真っ当に人と話す機会がなかった反動か、それとも話すことが好きな性分なのかは分からないが、ともあれ、出会ったばかりの人物とお喋(しやべ)りに興じることができるのは、彼女の人柄が為せる業だろう。

			　イリアに気付き、お婆さんとのお喋(しやべ)りを切り上げたらしいセイレンがこちらに向かってくる。

			「どうだった～？」

			「一つ依頼を受けようと思ってるんだけど――」

			　依頼の内容を説明し、セイレンが参加するかどうかの旨(むね)を訊ねると、返ってきたのは「じゃ参加しちゃおっかな☆」という軽い参加表明だった。

			　考えなし、ということはないだろうが、一抹の不安を覚えたイリアは一応と確認する。

			「貴族と関わるとまた面倒事に巻き込まれるかもしれないけど……大丈夫？」

			「うーん。巡り合わせが悪い時は嫌でも関わることになるし、その時はその時に考えましょう」

			　思いのほか考えなしだった。

			　とはいえ、感覚的な傾向の強いセイレンのこと。無意識的な理由や根拠はあるのだろう、とイリアは思うことにした。

			　投げ遣りともいう。

			　

			　その後、受注登録を済ませた二人は、練習と演奏を熟(こな)しながら集合予定の街へと向かった。

			　そして依頼初日。

			　指定された場所に向かうと、すでに集結している集団がいた。

			　彼らは数人を除いて似た意匠の鎧(よろい)に身を包んでいる。同じ姿の集団というのはそれだけで威(い)圧(あつ)感を生み、余(よ)計(けい)な揉め事を未然に防ぐことはできるが、要らぬ緊張を強いてしまう。

			　そのため、慣れない者たちの恐々とした視線に晒(さら)され、顔を顰(しか)めている者もちらほらと見られた。

			　そんな集団の中に、服装も纏(まと)う雰囲気も違う人間が数人。

			　武器を携えていることからギルド員であることが分かるが、彼らは全員男だった。

			　今回の護衛対象が貴族令嬢であるため関係性は薄いが、そもそも貴族に見初められて玉の輿、といった願望を抱く女性ギルド員は少ない。

			　傭(よう)兵(へい)ギルドの一員となる女性は特に自立心が強いことや、国に帰属しないギルドと選民思想の強い貴族間で度々衝(しよう)突(とつ)が起こり、敵(てき)愾(がい)心(しん)を抱いている者が少なくないからだ。

			　だからこそ、イリアとセイレンは目立っていた。

			　誰に話しかけようか、と伺うまでもなく、集団の一人が彼女たちに声をかける。

			「イリア・シュルツとその同行者か？」

			「はい。あ、一応登録証です」

			　登録証を確認した男性は、二人を別の場所へと案内する。

			　その先には二頭の馬に曳(ひ)かれる馬車と、それを守るように陣取る集団がいた。

			　ただし、その集団は先程のものよりかなり少なく数人程度、そして身に着ける物の意匠も異なっている。

			　何より、全員が女性だった。

			「同行するギルド員をお連れした」

			「了解です、隊長殿」

			　集団から一歩進み出て、隊長と呼ばれた男性と話す女性はイリアたちに目を向ける。

			　その瞳(ひとみ)に僅かな驚(きよう)愕(がく)が垣間見えたものの、それはすぐに消え、気を張るような表情に戻る。

			「女はお前たちだけか」

			「はい」

			「そうです～」

			　どうでもよさそうにさえ聞こえる声と、暢(のん)気(き)にも聞こえるのんびりとした声。

			　女性の意を全く介さないような態度に面食らったものの、敢えてそこに触れる気にはなれず、「こっちだ」と女性は踵(きびす)を返す。

			「お嬢様、ギルドの者をお連れしました」

			「ありがとう」

			　ドア越しの面会かと思いきや、直後開いたドアに驚いたのは、イリアたちではなく彼女たちを案内した女性だった。

			　ひょっこりと馬車から顔を出した少女は、女性の手を取ってそのまま降車。

			　イリアの姿を捉(とら)えて目を瞬かせる。

			「あら、貴女エルフなのね」

			「お嬢様、あまり不用意に近づかれては」

			　無意識の行動だったのか、少女は近づいていた数歩をそのまま後退する。

			「えっと、お名前は？」

			「イリアと申します」

			「セイレンです」

			「ふぅん。ギルドの方って、もっと粗野なんだと思っていましたわ」

			　その言葉を皮肉に感じなかったのは、その口調が彼女の驚きを隠していなかったからだ。

			　といっても、そう考えたのはセイレンだけ。

			　イリアは全く別のことに囚われていた。

			（おお……）

			　思わず胸中で感嘆してしまったのは、少女の容姿。

			　輝くような金髪に、釣り気味の目。

			　そして何より、

			　

			（見事なドリル……）

			　

			　地質調査もどんとこい。

			　ロールなどという生ぬるい言葉では、到底表すことのできないねじれ具合である。

			　絵に描いたようなお嬢様像に、イリアは慄(おのの)いた。

			（これぞ異世界……！）

			　エルフが言うな、と言いたくなるような評価だが、当然突っ込む者はない。

			　セイレンも泣いていい。

			「どうかなさって？」

			　口調は至って普通だが、扇で口元を隠し、目線で非難を示す様も板についている。

			　これで取り巻きやいじめる対象がいれば完璧だ。

			　もちろんそんなことは口にしない。斜め前に女騎士が構えているだけで十分だった。

			「いえ。失礼いたしました」

			　

			　

			　こうして顔合わせは終了。

			　世話係らしい侍女を伴って馬車に戻った少女を見送り、イリアたちと女騎士はその場を離れた。

			　そして、他の女性たちと合流。

			「二人は出発から我々と同行してもらう」

			　訝(いぶか)し気な表情を浮かべる者、表情を全く変えない者、にこやかな笑みを浮かべる者……。

			　その反応は様々だが、女騎士はそれらについては触れず、イリアたちへと向き直る。

			「お嬢様に意見を具申する際は、まず私に言え」

			「分かりました」

			　上からの物言いをすれば、大抵のギルド員は反骨心を見せる。

			　しかしそういった感情を見せず、ただ言葉にだけ反応するようなイリアたちに怪(け)訝(げん)としながらも、それはそれで助かるか、と女騎士は思うことにした。

			「一応紹介はしておく。私はお嬢様の身辺警護を務めるユージニア・マニオンだ」

			「改めまして、イリアです」

			「セイレンで～す」

			　イリアは問題ないとして、セイレンの軽いノリに少しだけ眉(まゆ)を顰(ひそ)めたユージニアだが、この程度であれば可愛いもの。

			　むしろようやく見せた一般市民らしさに、どこか安心すら感じていた。

			「他のギルド員からお嬢様に何か伝えることがあれば、お前が私に仲介するように」

			「はい」

			　これまでの問答と同様に首(しゆ)肯(こう)するイリアだったが、今回は「ただ」と注釈を加える。

			「火急の事態に陥(おちい)った際は大目に見てください」

			「そうならないためにお前たちを雇ったのだ。依頼料の分は働けよ」
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			　しかし、返ってきたのは取りつく島のない回答だった。

			　万が一の事態を想定しておくのとしないのでは、実際に遭(そう)遇(ぐう)した際の行動に雲泥の差が生じる。

			　気になるのは、馬車を守る女性騎士たちの表情だ。

			（あー……お嬢様が大事すぎて、頭固くなっちゃってるタイプかな？）

			「過保護ね～」

			　セイレンも同じ予想に至ったのか、苦笑しながら呟(つぶや)いていた。

			　とはいえ、イリアとしては看過できる問題でもなかった。

			（まずはこっちを懐柔しないとダメっぽい。先は長そうだけど……結構かかるみたいだし、気長にやろうかな）

			　そう、彼女の目的は、ご令嬢の護衛を完遂することではなく、水着を広げる足掛かりとすることなのだから。

			　実に不真面目である。

			　が、そんなことはつゆ知らず、ご令嬢御一行は出発の時を迎えた。

			　

			　街道を進む長蛇の列を、避ける人々は「なんだなんだ」と物珍しそうに窺(うかが)う。

			　先頭からしばらく続くのは、銀を基調とした翠の装飾を身に纏(まと)う男性兵士。

			　中間には白を基調とした女性騎士たちに守られた馬車が続き、再び男性の騎士や兵士がその後に続く。

			　時折周囲を警戒しながらちらほらと見かけるのは、兵士ではなくギルドの人間だろう。

			「ああ、そういえば領主様のご息女が視察に回るんだっけね」

			「そりゃ大変だ。たしか公爵家に嫁入りするんだよな？　傷一つ付けられねえわ」

			　そんな感想を人々に抱かせながら、一行は進む。

			　ギルド員が斥候を務めていたこと、魔物を見つけるや、即座に兵士数人が潰していたことで、その進行速度は順調だった。

			　しかし、問題がないわけではない。

			　まずギルド員に対し、高圧的であったり蔑(さげす)む者がいること。これはギルド員もある程度は承知で依頼を受けているため、さほど気にした様子はないが、彼らも人間である。

			　苛(いら)立(だ)ちは蓄積し、不協和音を生まないという保証はない。

			　次にイリアたちへの不躾な視線や不快な態度を見せる者がいること。実力的に問題はなく、女性騎士たちが同情的になり、半ば一致団結しかけていることは不幸中の幸いだが、だからこそ男性と女性との間に溝ができつつあった。

			　そしてなにより、

			「イリアちゃん……私とっても暇なんだけど」

			「いや、今仕事中だからね？」

			　セイレンが飽きかけていることだろう。

			　むしろ私語も音楽も止められている状況でよく持った方というべきか。

			（同行者って扱いだから、途中で抜けても問題ないと思うけど……）

			　イリアは周囲をチラリと窺(うかが)う。

			「……聞いてみよっか」

			　セイレンの期待に満ちた眼差しに送り出され、イリアはユージニアの下に向かう。

			　家格が違うのか、数人の男性騎士同様馬に騎乗するユージニアは、近づいてくるイリアを認めて僅かに身を屈めた。

			「どうした」

			「私とセイレンは音楽を嗜(たしな)んでいるのですが、演奏してもよろしいでしょうか？」

			「……そうだな。少し待て」

			　ユージニアは馬の歩調を緩(ゆる)め、後方に合流。

			　隊長と呼ばれた男性と少し会話をしたと思えば、今度は加速して馬車に追いついたところで馬から降りる。

			　ご令嬢の許可をとっているのだろうが、イリアには彼女の行動が上司と部下に挿まれてなにかと忙しい中間管理職に思えて、「大変そうだなぁ」と他人事のように呟(つぶや)いていた。

			「演奏を許可する」

			　返ってきた回答は、許諾。

			　旅路での音楽は、人の心を寛がせる、高揚して気力を保つなどの効果が得られるとして用いられる他、そもそも吟遊詩人などは国の威光を知らしめる役目を負った元騎士がその職に就くなど、娯楽ではあっても遊びという認識は薄いため、それほど不思議なことではなかった。

			「ただし、聞くに堪えないものならすぐに止めさせてもらう」

			「分かりました。ありがとうございます」

			　許可を貰ったイリアは、そのままセイレンと合流。

			　何も言わずともイリアの行動で結果を察していたセイレンは、さぁやろうすぐやろうとハープを構え、キラッキラの眼差しをイリアに送る。

			　そんな彼女に苦笑しつつ、イリアも楽器を背(はい)嚢(のう)から取り出す。

			　演奏が始まってからの変化は劇的だった。

			　まず騎士や兵士たちの緊張が解れ、ピリピリとした空気が霧(む)散(さん)。陽気であったり穏やかであったり、音楽に合わせたものに立ち替わる。

			　それに伴い余裕が生まれたのか、騎士や兵士からギルド員への強い当たりは鳴りを潜め、男性から女性への不躾な目線等も明らかに減少した。

			　魔物や盗賊などに襲われる危険性は変わらないが、内側の問題が減るだけで随分と楽になるものである。

			「その……なんだ。ありがたい」

			　昼食を兼ねた小休止に入り、セイレンと談笑していたイリアたちにそう言ったのは、ユージニアだった。

			　これまでの態度に思うところがあったのか、どこかバツが悪そうな言い方にイリアは苦笑、セイレンは「どういたしまして～」と微(ほほ)笑(え)む。

			「私としても、お礼申し上げますわ」

			「お嬢様……!?」

			　ユージニアの諫(いさ)める声を、ご令嬢は手で制する。

			「この目で直に見る光景は新鮮ではありましたが……やはりどこか味気ないものですね。ですが、あなた方の奏でる音色で、飽きることなくしっかりと目に焼き付けることができました。ありがとう」

			　礼、と言えるほどではないが、頷(うなず)きとすら思えるその顎(あご)を軽く引く行為ですら、貴族が平民にとる態度としては破格と言えた。

			　だからこそユージニアや奥に控える侍女は驚きを隠せずにいたが、ご令嬢はそこに追い打ちをかける。

			「まだ名乗っていませんでしたわね。私はユデンタ・アルバーティ。これからもよしなに」

			　そしてユデンタは踵(きびす)を返し、馬車へと戻っていった。

			　何がそこまで意外なのか、口を開けたまま目を瞬かせるユージニアをセイレンは首を傾げながら眺め、イリアは一人感動していた。

			（すごい！　まさにお嬢様や！　騎士は、……いるけどあんなムサいのは却下や！）

			　王子さまは！　王子さまはどこや！

			　似(え)非(せ)関西弁を胸中で繰り返すイリアだが、ほとんど悪ノリのようなもの。

			　すぐ冷静になり、状況の把握に努める。

			（女騎士もお嬢様もちょっとデレたし、無理筋ってわけでもなさそう？　うへへー）

			　暴走せずとも妄想するイリアはさておき、ちょうどいいから、と誰ともなしに質問を投げかけたのはセイレンだった。

			「そういえばー、今どこに向かってるんですか？」

			　その問いに答えたのはユージニア。

			「最初に向かうのはジョルジヴォーナだ」

			「ジョルジヴォーナ？」

			「（ここ、セタサオーナの北部にある、一番大きい地域だよ）」

			「（ありがとうございます）」

			　首を傾げたセイレンに、いつの間にか近くに来ていた別の女騎士が補足する。

			　反射的にお礼の言葉を返したイリアは、そのままの流れで問いかける。

			「皆さん貴族の出なんですか？」

			「我々はそうだな」

			　ユージニアの言った「我々」とは女性騎士を指しているのだろう。

			　続けて目を向けた先には、男性騎士と兵士がいる。

			「騎馬を従えている者は皆貴族だが、兵士はほとんどが平民だ」

			　なら、なぜギルド員を嘲(ちよう)笑(しよう)する者がいるのか。

			　そんな二人の疑問を察してか、ユージニアは苦笑する。

			「平民だが、軍に属したことで『自分は貴族側の人間だ』と気を大きくする者がいるとは聞いている」

			「虎の威を借る狐ですね」

			「とら……？」

			　イリアが呟(つぶや)いたことを聞き取っていたセイレンの視線にその意味を教えると、ああ、と納得したように数回頷(うなず)いていた。

			「使用人にもいるわよ、そういう人」

			「あー、確かに。遜(へりくだ)るのは雇ってる家に傷がつくから駄目だけど、尊大に振る舞えなんて言ってないのにね」

			「ターピン家のこと言ってるでしょ、それ。それより言葉遣い」

			「ワタクシ明言していないですわ。おほほほほ」

			　世間話に花を咲かせ始める女騎士たち。

			　話好きなセイレンもそこに混ざりたいようだが、その内容が理解できないらしく、聞くに徹しているようだ。

			「宮仕えといえば、宮廷楽団の演奏を耳にしたことがございますが、お二人の演奏はそれに勝るとも劣らないと思えました」

			「私も同感です。ユデンタ様がお気にかける気持ちも分かります」

			　かと思えば、彼女たちの話題はイリアたちの演奏に移っていた。

			「エルフの方は皆、音楽を嗜(たしな)むんですか？」

			「いえ、あまり見かけませんでしたね」

			　言われてみれば、学校でも芸術方面での授業はなかった。

			　畑などの農業以外には、戦闘技術や魔術の研(けん)鑽(さん)をする姿しか見た覚えはない。そう考えると、まるで戦闘民族のようだ。

			「へぇ～、じゃあ貴方がこの子に教えたの？」

			「いいえ～、イリアちゃんが教えてくれました」

			　ではどこで覚えたのか。なんとなく、で済ますにはあまりにも形態が完成しすぎている。

			　この流れはまずい、面倒くさいことになる。

			　そう瞬時に判断したイリアは誰よりも早く言葉を発し、話題を逸らした。

			「皆さんは音楽を嗜(たしな)んだりされないんですか？」

			「しますね。教養の範囲なので」

			　全員がそう答えたが、習得した楽器は各々異なり、オルガンやリュート、そしてイリアたちが持つものとは形は異なるが、リコーダーやハープを習ったという者たちもいた。

			　さすがにスキル持ちということで実力は開いているということだが、特にそれを不快に思う様子もなく、音楽談議に花が咲く。

			　やはり音楽に触れたことのある彼女たちにとって、イリアたちの持つ楽器の形や演奏の技法などは特に気になるようで、迂(う)遠(えん)な尋問などはあったものの、のらりくらりと躱(かわ)していった。

			「皆さんで一緒に演奏できたら楽しそうですね」

			　話題の締めのようなイリアの言葉は、ちょうど休憩の終わりを告げる声と重なった。

			　

			　

			　そして出発した一行は、着実に街道を進む。

			　時折細々とした魔物の接近はあるものの、進行を止めて臨戦態勢をとるほどの襲来はない。

			　喜ぶべきことだがどこか腑(ふ)に落ちないのか、思わず、という調子で一人の兵士がギルド員に訊ねた。

			「この街道はいつもこの程度なのか？」

			「いや、この規模ならもっと多い。……他の連中が狩ったのが上手く嵌(はま)ったのかもな？」

			　彼らより前に街道を進んだ者や、街道脇の森などに向かった者に魔物が向かい、ちょうど手薄となった時に進んでいる。

			　有り得ない話ではないが、それを想定して進むなどさらに有り得ない話だ。

			「それなら、あのお嬢さんたちが演奏してくれてるおかげって方が、夢があると思わないか？」

			「言えてますな」

			　冗談を言い、ハハハと笑い合う彼らに以前のような蟠(わだかま)りは見られない。

			　だが、彼らも逆の状況……多くの魔物が押し寄せ、盗賊の集団にも襲われるようなことになれば、演奏はするなと主張するだろう。

			　たとえそれが本当の原因とは限らなくても、だ。

			　だからこそ、イリアは【気配察知】を使い、魔術による超長距離狙撃で魔物を尽(ことごと)く葬っていた。

			　千里眼ほど正確ではなく、また【気配察知】のレベルを落としての使用のため確実ではないが、それでも魔物を識別する程度であれば問題ない。

			　むしろ、その認識にすらかからない程度の魔物が一行の前に出現すれば、全く魔物と遭(そう)遇(ぐう)しない、という不自然極まりない状況を避けることもできる。

			　大事にはさせず、仕事はさせる。それが全員にとって最も都合のいい状態だった。

			（うーん……）

			　とはいえ、変化は欲しいところだ。

			　かといって衆人環視の中で錬成するわけにもいかない。ならば、人の目のないところに行けばいい。

			「あの、すいません」

			「ん、どうした？」

			　すっかり初めの険がとれたユージニアだが、続く「お花摘みに行ってきます」と躊躇(ためら)いもなく言われると僅かに頬を染め、イリアを窘(たしな)める。

			「も、もう少し恥じらいを持て……！　……供をつけよう」

			「いえ、慣れてるので大丈夫です。戦力は本隊に残すべきですし」

			　きっぱりと断言されては異論を挿むこともできず、森に向かうイリアを見送った。

			　

			　イリアが一旦離脱したことで、馬車の近くではハープを弾きながらセイレンが歌い始めていた。

			　ユージニアも初めこそそちらに気をとられていたものの、しばらくするとイリアが戻ってこないことに気付く。ここまで時間がかかるのはおかしい。慣れているのであれば尚更だ。

			　違和感はやがて焦燥感に変わり、それが危機感に変わろうとした頃。

			「すいません、遅くなりました」

			　向かった時と変わらない様子でイリアが帰還した。

			「本当に遅い。人を遣るところだっ……た？　それは……？」

			「あ、これですか？」

			　それ、と訊ねられたものを、イリアは掲(かか)げる。

			　それは口の伸びた瓢(ひよう)箪(たん)のようなシルエットに、６本の弦が張られたもの。

			「ギターっていいます」

			　正しくはアコースティックギターである。

			「そんなもの、どこで……」

			「森でちょうどいい材料を見つけたので、作りました」

			　実際は錬成によるもので、戻ってくるまで時間をかけたのは、その言い訳を納得させる……まではいかずとも、「不可能じゃないかもしれない」程度まで誘導するためだ。

			　虫を見たくないがために目を瞑り、【気配察知】の大まかな感覚だけで進んでいたことも時間がかかった一因ではあるが、当然ながら時間だけで納得させるには程遠い。

			「いや、しかし」

			「作りました」

			　が、わざわざ子細を説明するつもりはなかった。

			「だが」

			「作りました」

			「け」

			「作りました」

			　この無駄に有無を言わさぬ圧力はなんなのか。

			　そもそも、相手は存在のみ確実視されているだけで、その他は何も知られていないといっていい種族だ。

			（……何か、特別な秘儀や魔法があってもおかしくはない）

			　ユージニアはそう思うことにした。

			　実際その通りなのだが。

			「……はぁ、分かった。それで？　それをどうするんだ？」

			「もちろん、弾くんです」

			　にっこりと笑みを浮かべて言ったイリアはセイレンの下に向かい、二、三言葉を交わす。

			　イリアがギターを弾き始めると、聞きなれない音にほぼ全ての人間が目を見開いた。

			　ギターのイントロから、セイレンの歌声が重なる。

			　つい先程聞いたのと同じ曲。だが、楽器が変わっただけでこれほどまでに変わるのか。

			　嘆息する者、胸を打ち奮わせるもの。

			　その反応は様々だったが、皆一様に彼女たちを称(しよう)賛(さん)した。

			　

			　

			　天候にも恵まれ、移動は順調に続く。

			　予想より魔物の接近が少なかったことで、初日の予定地点を越えた場所で野営をすることとなった。

			　随従していた荷馬車から天幕や調理器具といった野営用具を取り出し、設置。

			　予定地点を越えたといってもまだ辺りは明るく、数人は食料を温存するため森へ赴(おもむ)くなど、警戒する人員はしっかり残しつつも各々の行動をとり始めていた。

			　そんな中、イリアは一行に物を売り、まだ先に進むらしい行商人に話を聞くことにした。

			　彼女が気になったのは、途中で見つけた畑の跡と、その近くで見かけた農家らしい人物の身に着けていたもの。

			「すいませーん」

			「ん？　買い忘れかな？」

			「いえ、ちょっと聞きたいことがありまして……」

			　荷台を覗いてみるものの、イリアの考えている品物は見当たらない。

			　だが、どうしても聞かなければならなかった。

			「……ここってもしかして、お米作ってます？」

			「ん？　ああ、作ってるよ。よその国の人かい？」

			「はい」

			　よその国と言うからには、この国では農産物として認知されているのだろう。

			　ならば当然調理法が確立されているはずであり、話は早い。

			「どんな風に食べてるんですか？」

			「んー、油で炒(いた)めた後に煮たり、炊(た)いたりだね」

			　後者はピラフ、前者はリゾット、いやパエリアだろうか。

			（そもそも煮ると炊くの違いってなんぞ？）

			　脱線しそうになった思考を戻し、男性への質問を続ける。

			「米ってこんな形ですか？」

			「いや、もっとこう……」

			　イリアが地面に描いた絵を、男性が修正する。

			　修正といっても僅かなもので、イリアの描いたジャポニカ米に比べて丸く、少なくとも長粒のインディカ米ではないようだ。

			　とはいえ、ここは異世界。形状と性質が地球のものと同じとは限らない。

			「どこか食べられる場所ってありますか？」

			「それなら宿で言えばいいさ」

			　男性はそう言うが、この国に入ってからご令嬢の一団に合流するまで幾つかの宿に泊まっているが、米が出たことはない。

			　そんな事情を察したのか、男性は緩(ゆる)く苦笑する。

			「お前さんいいとこの宿に泊まってんだろ？　ならよっぽどでもなきゃ米は出ねえさ」

			「そうなんですか？」

			「ああ。米は貧民が食うものって言われてたからね」

			　イリアは絶句した。

			　そして同時に決意した。

			　米を救わねばならぬ。権威を高めねばならぬと決意した。

			　結論を言ってしまえば、それはイリアの早とちりだったのだが。

			「今はさっき言った作り方なんかが知られるようになって、それなりに美味(おい)しく食べられるようになったからみんな普通に食うし、米を作る奴も増えたんだ」

			「あ、そうでしたか」

			　よくよく考えれば、「言われてた」と過去形だった。

			　そんなことにも気付けないほど、米に意識を傾倒していたのだろう。

			「まぁそれでも貴族サマには受けが悪いし、他国の人間には馴染みがない」

			「それで積極的には出さないと」

			　男性は苦笑しつつ頷(うなず)いた。

			　確かに、一度定着した認識を変えることは難しい。

			　イリアが躍(やつ)起(き)になっている水着や、食事の作法での麺類を啜(すす)る行為もその一種だろう。

			「分かりました」

			　だが、それは諦(あきら)める理由にはならない。

			「ちょっと色々やってみます」

			　

			　――だって、水着が好きだから。

			　違う。間違えた。

			　――だって、お米が好きだから。

			　

			　言い直しても色欲と食欲。

			　どっちもどっちだった。

			　

			　

			　情報料替わりと幾つかの品を買い、本隊と合流。

			　これまでどのような状況でも微(び)笑(しよう)から変わらなかったイリアのニッコニコの笑顔は、見かけた者をぎょっとさせたが、勿論悪い意味ではない。

			　むしろ男女隔てなく無駄に魅了しているが、米を見つけて上機嫌のイリアは気付かない。

			「イリアちゃん、機嫌よさそう。いいことあったの？」

			「えっへへー、それは後でのお楽しみかなー」

			　ウッキウキのノリノリで夕食づくりを始めるイリアは、勿論料理系のスキルの使用を躊躇(ためら)わない。

			　保存状態など、状況的に有り得ない食材や調味料こそ使うことはなかったものの、音、匂い、見た目で周囲の者を引き寄せ、振る舞った。

			　米料理を作る際「イリアが作った物なら」と手が伸びるよう先行投資ともいう布石のつもりだったイリアだが、結果としてその後も度々料理を振る舞うこととなってしまうのは自業自得と言えた。

			　当然こんなところで時間を無駄にしたくはないと力を使ったことで、大した問題もなく野営は終了。

			　二日目となった旅も、楽器を変えたことでほとんど飽きることなく行程は進んだ。

			　

			　

			「実に素晴らしいですわ」

			　この日も予定より早く街に到着した一行は、そのまま宿泊の準備にとりかかる。

			　そんな中で、馬車を降りるや否や、ユデンタはイリアたちの下に駆け寄るようにして称(しよう)賛(さん)の言葉を送った。

			「恐悦至極でございます」

			　さすが貴族というべきか。

			　賞賛に対する謝辞を満足そうに聞きながら、ユデンタはさらに続ける。

			「どうかしら、宿でもあなた方の演奏を聞きたいのだけれど」

			　さすが貴族と言うべきか。

			　直接「お願い」するのではなく、相手から話を持ち掛けるよう誘導する。

			　言(げん)質(ち)を取られまいとする身に沁みついた貴族らしい物言いに、イリアは心を打ち奮わせた。

			（これぞ貴族令嬢ですわ！）

			　明らかに偏った認識だが、本人が喜んでいるので問題はない。

			「では、ご夕食の際に弾けるよう、宿泊先に問い合わせます」

			「あら、ありがとう」

			　ユデンタは街の代表者の下に向かうとのことで、ユージニア以下、警護の者を引き連れていった。

			「まっすぐ宿に行くの？」

			「うん。できればすぐ確認はしたいからね」

			　宿泊先の宿に向かったイリアは、支配人に演奏の許可を取り付けた後、すぐに目的の場所に向かった。

			「すみませーん」

			「はい？　おや、お客さん。こっちは厨房ですよ？」

			　そう、厨房である。

			　もちろん、目的は一つ。

			「お米って取り扱ってますか？」

			「うん？　まぁ一応ね。ほとんど非常食に近いけど」

			　あるのならば問題はない。

			「お金は払うので、お米を使わせていただけませんか？」

			　目的は一つでも、お米の良さを広める、ユデンタの機嫌を取る、お米が食べられる。

			　まさに一石三鳥だ。

			　イリア自身が客であること、そしてこれからご令嬢一行という上客を相手にしなければならない彼らは当然渋る。しかし交渉の末に、仕込みの時間ということで場所を間借りすることに成功したイリアは、すぐ調理に取り掛かることにした。

			　とはいえ、他の仕事と同時に作業する、夕飯の時間を他者の都合に合わせるといった、時間の経過を気にしなくていいというのは、家事をする上でとても大きい。

			「まずは……普通に炊いてみよ」

			　米を洗って水に漬け、様子見として三十分ほど放置。

			　その間に、リゾットとピラフに使うブイヨンを作る。

			（ブイヨンは鳥ガラで、パエリアのホールトマトは……前に作ったのでいいや）

			　下処理をした鳥ガラや鳥の足を、水を張った鍋に入れて強火で加熱。浮いてきた脂や灰(あ)汁(く)をとり続ける。

			　灰(あ)汁(く)が少なくなったら野菜を投入し、さらに灰汁をとってパセリやローリエ、コショウなどを投入し、弱火で煮込む。

			（そろそろいいかな）

			　水に浸しておいた米を、生成した土鍋に移し、炊飯。

			　初めは中火……火の先端が土鍋に着くか着かないか程度に留め、沸(ふつ)騰(とう)するのを待つ。

			　沸(ふつ)騰(とう)した後は弱火にして、水気がなくなるまで火にかける。

			（十五分くらいだけど……やっぱり時計がないと不便だなぁ）

			　とはいえ、今のイリアであれば炊き具合をその目で確認することができる。

			　念のため水気や泡が出てないことを確認したら、数秒だけ火力を強めて火からおろし、蒸らしにはいる。

			　炊き立てのご飯はお米一粒一粒が立ち、キラキラに輝く。全体をしゃもじで解(ほぐ)すようにまぜて余(よ)計(けい)な水分を飛ばせば、湯気と共に甘い香りを辺りに広げる。

			「んー……」

			　だが、それも記憶にあるお米ほどではない。

			　これからの品種改良に期待するとして、取り敢えず粘りや甘みも問題はなさそうだ。

			「あのー……」

			「はい？」

			　見られているのは分かっていたが、話しかけてくる様子はなかったので放置していた調理場の面々が、恐る恐ると声をかけてきた。

			　しかし、それは予定の範囲内。むしろ好都合だった。

			「食べてみます？」

			「いいんですか！」

			　全くの未開ではなく、受け入れるだけの下地はできているのだから、後は「美味(おい)しい」と認知させればそれでいい。

			　とはいえ、ご飯だけというのは論外だ。

			　ご飯とは、いわばキャンパスのようなもの。そこにおかずという彩(いろど)りを用いて、一枚の絵を完成させるのである。

			「いわば、一種の芸術……！」

			「は？」

			「いえ。なんでもないです」

			　改めておかずを考える。

			　ご飯に合うおかずと言えば、しょっぱいもの、辛いもの、酸っぱいもの。甘いものも玉ねぎの甘さなどはしょっぱさなどがある前提であり、もち米を使わないおはぎなどもあるが、スイーツと捉(とら)えられてはかなわない。

			　そして、調味料の定番である「さしすせそ」のうち、醤油と味噌はない。

			　それこそ今後に期待したいところだが、明らかに日本やアジアではなく西洋に似た食文化であるため、あまり期待できないだろう。

			　であれば、単純にしょっぱいものが無難。

			　ちょうどいいのがあるじゃない、と荷物を取りに戻る振りをして食材を回収。

			「それは？」

			　とうとう普通に声をかけるようになった調理師の疑問に、イリアは快く答えた。

			「魚の干物です」

			　水着の普及という点では全く意味のなかった、海辺での活動の際に採った魚である。

			　単に好奇心で始めた干物づくりだったが、さしものイリアでもこのような形で生きてくるとは考えもしなかった。

			　箸(はし)を使えないセイレンでも問題なく食べることができるよう、しっかりと骨を抜いたのは幸いだった。

			「おお……」

			　身が少なく、肉よりも大量に塩を消費する上に長く持たない。何より燻(くん)製(せい)は保存食であり、保存食は塩っ辛いだけで不味いもの。

			　そんな認識をもっていた彼らにしてみれば、焼くことで芳ばしい香りを漂わせ、さらに身が旨味を蘇らせる干物は衝(しよう)撃(げき)的だった。

			　燻製にすることで旨味を凝縮させる、という手法は一種の贅沢であり、時間が経てば悪くなる、腐る直前が一番旨い程度の認識しか現時点では持ち合わせていなかった。

			「じゃあ、これを食べてからご飯を食べてみてください」

			「お、おう」

			　焼いた干物をフォークで崩すと、乾いた魚のどこにこれだけの水分が残っていたのか、と驚くほどの湯気があがる。

			　どこか瑞々しさすら感じる身を口に含むと、まず感じるのは塩辛さ。

			　しかし噛むほどに旨味が増して、それが塩分と混ざることで見事な味の調和を見せる。

			　そして、そのままの勢いで掬(すく)ったご飯を喰らう。

			　炊くことで引き出された米の甘みは、ともすれば単調で、次第に飽きがきてしまうだろう。しかし干物の塩分や旨味といった演出と交わることで見せたのは、驚くほどの深み。

			　それは新たな可能性だった。

			「……面白い！　いや、美味(うま)い！　これは美味(おい)しいよ！」

			　伝播するように広がる興奮の中で、イリアはただ一人、してやったりと笑みを浮かべていた。

			　可愛い容姿でなければ全員が引いていただろうこと請け合いである。

			　しかし、それもすぐに収まる。

			（……明太子……佃煮……梅干し……牛丼……かつ丼……うな重……ＳＵＳＨＩ……）

			　今は遠き（食の）理想郷。

			　お金さえあれば望むものが手に入ったあの世界の、なんと恵まれていたことか。

			　だが、いくら思い出して思い浮かべようとも、それは単なる絵に描いた餅。妄想だ。

			「……リゾットとパエリアつくろ」

			　今あるもので、最高のものを。イリアは半ば無心で調理を始めた。

			　

			　

			「……で、やけにいい匂いがすると思ったら、お前だったのか」

			　結果、怒られた。

			　いや、正確には怒られたのでも叱られたのでもない。しかしユージニアの立場からすれば、ここは釘を刺さなければならなかった。

			　ユデンタや貴族出身の騎士や兵士に饗(きよう)される夕食は、宿の格式同様不足のないものだった。

			　しかし、相手はイリアの作った料理である。

			　あの無意識に喉を鳴らしてしまうような、いかにも芳ばしい匂いをさせる料理が出ないことに不満を感じるのは、むしろ人として当然のこと。

			　目の前で焼き肉を始めたと思ったら、出された料理はかけ蕎(そ)麦(ば)でした。

			　三百六十五日、一日三食全て蕎(そ)麦(ば)、蕎麦があれば他には何もいらないというよほどの蕎麦好きでもなければ不満を抱くだろう。

			　ちなみにイリアは蕎(そ)麦(ば)でも大喜びである。

			　むしろ蕎(そ)麦(ば)を見つけられたと小躍りするかもしれない。

			　ともあれ、説教である。

			　曰く、貴族に不興を買うと、そこから「どこそことは関わらない方がいい」という噂が広まり、孤立して没落や破産することも間々あるのだとか。

			　絶対それを狙って平民を脅したり弄(もてあそ)ぶ貴族もいるよね、とイリアは思ったが、言わなかった。

			「全く……お前とセイレンの演奏があったからこの程度で済んでいるが、あまり目立つ行動はとるな。ただでさえお前たちは目立つんだから」

			　まるでおかん。……いや、言葉遣いと佇(たたず)まい的におとんだろうか。

			　どちらにせよ、初めの頃のように突き放す態度もクーデレのようで可愛らしいが、イリアたちや宿の人間を案じる苦労性なおかんも可愛いものだ。

			　だが、それを口にすれば元の木(もく)阿(あ)弥(み)。

			　取り敢えず、この場を切り抜けねばなるまい。

			「……てへっ」

			「てへ、じゃない」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)せなかった。

			「げへっ」

			「……それならてへっの方がマシだ」

			「じゃあどうしろと」

			「反省しなさい」
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			　はーい、と返事をしたところで、セイレンがひょっこりと顔を出した。

			　待っているのに飽きたのかと思えば、お腹を押さえている。眉(まゆ)尻(じり)を下げてはいるが苦しそうでもないので、小腹がすいたのだろう。

			「そうだ、ユージニア様も食べてみます？　さっきの料理」

			「さっきの話聞いてた？」

			「同じのなら大丈夫ですよね！」

			　ねっ、と念押しすると、何か苦悩するように目を閉じていたユージニアであったが、やがてあれやこれやの諸々を吐き出すように息を吐いた。

			「……いただこう」

			「話は聞かせていただきましたわっ！」

			　ババーン、と現れたのはご令嬢、ユデンタ。

			　気付いていなかったらしく、ユージニアとセイレンは驚いている。

			　しかしイリアは気付いていた。だからこそユージニアを誘ったのだ。

			　いや、勿論ユージニアに食べてもらいたいという気持ちがあり、ユデンタが乗ってこなければユージニアから美味(おい)しさを伝えてくれればそれでいい、という程度だった。

			　だがご令嬢は乗ってきた。これにはイリアもにっこり。

			「お嬢様も召し上がりますか？　明日作ることもできますが」

			「コラ」

			　自重しないイリアの言葉をユージニアは叱るが、ユデンタは鷹(おう)揚(よう)に頷(うなず)くことも不快感を露わにすることもなく、「むむむ」という声が聞こえそうな表情で唸った。

			　リゾットもピラフもパエリアもカロリーが高い。

			　動かなくなる夜に、ただでさえ運動しない貴族が食べれば、それはもう大惨事となること請け合いだ。そこは異世界もファンタジーも関係ない。

			「お身体に障ってはいけませんし、明日に致しましょうか？」

			「明日は街の代官との会食の予定がございます。昼食に饗(きよう)するのはいかがでしょう」

			　イリアとユージニアの提案にしばし考え、

			「そう……ですね」

			　と受け入れたユデンタは、ただし、と強い口調で条件を付けた。

			「今から作るのは許しません！」

			「「　え　」」

			「えぇ～」

			　意表を突かれた声を上げたのはイリアとユージニア。明らかに不満な声で抗議したのはセイレンだ。

			　それを不敬と断ずるでもなく、しかしユデンタは抗議を受け付けなかった。

			「ダメったらダメです！　自分が食べられないのに匂いだけ嗅がされるのはもうたくさんですわ！」

			　その言動は貴族らしからぬものではあったが、彼女の年齢を考えれば相(そう)応(おう)にも思えた。

			　だからこそイリアとユージニアはすんなり受け入れ、セイレンも仕方ないとあっさり諦(あきら)めた。

			「畏(かしこ)まりました」

			「た、楽しみにしていますわ」

			　自分の振る舞いに今更恥ずかしくなったのか、いそいそと去っていくユデンタ。

			　イリアたちに謝礼するように頭を下げ、侍女がその後についていく。

			　新しく料理を作る案は流れたが、ユデンタと共に食事をしたユージニアはともかく、演奏のために先んじて夕食をとっていたセイレンの小腹がすいているのは紛(まぎ)れもない事実。

			「そうだ、あれを作ろう」

			「あれ？」

			　イリアが思いついたのは、ご飯を用いた夜食の定番。

			　ご飯に適量の塩をまぶして手に取り、中央を凹ませて解した焼き魚の切り身を乗せる。

			　そして具が包み込まれるよう、ご飯を両手で握る。

			「じゃーん。おにぎりの完成です」

			「おおー」

			「私たちの夕食の残りもあるし、それで具を変えよう。セイレンも作る？」

			「楽しそうね～」

			　手を洗い、おにぎり作りに挑むセイレンだったが、張り付くお米に苦戦する。

			　しかし塩を溶かした水で手を湿らせることを覚えると、すぐに慣れ始めた。

			「……私もやっていいだろうか」

			　そこに、まさかのユージニアが参加を希望する。

			「もちろんいいですよ。あ、手はちゃんと洗ってくださいね」

			「分かった」

			　よほど興味があったのか、しっかりと言いつけを守りながらとりかかる。

			　予め作る様子を見ていたからか、それとも当人の器用さゆえか、ユージニアも特に問題はなかった。

			「二人はちゃんとできてるし、一歩進んでみよう」

			「？」

			「これ以上何か変わるのか？　……形か？」

			　確かに、形だけでも三角形のものや俵型のもの、球形など様々あり、工夫の余地がある。

			　しかし、二人に目指してもらうのはもっと基本的なもの。

			「形っていうより握り方かな？　後で食べれば分かるけど、きつく握れば握るほど崩れにくくなるけど、固くなっちゃうんだ。でもちゃんと握らないと簡単に崩れちゃって、食べにくい」

			　ふむふむ、と頷(うなず)く二人。

			「だから、崩れないけど、口にするとちゃんと解れて食べやすい、っていうのを目指しましょう」

			　簡単な料理だからこそ、そういった僅(わず)かな違いがはっきりと現れる。

			　二人は新しい目標を立てられたことで最後まで真剣だった。

			　というより、素直なのだろう。

			「あ、申し訳ありません、敬語」

			「いや、いい。敬うというより、壁のように感じていたしな」

			　それは貴族とギルドの壁はなくていい、ということだろうか。

			　改めて確認する気もなく、三人は大皿に乗せたおにぎりと、イリアが作ったなんちゃってお吸い物をもってテーブルに移動。実食を始めた。

			　お米を受け入れていたこともあり、両者とも問題なく食べている。

			「ん！」

			「おいひい！」

			　むしろ美味(おい)しそうに頬張っていた。

			「なるほど……確かに固いと美味(おい)しさが損なわれる気がするな」

			「干し肉ほどじゃないけどね」

			「それもそうだ」

			　それでも、半日ほどであればまず問題なく持ち運ぶことができ、美味(おい)しい。

			　これはリゾットやパエリアのような、これまでの米料理ではできない芸当だ。

			「このスープも美味(おい)しいわ」

			「単品では物足りないが、味の濃いポタージュなどよりおにぎりには合うな」

			「火にかけて温めておにぎりを浸せば、旅の途中でもお腹にたまって温まるよ」

			　いわゆる陣中食だ。

			　話しているうちに本気で軍で採用すべきではないかと考え始めたユージニアだが、それが結論に至るよりも早く訪れた人物によって、思考は中断された。

			「お食事中申し訳ございません」

			「どうかしましたか？」

			　やってきたユデンタ付きの侍女に訊ねると、彼女は少し申し訳なさそうに言った。

			　

			「……お嬢様から伝言です。『作らないでって言ったのに』」

			　

			　なにやら気まずい空気が流れる。

			　出(だ)汁(し)の匂いは明らかに異なるが、それでもよほど食べたかったのだろう。

			　食べ物の恨みは怖い。

			「……そちらのスープ、でしょうか。明日、そちらも作ってはいただけないでしょうか」

			「……分かりました。全然大丈夫です」

			　一品追加。しかし、イリアはあまり乗り気ではなかった。

			　その理由は、出(だ)汁(し)に用いた削り節。

			　正直に言えば、完成形を知るイリアからすれば物足りない。そんな未完成品を出して、こんなものか、と失望されたのでは出(だ)汁(し)界の今後に関わってしまう。

			　出(だ)汁(し)は和食の命。

			（誰か作っててくれないかなー）

			　そう願わずにはいられなかった。

			　

			　

			　翌日の昼前に、事情を話し改めて調理場を借りる。

			　調理師たちは貴族が自分たちの料理に不満を抱いたことに落ち込みはしたものの、それも当然と逆恨みすることなく快くイリアに場所を明け渡した。

			　というより、イリアの調理を改めて見学し、技術を盗む気満々だった。

			　それ自体は彼女も否定しない。むしろ貴族御用達の宿の調理場に勤めるという成功を収めておきながら、貪欲に知識を得ようとする姿勢を称(しよう)賛(さん)する。

			「じゃあ、調理方法を説明しながら作るので、覚えちゃってください」

			「いいんですか？」

			　当然、というようにイリアは頷(うなず)いた。

			　イリアの目的は、美味(おい)しいものを食べることや称(しよう)賛(さん)を得ることではなく、お米の美味(おい)しさやその調理法を広め、お米の価値を高めることにある。

			　決して水着のように利己的な目的だけではないのだ。

			「ああ……素晴らしいですわ」

			　ユデンタはテーブルに並ぶ米料理に魅了されていた。

			　さすがに一品一人前というわけにもいかず、大皿に盛ってそこから給仕係が取り分ける形にした。

			　それが功を奏したのだろう。

			　どの品にもユデンタは舌鼓を打ち、喜びに打ち震えるのを必死に抑え込んでいるようでもあった。

			　まさかこれほどのものとは。

			　同席したユージニアも、驚きを隠せずにいた。

			「このリゾット、お米に芯が残っているのにまるでとろけるような口当たり……」

			「パエリアというものも素晴らしいですね。魚介の旨味が溶け込んで、トマトの軽い酸味が見事に調和しています」

			　食後のデザートを食べ終えた後も、お米談義は止まらない。

			「……お嬢様、そろそろ」

			「あら、もうそんな時間なのね」

			　名残惜しそうに、ユデンタは出かけて行った。

			　しばらくこの辺りを見て回るとのことだが、街の周囲であれば駐在兵もギルド員の手を借りずとも問題ない、ということでイリアたちは自由行動を許された。

			（うーん）

			　今回の料理でそれなりに近づけたとは思うが、それでもまだ遠い。

			　別の手を考えよう、と思案するイリアに近づいてきたのはセイレンだった。

			「イリアちゃん、練習しーましょ」

			「いいよー」

			　快諾するイリアだが、当然練習であれば宿の中で演奏するわけにもいかない。

			　街を出てしばらく歩き、街道沿いの小屋で二人は練習を始めた。

			　二人以外に人気がないためか、再び集まってくる小動物たち。

			　しかし、今回はすぐに去ってしまい、セイレンが寂し気な声を上げた。

			「おや、いい音色が聞こえると思ったら、美しいお嬢さんたちに出くわしたものだ」

			　顔を出してそう言ったのは、気(き)障(ざ)な言葉が嫌味に感じられない好(こう)々(こう)爺(や)然とした老人だった。

			　彼が近づいてくるのを察して、小動物は逃げていったのだろう。

			　小屋の外には馬の嘶(いなな)きが聞こえ、脇の湧(わ)き水でのどを潤しているらしい。

			「しばしここで休憩するでな、退屈せずに済むと孫も喜んでおる。しかし邪魔してしまったようだし、これを差し上げよう」

			　老人が差し出したのは、麦で作ったらしい水あめだった。

			「ありがとうございます～」

			「いいんですか？」

			　喜ぶセイレンと躊躇(ためら)うイリアに、老人は破願する。

			「勿論。心苦しいと思うのであれば、練習でもよいので君たちの音色を聞かせておくれ」

			　とは言うものの、目の前で演奏してほしいというわけではないようで、特に固執した様子も見せず、馬の下へと老人は去った。

			　渡された水あめも、イリアの目で確かめてなんの問題もないことは分かっている。

			　喜びつつもその辺りは警戒心を忘れていなかったらしく、視線で問うセイレンに頷(うなず)きを返す。

			「ちょっと休んで、練習再開しよっか」

			「そうね～」

			　幸せそうに舐めるセイレンを見て、イリアは閃(ひらめ)いた。

			　どこにヒントが転がっているか、分からないものだ。

			　老人に感謝しつつ音楽を奏でたことで再び相手から感謝されることになるのだが、それはともかくとしても、先の展望が開けたことでイリアは上機嫌だった。

			　

			　

			「あ、ブドウ」

			　宿に戻ったイリアの、思わず口を突いて出た声に反応したのは、ブドウの乗った籠(かご)を持つユージニア。

			「ああ、ちょうどいいところに来たな」

			「……何かありましたか？」

			　何か嫌な予感のするイリアだったが、逃げて悪い印象を与えるつもりはなかった。

			　深い事情や感情まで気付いたわけではないが、声を出すまでの間で警戒したらしいと察したユージニアは苦笑する。

			「お嬢様からの心付けだ。今日視察したブドウ畑で採れたばかりのもので、新鮮だぞ」

			「……ありがとうございます」

			　なるほどと納得する一方で、なぜわざわざ彼女が持ってきたのだろう、とイリアは首を傾げたが、取り敢えず籠(かご)を受け取った。

			　ブドウの粒は大きく、光沢を見せるほどに張った皮は詰まった果肉の瑞々しさをよく表している。

			「この辺りはブドウが特産なんですか？」

			「ん？　ああ。だいたいこの街を境にしてブドウ畑は広がってるから、来た道では見かけなかったな。もう少し南に行けば、ワイン用のブドウもあるぞ」

			　ということは、南に行くにつれ土地が痩(や)せているということだろうか。

			　言われてみれば、今朝食べたパンはしっかりと酵母を含んで作られたレーズンパンだった。

			　ブドウの用途は酵母、ビネガー（酢）、生食にワインと幅広く、わざわざ視察するほどの特産品として重宝されているのだろう。

			「イリアちゃん、これでまた何か作るの？」

			「んー、自重しろって言われてるし」

			　ちら、とユージニアを見ると、彼女はすっと視線を逸らした。

			　つまり、見逃すということだろう。

			　むしろ彼女が持ってきたのは、イリアにそれとなく催促するためだったのかもしれない。

			（ブドウかぁ……）

			　取り敢えず、と強めに発動した凍結魔法・フリージングシールと送風程度に抑えた風魔法で一房を急速冷凍。半解凍の状態で留める。

			　どうぞ、と手渡されたユージニアは面食らい、歯ごたえが変わるだけで全く違う表情を見せるブドウの新しい一面に、さらに驚きを重ねた。

			　セイレンは言わずもがな。

			「……私としては、今の魔法も気になるのだが」

			　そんなユージニアの呟(つぶや)きは聞こえなかったことにして、一旦街に繰り出す。

			　購入したのは牛乳、チーズ各種、それと白ワインとワインビネガーに、オリーブオイルと生ハム。

			　干し肉と言えば保存食であり、前世で食べたような嗜好品ではない。

			　そんな認識から除外していたが、生ハムを見つけることができたのは幸いだった。そもそも干し肉は塩漬けした肉を燻(くん)製(せい)させたもので、生ハムは燻製させずに塩に漬けて乾燥させたもの。

			　生ハムは塩漬け後の乾燥と熟成に長い年月がかかることから、比較的手軽に作ることのできる干し肉を保存食として。手間暇のかかる生ハムは、どちらかといえば高級食材として貴族などに卸されているのだとか。

			（生ハムといえばメロンだけど、ブドウもいいんだよね）

			　薄くスライスして食べやすい大きさにカットした生ハムと、半分にカットしたブドウを混ぜ合わせ、そして一口大にカットしたチーズ各種をそれぞれ並べるように盛り付ける。

			　最後にオリーブオイル、胡(こ)椒(しよう)を振りかければ一品完成。

			　次に白ワイン少々とワインビネガーに砂糖を溶かし、皮をむいたブドウと和えて冷やせばマリネの完成。

			　というところで気付いた。

			「お嬢様はまだお酒飲めないよね？」

			「そうだな」

			　しれっと調理場に入り、料理の様子を見ていたユージニアが肯定する。

			「じゃあこれは駄目だね。あ、私もだけどセイレンも駄目だよ」

			「えー」

			「私が食べる分には問題ないだろう。お姉さんだからな」

			「あ、はい」

			　嬉しそうに胸を張るお姉さんはさておき、調理再開。

			　皮をむいて種を取り除き、凍らせたブドウと牛乳、砂糖を混ぜ合わせ、フリージングシールで作った氷の容器に封じ込める。

			　そして混ぜ合わせたものをミキサーにかけるように、風の刃を一気に高速回転。

			　なめらかになったのを確認したら魔術を止め、容器の蓋(ふた)を斬って移し替えればジェラートの完成だ。

			「こんなところかな」

			「……だから今の魔法……まぁいっか」

			　実食。

			「……うん、美味(うま)い」

			　しみじみと呟いたユージニアの言葉に反論する者はいなかった。

			　調理師たちも、簡単な料理なのですぐに実践し、早くも議論を始める始末だ。

			「マリネもいいが、生ハムにもチーズにも合うとはな。……ああ、チーズはワインが合うんだ。相性が良くて当然か。なぜ気付かなかったんだろうな」

			「ブドウは加工するならワインかデザートに使う、って感覚が強いからじゃない？」

			　セイレンがイリアの言葉に同調する。

			「このジェラート？　すっごく美味(おい)しいわ！」

			「優しい味わいだな」

			　さすがに魔法は盗むことができなかったようで、調理師たちがどんどん消えていくジェラートを悲しそうな目で追っている。

			　技術的にも素質的にも、頑張ってミキサーを作ってください、としかイリアには言えなかった。

			「他の二品はこちらでも作れそうだな」

			「ジェラート、というのでしょうか」

			「わぁビックリしたぁ！」

			　唐(とう)突(とつ)に現れた（と思ったらしい）お嬢様付き侍女の登場に、セイレンが驚きの声を上げた。

			　謝罪のつもりなのか、淑(しと)やかに一礼すると、侍女は再びイリアを真っ直ぐ見る。

			「こちらもお嬢様にお作りいただけないでしょうか」

			「もちろん構いませんよ」

			「ありがとうございます」

			　再び頭を下げ、侍女は去っていった。

			　

			　

			　数日後、無事に周辺の視察を終えたらしく、再び旅が始まることとなった。

			　師を崇めるような調理師たちから感謝と惜別の言葉、そして餞(せん)別(べつ)を貰い、イリアもそれに合流する。

			　先日振る舞ったジェラートは、ユデンタにも大好評だった。

			　直接礼を言われ、二、三世間話のようなものをしたが、それ以上は進まない。

			（手強い……）

			　なかなかデレないお嬢様を、近年稀(まれ)に見る貞淑な淑女だと称(しよう)賛(さん)する。

			　だが、イリアにはまだ二つ秘策がある。

			「……イリアは何を考え込んでるんだ？」

			「さぁ……今日の夕食かしら？」

			　いつの間にか腹ペコキャラになりつつあるセイレンはともかくとして、ユージニアはすでに堕(お)ちているといっていいだろう。

			　さすがくっ殺女騎士である。堕(お)ちるのがはやい。

			「ねえユージニア、これから行くところはワイン用のブドウが特産なんだっけ？」

			「ああ。といっても、次に滞在する街はその先だ」

			「特産は～？」

			　これまでの食生活からくる反動か、すっかり食に目覚めたセイレンがイリアよりも早く訊ねる。

			「特産というか、その辺りは小麦や放牧が有名だな。……あと栗か」

			「栗」

			　イリアの目が光る。

			「栗はどうやって食べてるの？」

			「……どうだったかな？」

			　さすがにそこまでは知らないらしく、首をひねるユージニアにかわり答えたのは別の女騎士だった。

			「粉にして料理に使ったり、焼き栗にしたり。でも一番はマロングラッセですね」

			「ああ、そうだ。マロングラッセは美味(おい)しいな」

			　マロングラッセとは、栗を砂糖漬けしたもの。

			　私の実家が栗農家の支援をしてまして、と話に花を咲かせる傍(かたわ)らで、イリアは思った。

			（チャ～ンス）

			　次の滞在場所に着いてからの予定は決まったが、まずはそこに至るまでのことを考えなければならないだろう。

			　考え、演奏し、邪魔しそうな魔物を潰す。

			　順調な旅路の一方で、イリアは一人大忙しだった。

			　

			　

			　昼食の休憩に入ると、水筒に入れた出(だ)汁(し)を火にかけて温め、おにぎりにかけてお茶漬けとする。

			「それが前に言っていたものか」

			「うん。食べる？」

			「いただこう」

			「私もいただけるのかしら？」

			　ユージニアの同意に被さった声は、お嬢様のもの。相変わらず後ろに侍女を従えた、ユデンタの登場である。

			　いいのかな？　と侍女に視線を投げかけるイリアや二人の視線に罪悪感やら羞恥心やらが生じたのか、僅かに視線を泳がせたのも数秒の中。

			「もちろん材料費は出しますわ！　これならば文句はありませんわよね！」

			　開き直ったらしく、バシっと閉じた扇をビシッと突きつけるご令嬢。

			　イリアとしてはもともと文句などない。
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			「毒見はどなたが？」

			「私が」

			　そんな彼女と同じように、侍女が冷静に進み出る。

			　おにぎりに出(だ)汁(し)を注いだ器を渡し、そろそろ頃合いか、とイリアは荷物から別の水筒を取り出した。

			　中に入っているのは、大根やトマト。

			　ただし生ではなく、砂糖、酢、塩、唐辛子で漬け込んだ一夜漬けだ。

			　それを器用に切って器に盛りつける。大根を一つ手に取って口に入れると、ポリポリと小気

			味よい音がする。

			　漬かり具合もちょうどいい。

			　はい、と中央に差し出すと、まずセイレンが。次いでユージニア、侍女、そして最後におずおずとユデンタが手を伸ばす。

			「……これに合いすぎじゃないか？　大根」

			「トマトは合うとは言えませんが……甘い……ですわ。美味(おい)しい……」

			　セイレンと侍女も二人の言葉に同調する。

			　ご飯と漬物。トマトは別としても、合わないはずがない。

			　この調子で忌(き)避(ひ)感(かん)や舌に合う者が増えて米料理が広まれば、食わず嫌いや慣れなかった者も手を出せるようになるだろう。

			　そして米料理が定着し、米の生産が増え、米の権威が高まる。

			（あれ？　これって侵略っていうんじゃ……）

			　文化的侵略による土着文化の破壊は望むところではない。

			　折を見て小麦……パスタやパンの料理も振る舞うべきか。そう考えて、ふと思う。

			　定着して生産量が増えたとしても、小麦を駆(く)逐(ちく)するほどの生産性ではないし、何より長年作られているということは、気候に適しているということに他ならない。

			（大丈夫かな）

			　一人納得するイリアの傍(かたわ)らでは、食べ続けるセイレンとユージニア、そしてユデンタが首を傾げていた。

			「なにか考え事をしているようですけれど……声をかけませんの？」

			「たまにこうなるので放っておいても大丈夫ですよ」

			「明日のお昼、何食べようか考えてるんじゃないかしら」

			　セイレンについては「それは自分のことじゃないの？」と言いたくなるイリアだったが、食べ物のことを考えていたのは事実なので黙っておいた。
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			　次の滞在先までは少し距離があるらしく、街を出発して四日が経とうとしていた。

			　ギルド員や行商の移動に比べ大所帯のため、ある程度の物資購入こそするものの、財政や台所事情への負担を鑑(かんが)みて村や小規模の町には宿泊しない。

			　当然慣れていても肉体的、精神的に疲労は溜まる。旅に慣れていない者であれば尚更だ。

			　肉体的な疲労は魔法によって幾らか誤(ご)魔(ま)化(か)せるとはいえ、精神的な疲労を癒(いや)す魔法を彼らは知らない。

			　心を癒(いや)す方法は個々人により異なるが、ある程度共通するのは欲求に従うこと。

			　即ち、食欲、性欲、睡眠欲である。

			　とはいえ、現状はイリアの料理によって幾らか平静を保っているようで、ユデンタもユージニア同様、頻繁にイリアたちの下を訪れている。

			　残る性欲はイリアにはどうすることもできず、そもそもどうするつもりもない。睡眠欲に関しては普段の演奏も含めリラックス効果のある音楽によって補助しているが、やはり寝台がない影響は大きい。

			　

			　

			　三大欲求による解消が期待できないのであれば、別の手(癒し)を考えなければならない。

			　そこでイリアの秘策である。

			　

			　ちょうど休憩に入ったのは、小川の流れる警戒しやすい開けた場所。

			　昼食をとって休んでいるいつもの面々に、

			「ちょっと気分を変えてみましょうか」

			　と告げて立ち上がる。

			　もうイリアが妙なことを始めても「今度はなんだ」と思う程度になってしまった面々は、座って体を休めたまま行方を見守る。

			　イリアは口頭で呪文を詠(えい)唱(しよう)。

			「おいでー」

			　

			　光を放つ陣が幾つも浮かび、消えていく。――その場に召(しよう)喚(かん)された獣(けもの)を残して。

			　姿を現すや否や、駆けだしイリアに飛びつくもの。

			　辺りを見渡し、危険がないと改めて確認するや寛ぎだすもの。

			　興味関心の赴(おもむ)くまま、あちこちを駆け回るものや、隣の獣(けもの)の匂いを嗅ぎだすもの。

			　

			　その行動に統一感がないのは、種族が異なることよりも、その年齢に因(よ)るところが大きい。

			　小さいものでは手に乗るほど。

			　大きくとも、女性が簡単に抱えることのできる程度の幼体ばかりだ。

			「お、おいイリア、これは……」

			　荒事には慣れているユージニアも、さすがにこれはどう対応すればいいのか分からない。

			　戸惑いを隠せない彼女は、助けを求めるような声でイリアに問いかける。

			　それでもユデンタの盾となるべく前に立つのはさすがと讃えるべきだろう。

			「基本無害な子たちばかりなので、乱暴に扱ったりしなければ大丈夫ですよ」

			　そういうことじゃない。

			　反論は言葉にならず、ユージニアの意識はイリアの肩に乗り、すりすりと身を寄せるイタチのような獣(けもの)に吸い寄せられていた。

			　そして、それ以上に好奇心を抑えきれない人物がいた。

			「……わ、私も触っていいのかしら」

			「お嬢様!?」

			　そこで我に返ったのはさすがというべきか。

			　しかしイリアはこの機を逃すまいと追い打ちをかける。

			「みんな神(しん)獣(じゆう)の子なので言葉を理解しますし、友達になれるかもしれませんよ？」

			　狙い通り、それは止めの一言だった。

			　神(しん)獣(じゆう)という言葉に、ユデンタはおろかユージニアすら完全に意識をとられていた。

			　それからの反応はまさに三者三様。

			「わぁ～、可愛い！」

			　セイレンは近づいてくる好奇心旺盛な獣(けもの)を愛(め)で、すぐに順応した。

			「ど、どうして逃げるんですの!?」

			　ユデンタは見事な毛並みに触れようとした手を躱(かわ)され、躍(やつ)起(き)になって猫に似た獣(けもの)を追いかける。

			　その様は明らかに遊ばれているが、人間からは絶対にされない態度が逆に新鮮なのか、浮かべる表情も明るい。

			「…………」

			　ユージニアは膝を丸め、日向ぼっこのように丸まって寛ぐ獣(けもの)を無言で注視している。

			　いや、ふわふわでもこもこの毛に触れようと手を伸ばすが、「触って起きてしまったらいけない」と手を引っ込め、また思わず手を伸ばしてしまう。そんなことを繰り返していた。

			　隠しきれなかった疲労の色はどこへやら。

			　これこそが秘策その一。

			　可愛いものが嫌いな女子はいない（イリアの独断と偏見）――である。

			「こ、この子をいただけませんかっ」

			　別の女騎士がウサギに似た神(しん)獣(じゆう)を両手に抱えながら、イリアに懇願する。

			「それはこれから次第ですね」

			　きっぱりと断られなかったことに安(あん)堵(ど)する反面、何か代償が必要なのだろうか、と女性騎士は不安そうな眼差しを向ける。

			　その目がまるで捨てられそうな子犬のようで、イリアは苦笑するが、だからと言って甘やかすつもりはなかった。

			「その子にも意思があります。あなたと一緒にいたい、とその子が望むなら、私はそれを拒否したりしませんよ」

			　イリアの言葉に目を輝かせたのは、女騎士だけでなくユデンタも。

			　ユージニアに至っては触れるか触れないかを迷い、ただでさえ挙動不審だったというのに、仲良くならなければならないという焦りでさらに狼狽っぷりが増していた。

			　

			　

			　さすがに休憩のたびに召(しよう)喚(かん)と帰還を繰り返しては使い魔の負担になるため、邪魔にならないよう気をつけつつ、そのまま同行させる。

			　数体は斥候の補助を買って出て、案ずるものをやきもきさせたが、そこは幼体とはいえ人間とは基礎能力から異なる神(しん)獣(じゆう)。

			　実際に役に立つことで、護衛対象が増えただけと不満を持つ者も黙らせた。

			「ああ……危ないっ、あっ……！」

			「ユージニアうるさいですわ」

			　彼女のように終始心配し続ける者もいたが、概ね彼らを受け入れていた。

			　遊び疲れたり、もともと動きたがらない者たちを順次帰還させていくと、野営地点に着く頃には、その数は両手で数えられる程度となっていた。

			　

			　

			　夜も深まると、夜行性のものは火の番をする者たちに付き合い遊んでもらったりしていたが、ほとんどはイリアの天幕で寝入っていた。……わけもなく。

			　初めての友達宅でのお泊り、或(ある)いは修学旅行の夜の如く、てんやわんやの大騒ぎ。

			　寝かせようとイリアが構えば構うほど、それが嬉しいらしく全身で喜びを表現する。

			　騒音は世が世、場所が場所なら大事件に発展しかねない問題だ。

			　現に、イリアたちの天幕が破れんばかりの勢いで開かれ、現れたユージニアは怒髪天を突く形相。

			「羨ましいぞ！」

			「ユージニア様、本音は隠された方がよろしいかと」

			　後ろに控える侍女の突っ込みで顔を真っ赤にしたユージニアは、自らの行動をなぞるように天幕の入口を閉じた。

			　そして一拍の間。からの勢いよく再びの開放。

			「うるさいぞ！」

			「説得力ないよ！」

			　イリアの突っ込みは聞かなかったことにするらしい。

			「周りの迷惑を考えなさい」

			「羨ましいとつらいもんね」

			「色々と気を使ってるのは分かっているから、あまり強くは言いたくないが」

			「みんな還されちゃうものね」

			「私もまぜろ！」

			「ぶっちゃけた！　とうとうぶっちゃけた！」

			「羨ましいんだ！　悪いか！」

			　そんなやりとりを微(ほほ)笑(え)ましく見ていたが、さすがに時間が時間だ。

			　侍女はきゃっきゃうふふと獣(けもの)を交えて騒ぐ三人にぴしゃりと言い放つ。

			「夜更かしするとお肌によくないらしいですね」

			　貴族だけでなく、女性を寝かせるには絶大な一言だ。

			　だが、今回ビキリと固まったのはユージニアだけ。イリアはチートを自覚しており、セイレンはただの無知からくる無自覚での無反応だった。

			　それが逆に侍女を絶句させた。だが、言葉を失ってはいられない。

			「そ、それほどの逸材を放置するなんて……なんてもったいない！」

			　これまで終始冷静さを失わなかったユデンタの侍女が荒ぶる。

			「若いから大丈夫、じゃないんですよ！　若いからこそ手入れすべきなんです！　若い頃からこつこつ埃(ほこり)のように散り積もって、器から溢(あふ)れ出してから焦っても遅――」

			「そんなあなたにコレ！」

			　このままではまずい。

			　危機回避能力を存分に発揮したイリアは、荷物から取り出した瓶を侍女に突きつける。

			「……それは？」

			「肌にいいお水です」

			　正確には化粧水。

			　荷物に手を突っ込んだ瞬間に、前世の記憶を手繰り寄せて生成したものだ。

			　侍女はイリアの思惑とは違った意味で冷静さを取り戻す。

			「……肌に？」

			　貴族は庶民から金を奪うだけの金持ちである。

			　そんな認識から貴族を騙して金を毟(むし)り取ろうとする者は多く、女性の願望を突くように「綺(き)麗(れい)になる」「若さを取り戻す」といった謳(うた)い文句で、効果のない品を売ろうとする人間は少なくない。

			　警戒心と共に訝(いぶか)る侍女に、イリアは言い募(つの)る。

			「お肌に潤いを与えてぷるっぷる！　シミソバカスだけじゃなく、カサつきも防ぎます！　さらには肌にハリを与えて乾燥による小じわを目立たなくする効果もある……とか、ないとか」

			　言葉尻が萎(しぼ)んでしまったのは、侍女の目の剣呑さが言葉を紡ぐにつれて増したからだ。

			　だが、取り敢えず説教は終えたから目的は達成した。

			「試しにと思って私が作った物なので、差し上げます」

			「対価はいかほどに」

			　底冷えするような侍女の言葉だが、イリアは「そんなに欲しいのかな」と勘違いしていた。

			　そんな都合のいいものがあるはずがない。

			　もしあったとしても、簡単に人に差し出すはずがない。

			　どこか底の知れないエルフなだけに、その真意を探る切っ掛けになるかもしれない。

			「いりませんよ」

			　そんな彼女の思惑は一歩目からグラついた。

			「……対価は必要ない、と？」

			「はい。エルフの技術でもない、ただの試作品ですし。あ、ですから効果が上手く出なくても怒らないでくださいね」

			　エルフの技術ではない、と加えておいたのは、エルフ関連の追及を避けたかったからだ。

			　それ以外の意思がないからこそ、侍女はイリアが嘘は言っていないようだと判断した。

			「……ありがとうございます。お嬢様に差し上げるわけにもいきませんし、まず私が使ってみます」

			「どうぞどうぞ」

			　妙な空気にはなってしまったが、無事説教されることなく場をやり過ごすことができた。

			「お肌がどうとかはよく分からなかったけど、確かにもう遅いし、寝ましょうか」

			「そうだな」

			「なにしれっとここで寝ようとしてるの」

			　絶望した顔をされては強く追い出すこともできず、結局すし詰めの状態でその日は就寝。

			　翌朝イリアが見たのは、恍惚の表情を浮かべて眠る残念美女騎士の寝顔だった。

			　

			　

			　一方その頃、侍女はユデンタに顔面を両手で鷲摑みにされていた。

			「どぉいうことですのぉ？」

			　怨(えん)嗟(さ)混じりの声に慄(おのの)きつつ、侍女はやっとの思いで言葉を返す。

			「や、やはり違うのでしょうか」

			「全然違うわ！　赤子のようなぷるぷるもちもち、なのにハリは全く損なわれていないこのお肌！　一体何をしたの!?」

			「じ、実は……」

			　侍女は昨夜のあらましを語った。

			　ユージニアと共に騒ぐイリアたちに注意をしたこと。

			　その際に十分な睡眠をとらなければ肌に悪影響を及ぼすという話題になり、イリアから肌にいいという薬をもらったこと。

			　色々なことに精通しすぎている彼女が、ギルドと仲の悪い貴族の依頼にも拘(かかわ)らず、なぜ長期にわたり拘(こう)束(そく)されるこの依頼を受けたのか分からない。

			　ユデンタを狙っていたのでは？

			　万が一を考えた場合、薬は毒である可能性もあるが、それは同時に捕(ほ)縛(ばく)する理由にも繋がるため、自分自身に使うことにした。

			　その結果が、完璧すぎる肌の改善である。

			　ユージニア同様羨ましいと思いつつ、令嬢として軽々しく寝顔は曝(さら)せないと、断腸の思いで諫(いさ)める言葉を侍女に託したのはユデンタだ。

			　しかし、侍女の言葉を聞いて思ったのは、「せめて自分も行けば」という悔恨だった。

			　ユデンタはイリアに猜(さい)疑(ぎ)心(しん)を含めた悪い気持ちを全く抱いていない。それどころか、この道中に色々な手助けをしてくれたことに感謝し、好意的にも思っている。

			　それでもユージニアのように彼女と接しないのは、騎士やギルド員たちが守ることを仕事としているのと同じように、護衛対象として守られる義務があるからだ。

			　だというのに、彼女を疑うような真似をしてしまった。

			　ユデンタの表情から、肌への執着以外の感情を読み取った侍女は、正確にその考えも察した。

			「私が勝手にしたことです」

			「使用人の不始末は主人の不始末よ。それを欠いては家の格が疑われますわ」

			　いてもたってもいられずイリアたちの下に向かったユデンタを待っていたのは、

			「触るだけ！　触るだけだから！」

			「ええい止めなさい！　うちの子が汚れる！」

			　猫型使い魔の肉球を触ろうとするユージニアと、それを追い払うイリアの光景だった。

			　セイレンは膝の上に犬型の使い魔を乗せ、仲良く朝食に舌鼓を打っている。

			　何から言えばいいのだろう。

			　途方に暮れるユデンタに気付いたイリアが猫の手を振りつつ声をかけた。

			「おはようございます。あ、お肌綺(き)麗(れい)に……、……なりすぎじゃないですか……？」

			　本人すら、その効果に戦慄していた。

			　それもそのはず。イリアが咄(とつ)嗟(さ)に生成した際、彼女の魔力に竜因(いん)子(し)が作用したことで「肌への美容効果」が強化され、さらには神因(いん)子(し)の作用で若返り効果が付与された。

			　言うなれば、あれは化粧神水ともいえる代物だった。

			　そして、そのことにイリアが気付いたのは、改めて侍女の持つ瓶をその目で確認した時。

			（品(カテゴリ)名がない……、正真正銘この世界での新作ってこと？）

			　やっちまった。

			　そう思っても後の祭り。

			　大々的に売り出す……有り得ない。利権は金を呼び、金は人を呼び、人が呼ぶのは有形無形の禍(わざわい)だ。そんなものに手を伸ばすほど、彼女は逼(ひつ)迫(ぱく)していない。

			「色んな素材を使った一点ものだったんですけど、偶然ってすごいですね」

			　白々しいと内心で自嘲しながらの言葉だが、他の面々は特に疑うことはなかった。

			　化粧水の効果がそれほどまでに常識から隔絶しているため、それも有り得るだろうと四人は思ったのだ。

			「……何の素材を使ったんだ？」

			　そのため、ユージニアの言葉は尋問というよりも、好奇心が勝ったもの。

			「えっと……」

			　なんと答えればいいものか。

			　指を折りながら考えたのは、素材の数を思い出している風を装うため。

			　使い魔として見せたのだから、神(しん)獣(じゆう)の成体から頂いたというのはどうだろうか。

			（ダメだ）

			　考えた直後に否定する。それではもう一度、という話になりかねないし、似た神(しん)獣(じゆう)が狙われる理由を作るのはもっと愚(おろ)かなこと。

			　ならば、狙われても問題がなく、素材を集めることが難しい存在にすればいい。

			　あとは肌にいい成分として、コラーゲン要素を加える。

			「ドラゴンの真皮と――」

			「分かった、もう言わなくていい」

			　せっかく真面目に考えたのに。

			　表面上は平静を装ってもちょっと不満なイリアに対し、それを察しないユージニアたちは戦々恐々としていた。

			　これほどの効果を発揮する霊薬だ。ドラゴンの素材を使っていたとしても不思議ではない。

			　では、その素材をどうやって手に入れたのか？

			　聞いたことはないが、ドラゴン同士の闘争がないとは限らないし、ドラゴンとていつかは死に絶えるのだから、その死骸から素材を回収したとも考えられる。

			　だが、このどこか得体の知れないエルフの少女であれば、或(ある)いは――。

			　そんな風に一瞬でも考えられたこと、それそのものが異常なのだ。

			　ドラゴン、亜竜ではない正真正銘の竜を相手にするというのはそういうこと。

			　だからこそ、「よかった」ともユージニアは考えた。

			　恐ろしい相手が素材だと知れば、よほどの馬鹿でもない限り、それを闇雲に求めることはないだろう。

			　一つの薬を求めて国が亡ぶ。

			　取り敢えず、そんな最悪の事態は免れそうだった。となれば、問題はあと一つ。

			「……これはどういたしましょう」

			　侍女の言葉に、ユージニアとユデンタは沈黙を返した。

			　そのまま使用するのであればその限りではないが、これを政治的に利用するならば、一国を相手にするほどの知略策謀と武力が必要となるだろう。

			「いっそ捨てちゃいます？」

			　セイレンを除いた三名はイリアの言葉に目を剥(む)くが、しかし反論もできなかった。

			　こんなものがあると知られれば、たとえ彼女たちが持っていなくとも「在庫や作成法を隠しているのでは？」と疑う者が現れないとは言い切れず、使わず捨てることが最善だとは理解できる。

			　だが、やはり捨てるのはあまりにももったいない。

			「……捨ててしまいましょう」

			　小さな声で、しかしはっきりと告げたのはユデンタだった。

			「美しくありたいとは思うけれど、何をしてでも求めるのは、ただの執念。心が醜くなるつもりは毛頭ありませんわ」

			　そう宣(のたま)うユデンタの姿に、ユージニアは見惚れた。

			　それは貴方がまだまだ若いから。そんな風に揶(や)揄(ゆ)することのできない気高さが、そこにはあった。

			「……」

			「……お嬢様」

			「……何かしら？」

			「……お嬢様、瓶を渡してください」

			　

			　身体もそのくらい気高ければなお良かったのだが。

			　

			　化粧水を受け取ったイリアはそれを完全に粉砕し、さらに容器ごと蒸発させた。

			　まさに跡形もなく消えた化粧水を見遣り、彼女たちは朝食をとった。

			　緊張など余(よ)計(けい)な精神力を使ったためか、気疲れしたらしい彼女たち(三名)を使い魔たちが癒(いや)した。

			　本人たちと触れ合わずとも、幼い小動物同士が戯れる姿はとても愛おしく、微(ほほ)笑(え)ましい。

			「……」

			「……」

			「……」

			　それはもう、食事が手に着かなくなるほどに。

			　

			　

			　だが、いつまでもそうしていられるわけでもなく、出発の時間となった。

			　ユデンタにとって、それは即ち癒(いや)しとの別れ。化粧水と違い、問題のない癒(いや)しを簡単に諦(あきら)められるわけもなく。

			「馬車ってこうなってるのね～」

			　万が一が起きた場合に使い魔を止められる者を同伴させる、という侍女の条件のもと、イリア（とセイレン）を馬車に乗せ、一行は街道を進む。

			　徒歩ではないが、その道程が決して快適とは言えないのは、車輪が引き受ける振動を吸収するスプリングと、そのスプリングが反動でもたらす周期運動を減衰させるショックアブソーバーからなる、いわゆるサスペンションが存在しないからだ。

			　加えるならば、車輪にゴムが使われていないこともあるだろう。

			「……でも、お尻痛くならないかしら」

			「ご不満は理解いたしますが、ご寛(かん)恕(じよ)願います」

			「慣れてしまえばどうということは……ないかもしれなくもないわ」

			　ならないようだった。

			　だが、イリアはサスペンションの技術を伝えるべきかどうか悩む。

			　化粧水の効果が異常だったとはいえ、サスペンションも同様に様々な問題を引き起こす可能性は否めない。

			　前世の世界で渦巻き型のバネが作り出されたのは、１５００年頃。

			　ここは科学ではなく魔術が発達した世界のため一概には言えないが、力学を研究していなければ発明にはまだ時間がかかりそうだ。

			（……皆には悪いけど、我慢するか）

			　そもそも、防御力が高すぎて全く痛いと感じていないイリアだった。

			　だが、揺れが激しいことに不満を感じているのは一緒に乗せた使い魔たちも同じ。

			　ここに乗ったままなの？

			　と不満げな視線を向けられては、どうにかしてあげたいと思ってしまうのが人情だろう。

			「……歩きますわ」

			　ただし、陥落したのはユデンタだった。

			「しかし、お嬢様」

			「いいのよ」

			　きっぱりと言い放つユデンタだったが、不安はあるのだろう。

			　それを感じ取った使い魔たちに「ほんとに大丈夫なの？」「弱いからこれに乗ってるんじゃないの？」「なでて？」「おなかへった」という眼差しを向けられてしまう。

			　しかし、ここで言葉を曲げては家名が廃る。

			「あ、貴方たちのためではなくてよ！　自分の足で歩いて、民の気持ちを知ることも大事だから、ですわ！」

			「「　おー　」」

			　なるほど、と納得したセイレン。そして「これぞツンデレ」と感嘆したイリア。

			　二人の拍手に、ユデンタの耳が赤くなる。

			　貴族という性質上、他者の言葉を素直に受け取れなかった彼女でも、二人が偽りや体裁で称(しよう)賛(さん)する人間とは思わなくなっていた。

			「行きますわよ！」

			　イリアとセイレン、そしていつもの侍女を伴って降車。

			　周囲の心配をよそに、本人はむしろこれまでの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすように、元気いっぱい歩いていく。

			　とはいえ、そこは貴族のご令嬢。

			　体力もさることながら、長距離の徒歩による筋肉痛と靴擦れは防ぎようがなかった。

			　これはつらい。とてもつらい。が、この世界には魔術がある。

			「ありがとう」

			「いえいえ」

			「お前は本当に何でもできるな……」

			　イリアの回復魔術を見て、名目上監視役として付き添うユージニアが感嘆の声を漏らす。

			　騎士の中にも回復魔術を使える者はいるが、戦闘の負傷といった緊急度の高い損傷時に使用するため温存しなければならない。

			　戦闘要員というより斥候として雇われ、かつ現在は癒し(演出)担当となっているイリアが回復することとなった。

			「何でもはできないよ。知ってることだけ」

			「……知ってることは全部できるのか」

			　名セリフを半端にパクってみれば、返ってきたのは求めていた突っ込みではなく藪(やぶ)蛇(へび)だった。

			　異世界なのだから当然である。

			「まっさかぁ」

			　イリアは笑った。

			　魂(たましい)を別の世界に送り込む、魂(たましい)だけで存在するといった、彼女でもできないことはある。

			　だが、ユージニアは胡乱気な眼差しを向けるだけだった。

			　ともあれ、回復は完了。

			「明日からはどうされますか？」

			　ユージニアの問いかけに、ユデンタは僅(わず)かに視線を下げる。

			　現在、視察の一団は野営の設置にとりかかっている。ユデンタの歩調に進行速度を合わせたためこれまでよりも進んだ距離は短いが、それでも接敵などで足を止めるよりはよほど速く、事前に組んでいた予定より進んでいる。

			　視察に関しての下知は訪問先に当初から送られているため、たとえそれが「ズレるもの」という前提であっても、代官や宿泊先にとっては計画通りに進む方が好都合だった。

			　だからこそ、前日より進行具合が遅くとも、不満を抱く者はいないだろう。

			「……い」

			　いえ、と否定に続く言葉を紡ごうとした矢先。

			「イリアー」

			　全く空気を読まない声が聞こえた。

			　ユデンタの足が回復した以上、イリアがこの場にいる必要はない。

			　ユージニアの許諾する眼差しを受けてセイレンの下に向かうと、彼女は使い魔を伴い森の近くに行ったらしく、手には花があった。

			　綺(き)麗(れい)だからと摘んできたのだろうか。実に少女らしい。

			「こういう花って料理に使えないのかしら」

			　食欲優先だった。

			「んぁー……花によっては酢につけたりするけど」

			「メンチカツとかにならない？」

			「それはもう錬金術だよね」

			　前日に食べたメンチカツがよほど気に入ったのだろうか。

			　ションボリするセイレンを見てまた作ろうかと思ったイリアは、ふと思い出す。

			　それは、前世の小さい頃に見た絵本。

			　女性が花びらなどを素材にハンバーグを作るという内容だった。

			（コロッケさんのハンバーグ……だっけ？　なんか違うな）

			　それではモノマネをしながらハンバーグを作る料理本だ。しかも本ではそのモノマネが見た目しか伝わらない、欠陥商品である。せめて映像にしてほしい。

			（あー、コロッケか……。どっかにジャガイモないかな）

			　あちこちを回ったイリアだが、未だにジャガイモは発見できていない。

			　地球での原産地は南米のアンデス山脈といわれていた。気候的に適合する地域にも訪れていたはずだが、やはり因(いん)子(し)という要素が自然に深く関わっているこの世界では、同じとは限らないということか。

			　ジャガイモは、霜さえあたらなければ零度でも育成が可能と寒さに強く、25度以上では生理障害を引き起こす恐れがあり、30度以上では芋が形成されないなど暑さに弱い。

			　つまり、よほど寒い地域や暑さが厳しい地域でなければ、季節さえ選べばどこでも栽培が可能ということだ。

			　連作には向かないものの、手間があまりかからず、三か月という短い期間で収穫でき、長期保存できるという優れた根菜だ。しかし、１５００年頃ヨーロッパに持ち込まれたものの、食用として広まるのは18世紀に入ってから。

			　それまでどのように利用されていたのかと言えば、

			「……花！」

			　観賞用の花として利用されていた。

			「え？　うん。花ね」

			　いきなり肩を掴(つか)まれたセイレンは目を瞬かせているが、当の本人は満開の笑みを咲かせている。

			　これまで芋そのものを探していたが、花も一緒に探せば見つかるかもしれない。

			　実のところイリアもジャガイモの花を見たことはないが、そこは彼女の目の出番だ。

			　これまで意識を向けなかっただけで見逃していたかも、と思うと歯噛みしたくなるが、可能性を見つけることができただけ大きな一歩だった。

			「セイレンが花持ってきてくれたおかげだよ～。何食べたい？　今日は何でも作るよ～」

			　瞬くばかりだったセイレンの瞳(ひとみ)が輝く。

			　

			　

			　それから怒涛のように告げられた料理の数々を、イリアは嬉(き)々(き)としながら調理する。

			　セイレンの挙げた料理はほとんどがイリアがこれまで作ってきたものだったので、現地調達他、食材に困ることもない。

			　米を調理する際には、出会えた歓喜以上に米の地位改善にばかり意識が向いていたイリアだが、改めてその喜びも発露したのだろう。

			「～♪」

			　野営地で鼻歌交じりに料理するイリアはいかにも楽しそうで、周りは大盤振る舞いの微(ほほ)笑(え)みに目を奪われるもの、そばに座り込んだり鼻歌に合わせて尻尾(しつぽ)を揺らす使い魔たちで壁のようになっていた。

			（完成っと、おおっ!?　なんぞ……!?）

			　予め周囲の魔物を一(いつ)掃(そう)していたこともあり、調理に集中していたイリアが周囲の状況に気付いたのは、料理が完成した直後。

			　ああ、匂いのせいか、と勘違いしたイリアがホッと一安心したのも束の間。

			「……さすがに作りすぎじゃないか？」

			「Ｏｈ……」

			　複数の石を組み上げて作った簡易竈(かまど)と、広げた布の上に所狭しと並べられた料理。

			　セイレンの挙げた料理全てではあるが、ノリが過ぎて「余ってもどうにかなるっしょー」と考えていた。

			　いわゆる深夜のテンションである。

			「皆で食べよう！」

			　苦し紛(まぎ)れの言葉だったが、これに返ってきた反応は歓喜の嵐。

			　やはり一定以上の予算が見込める貴族付きの護衛任務であっても、道中の食糧事情はささやかなもの。

			　だというのにイリアの作る食事は匂いも見た目も食べたセイレンの反応も、どれもこれも実に食欲をそそる。いくら人力ではなく専用の馬車で食糧を持ち運びしてるとはいえ、結局は節約を心がけるような状況であるため、自分たちの分も作ってくれとは言えず、また匂いもしっかり対策しているため、止めろと注意することもできない。

			　歯痒い思いを重ねてきたところに先程の申し出である。

			　その我先にと取り合う様相は、まるで戦争。

			「……自重しろと言ったよな」

			「すいませんでした」

			　今回ばかりは自分の不注意だ、と素直に謝ったイリアだが、ユージニアの手にはしっかり料理を取り分けた器が握られていた。

			　イリアの半眼から逃げるように視線を逸らすと、そこには呆然と立ち尽くすユデンタがいた。

			「わ、私のぶんがありませんわ……！」

			「ご安心くださいお嬢様、ここに」

			　確かにいなかったはずの侍女が瞬く間に現れ、ユージニアは人陰に隠れていたのかと判断した。

			　その一方で、

			（忍者かっ）

			　とイリアが突っ込みたくなるのも無理はない。

			　実際、そんなスキル構成であることがイリアの目に映し出されているのだから。

			　ユデンタとの関係を見れば良好なことは明らかで、敢えてその関係性に触れるのは野暮というものだろう。

			「……くっ」

			　苦悶する声に目を向けると、ユージニアが空になった器を睨(にら)んでいた。

			　目を離した隙に食べ終えたらしい。

			（マンガかっ）

			　そう突っ込みたくなる速度だった。

			　

			　

			　それから二日後。

			　次に辿(たど)り着いた滞在地は、先日ユージニアが言っていた通り小麦の畑が並ぶ穀倉地帯を抜けた先にあった。

			　宿泊先での荷下ろしを手伝っていたイリアたちに声をかけたのはユージニアだった。

			「では私はお嬢様に付き添い代官の館へ行く。お前たちはどうする？」

			　どのような答えを求めているのか判別の付かないイリアだったが、少なくとも代官の館とやらへ付いていくつもりは毛頭ない。

			「食材を……特に栗を探してみます」

			「ああ、そういえばそんなことを言っていたな。お前たちなら問題はないと思うが、一応気をつけろよ」

			「ありがとう。お嬢様の護衛頑張ってね」

			「がんば～」

			　ユージニアを見送り、宿に荷物を置いた二人は街の商店を目指した。

			　小麦の生産地であるためか、米は全くと言っていいほど見かけなかったが、他は、期待通りのものが買えてイリアもほくほく顔だ。

			　これから振る舞われるであろう料理を（少ない知識を総動員して）思い浮かべるセイレンの顔にも、うっとりとした微(ほほ)笑(え)みが浮かんでいた。

			「栗といったらやっぱりモンブランかな～」

			「まろんぐらっせ、じゃないの？」

			「できれば買えないものの方が食べたくない？」

			　確かに、とセイレンは強く頷(うなず)いた。

			「栗きんとんはサツマイモがないし、栗ようかんは小豆(あずき)がないし……、あれ？　栗だけのならできるのかな……？」

			　寒天は干物同様、海で見つけたテングサから精製したものがある。

			　取り敢えずやってみよう、と宿の調理場を拝借。

			　まずは借りる代金替わりの料理を作る。

			　砂糖、牛乳、それと水をよく混ぜ合わせ、この辺りの特産の一つだという薄力粉を投入してさらに強力粉と水で作った天然酵母を混ぜ合わせる。

			　一次発酵させているうちにモンブラン用のスポンジづくりに入る。

			　１・５倍ほどに膨(ふく)らむまで一次発酵させたら、複数の小さな耐熱容器の８分目くらいまでそれを入れる。それが９分目くらいまで二次発酵したら、お湯を沸かせた蒸し器に移す。

			「火の先がこの鍋の底に触れるか触れないかくらいに維持してください」

			「ふむ……時間は？　蒸気で加熱するということは、蓋は開けてはいけないだろう？」

			　さすがは貴族も泊まる宿の料理人。

			　初見の料理でも仕組みをしっかり理解していた。

			「あー……えっと、この砂が落ちきったらひっくり返す、を10回繰り返したくらいです」

			「こ、これは……!?」

			　イリアが取り出した砂時計に目を奪われる料理人たち。

			　精巧な作りの瓶は中間がくっつきそうなほどに細く、その中を砂が留まることなく落ちていく。何の気なしに取り出したイリアだが、それは見た者が十中八九便利な道具ではなく、美しい工芸品と思うだろう出来栄えだった。

			　まずった、とイリアが思った頃には時すでに遅く、代官の館から戻ってきたユージニアに睨(にら)まれる羽目となる。

			「……これは私が作りました。差し上げますけど、他の誰かにバレたらぶっ壊しますから」

			「「「　これを壊すなんてもったいない！　」」」

			　半ば自棄になった脅迫は、それの可能不可能はさておき料理人たちを戦慄させるには十分すぎた。だが、イリアは抱き込まれる前に砂時計を手に取り、追い打ちをかける。

			「分かりますよね？　色々技術つかってるので、バレたくないんです。ここの料理人以外に知られた場合、自分で粉々になる呪いがかかってますから。……ホントですよ！」

			「「「　分かった！　分かりましたから乱暴に振らないで！　」」」

			　もはやどちらが弱みを握られているのかわからない状況だった。

			　

			　

			　だが、そんなことをしている間にも時間は過ぎていく。

			「あーっとそろそろですかねー」

			　先程のやり取りのおかげで砂時計は設置できなかったが、体感で覚えている、という言い訳をしつつ蓋を開ける。

			　すると開放されて量を増した蒸気に乗って、一気に広がるのは蒸しあがった小麦粉の仄(ほの)かな香り。ドライイーストなどを使った際の、アルコール臭に似た匂いは人によって好き嫌いが分かれるため、天然酵母を使った。そのことによる優しい香りだ。

			（まぁ、売りに出すわけでもないし、ドライイーストまで作る意味もないしね）

			　とはいえ、強力粉と水で作る天然酵母の元種は温度管理が大切で、イリアも様々な魔術を覚えて応用するまで作ることはできなかった。

			　彼らにこの天然酵母を作れというのは酷(こく)だろうが、それでも今回使用したのは、蒸しパンはパンほどではないにせよ、応用の効く料理だからだ。

			「おお、これはなんとも……」

			「焼き立てのパンよりふかふかで、焼き菓子とも違い柔らかい……！」

			　料理人たちに配り試食に入ると、皆一様に驚きながら顔をほころばせていた。

			　そしてそこからは、彼らの血が騒いだようだった。

			「歯の脆(もろ)い老人は焼き立てのパンでも内側の柔らかいところだけを食うが、これなら表面を無駄にすることもなく、スープに浸す手間も省けるな」

			「水蒸気でしっかり焼けるもんなんすね」

			　作り方に感心する者もいれば、その味に注目する者もいる。

			「これはパンのように出すのではなく、お菓子とした方がいいか」

			「でも、これだけでは少し物足りないのでは？　それこそ何かを練りこむとか――」

			　議論の途中、一人がハッと顔を上げてイリアを見る。その視線に、イリアは頷(うなず)いた。

			「今仰(おつしや)いましたように、果物や栗を練りこんだり、最初の酵母もブドウなどから作った物を使うことで色々と広がると思います」

			　あとは各々で頑張ってください。

			　そう告げようとしたちょうどその時、調理場に足を踏み入れる人物がいた。

			　金髪の御(お)髪(ぐし)を見事なドリルに巻き上げたご令嬢、ユデンタである。

			　唐(とう)突(とつ)な貴族（ユージニアも一応貴族ではあるが）の出現に固まる調理師たちは一(いち)瞥(べつ)するに留め、ユデンタはイリアを見遣る。

			「また何か作ってる！」

			「蒸しパン、というようです。お嬢様」

			　なんで知ってるんだ、という視線を向けるユージニアと、その視線は全く気にしない侍女をよそに、ユデンタはイリアと蒸しパンから目を離さない。

			　いや、たまたま見ている蒸しパンをイリアが持っているだけかもしれない。

			　試しに、蒸しパンを左右に動かす。

			　すると、ユデンタの目もそれを追って左右に揺れる。

			　完全に蒸しパンのみを注視していた。

			　それでも顔は真っ直ぐイリアに向いているのは、完全に心は奪われまいとする貴族の矜(きよう)持(じ)だろう。

			　対象が簡単な食べ物なので、むしろ抗えば抗うほど情けなさが増すことに触れてはいけない。

			「その蒸しパンとやらはどうするおつもり？　ああ、勘違いしないで。催促しているわけではないのよ？」

			　催促しているんですね、わかります。

			　とは勿(もち)論(ろん)言わない。

			「こちらは調理場を借りる代わりにと作り方を見せたもので、蒸しパンの基本形です」

			「基本？」

			「はい。この土地に、人々に何が合うかはこの土地の方の方がよくご存じだと思いますので、応用はお任せしようと、基本になるものを作りました」

			　なるほどと頷(うなず)きつつも、その答えでは満足できないと視線で先を促(うなが)す。

			　時間的にも、昼食と夕食のおよそ中間なだけに、「夕食入らなくなりますよ」では通らない。

			　なにより彼女の後ろに控える侍女の眼差しが語っていた。

			　早くそれを渡しなさい、と。主人一番かと思いきや、さらにその眼差しは語る。

			　私も食べたいです……と。お前もか。

			「……このままだと少し味気ないと思いますし、ジャムもどうぞ」

			　結局、余分に作っていたものを二人に渡し、その場を収めた。

			　もともと突っぱねる理由はなかったので問題はない。

			　調理場の見える席に陣取り、慌てた様子もなく侍女が用意した紅茶とともにもぐもぐしながら、ユデンタは氷水に浸してある大量の栗を見て首を傾げた。

			「そちらは何をしていますの？　皮がついたままのようですけれど」

			「茹でたものを冷ましているんです。もうよさそうですね」

			　ちょうど冷却が終わったので、栗の皮を剥(は)がし、鍋に放り込んでいく。

			　異常なステータスによる器用さを発揮してどんどん剥(む)いていくイリアだが、量が量だ。料理人たちが協力を申し出、皮むきは加速的に進む。

			「皮を剥(む)いてから茹でるものではなかったか？」

			「マロングラッセなんかだとそうだね」

			　今彼女が作っているのは、モンブランに使用するマロンペーストだ。

			　全ての栗を剥(む)き終えたら、その重量に対し五分の二の砂糖、二分の一の牛乳を加え、中火で煮込む。

			　少し水分が飛んだのを見計らって火を止め、ジェラートと同じように風の刃でミキサーの代用とする。そしてそれを粉ふるい……ではなく、網が粉ふるいよりも柔らかくなるよう金属ではなく繊維で編んだ漉(こ)し器で裏漉しして、完成。

			　次は生クリームと砂糖を混ぜてしっかりと泡立てたホイップクリームと、ゆるめに泡立てた生クリームとマロンペーストを混ぜたモンブランクリームを作っておく。

			　先程の蒸しパン同様、小分けにして焼き上げたスポンジの中央に一つ一つ茹でた栗を乗せる。

			　ホイップクリームで栗を覆(おお)い隠すように包んだら、その上からモンブランクリームを外周から中央に向けて渦を巻くように積み重ねていく。

			　さらに砂糖を細かく挽いた粉糖を、粉ふるいを使って振りかけ、完成。
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			「できましたー、モンブランです」

			　実食。

			　見た目にも美しい形を崩すのは気が引けたが、意を決して料理人の一人がモンブランクリームを掬(すく)う。

			「ん……！」

			　口に入れた瞬間に感じるのは、甘み。

			　大量の砂糖も入っているが、栗の甘みは全く消えていない。

			　それどころか、一切のざらつきさえないクリームとなったことで口いっぱいに甘みが広がり、一層強く栗の風味を感じるようだ。

			　さらにもう一掬(すく)い。

			　今度はホイップクリームも合わさることで新たな食感が舌に楽しい。

			　しかし、少し甘みがきついか。

			（お茶と合わせれば気にならない、か？）

			　そんなことを考えつつ、期待以上ではあったが、少し期待し過ぎたか、とも思う。

			　とはいえ美味(うま)いのだから残す気はさらさらなく、しかし視界の端に見える菓子担当の者のように、これ以上丹念に味わう気はないと、料理人の男は一気にモンブランを口に含む。

			「ッ!!」

			　そして驚きに目を見開いた。

			　モンブランの真価は、栗を用いたクリームではなかった。

			　それは、モンブランという菓子の一つの側面でしかない。ふかふかのスポンジ、素材本来の味、甘みを主張する茹でた栗。

			　これらを一緒に食すことで、程よく調和した甘さの中に、栗の旨味を十二分に味わうことができるのだ。

			　初めは完成された美しさに見惚れ、口にすれば、混然一体となる様はまさに一つの芸術品。　

			「おお……」

			　男は涙した。

			　己の浅はかさを。己の未熟さを。そして何より、これほどの一品に出会えた幸運に。

			　そんな男に、イリアは引いた。態度に出さないのは彼女の優しさだった。

			「もう一つ頂けないかしら」

			　もう欲求を隠そうともしないユデンタは、一つ目をぺろりと平らげた上、ちゃっかりとおかわりを要求。しかしイリアは首を横に振った。

			「これ以上はご夕食に差し障ります」

			「ぐぬぬ」

			　さすがにこれには侍女も同意なのか、助け船を出す様子はない。

			　しかし、その目は確かに言っていた。

			　私は食べても問題ありません、と。

			　どこいった忠誠心。

			「先程の栗に使った魔術は覚えられます……？」

			　おずおずと訊ねてきた料理人の魔術適性は低い。

			「そんなあなたにコレ！　芋潰しー」

			　イリアが差し出したるは、先に大きな編み目の格子が開いた、平たい円形の金属の棒。

			　ポテトマッシャーともいわれるもので、主にマッシュポテトを作る際に用いられる道具だ。

			　ジャガイモが見つかりそうと気付いた際に、気が逸(はや)って作っていたものである。

			「これで一所懸命潰してください」

			　人力は非常に疲れる上に時間がかかるが、ないよりは百倍マシ、棍棒で潰すより十倍はマシだろう。

			「で、ではこれは……！」

			　別の料理人が指し示したのは、クリームを絞る際に使った絞り口。

			　これもイリアが作った代物だが、誰に見られてもいいよう、素材は腸に似た皮膜でできている。

			　とはいえ、おんぶにだっこでは彼らのためにならない。見栄えを気にしなければスプーンでも代用可能なため、譲る気はなかった。

			「触っても大丈夫なので、見て盗んでください」

			　それが当然と思ったのか、料理人たちは異論を全く挟まず、絞り口のみならず彼女の使った道具を手に取り、あらゆる角度から検分を始めた。

			　だが、そう暢(のん)気(き)にはしていられない。

			「お夕飯は何かしら～？」

			　不意に聞こえたセイレンの呟(つぶや)きに、料理人たちはバタバタと準備を始めた。

			　同時にイリアたちも解散。栗ようかんは翌日に持ち越しとなった。

			　ちなみに、侍女には余ったモンブランをあげた。彼女が口にしたのは毒見としての一口だけだったので、誰も文句は言わなかった。

			　その場にいた全員が美味(おい)しい思いをしたが、この一連の出来事の中で被害を受けた者を挙げるとすれば、調理師たちだろう。

			　モンブランで上がってしまった基準値を超える……とまではいかなくとも、比較するに足るデザートを用意しなくてはならなくなったのだから。

			　

			　

			「栗が好きなんです」

			　涙目でそう告げたのは、先日この国における栗の調理例を教えてくれた女性騎士。

			　何を言い出したかと理由を訊ねれば、モンブランなるものを作ったのに、その場に居合わせなかったことが悔(くや)しくて悔(くや)しくて仕方がないらしい。

			　とはいえ、今はその翌日。

			　イリアの頭の中は栗ようかんでいっぱいだ。なにせ、作れるかどうか分からない。

			「別のお菓子を作りますので、感想を聞かせていただけたら」

			「分かりました！」

			　言い切る前の即答に苦笑しつつ、一度沸(ふつ)騰(とう)させた栗が冷めたのを確認する。

			　昨日と同様皮から実をとり、二つの鍋に分けて投入。どちらも水をひたひた……積み重なった栗が水から出ない程度になるまで浸し、栗の重量に対して五分の一くらいの砂糖を入れる。

			　問題はここから。

			　今彼女が作ろうとしている甘露煮には、本来みりんを使う。しかし、ここにはもち米も日本酒も存在しないため、代用品を使うしかない。

			　ということで、アルコールとして色や酸味の薄い白ワインを使用。一つには白ワインに砂糖を加えたものを、もう一方には同じく白ワインに蜂蜜を混ぜたものを注いで加熱する。

			　中で栗が躍らない程度に火力を調整しつつ、煮汁が減って栗が露出する場合には水を足し、アクをこまめにとって煮込んでいく。

			　ただの甘露煮であれば仕上げに蜂蜜を煮溶かせるが、艶(つや)出しをする意味もないので省略。

			「んー……どっちも問題ないかな」

			　もともと白ワインと砂糖を少し煮詰めたものと、蜂蜜を加えたものは代用品として問題はなさそうだったが、煮込むうちに変質してしまっては意味がない。

			　そんなわけでの試作だったが、特に問題はなさそうだった。

			「……それで完成ではありませんの？」

			「はい。これはこれで食べられますけど、今回作ってるものはこれを使うんです」

			　しれっと見学に混ざっているユデンタに、これまたしれっと返したイリア。

			　そんな様子に驚くこともなく、しかし未完成と聞いて僅かに眉(まゆ)尻(じり)を下げたその姿は、まるでおあずけされた子犬のよう。

			「……こちらの方の舌に合うか分かりませんし、試食していただけますか？」

			「仕方ありませんわね！」

			　二つの鍋からそれぞれ二粒ずつ小皿にとって手渡すと、嬉(き)々(き)として受け取った。

			　他の者から物欲しそうな視線を感じるが、全員に行き渡らせては数が足りなくなるので、気付かない振りをすることにした。

			　

			　調理再開。

			　まずは甘露煮の半分ほどを使い、栗餡の作成に取り掛かる。

			　鍋からとって水けをきり、裏漉(ご)ししたものと二分の一に相当する水、四分の一の砂糖を鍋に入れ、弱火にかける。

			　水分が少ないため、気を抜くとすぐに焦げ付いてしまうため、こまめにヘラで練っていく。

			　水分が飛び、もっさりとしたら完成。

			　そして新しい鍋に、後に投入する餡の半分の水と寒天を入れ火にかけ、寒天が完全に溶けたら砂糖を入れ、こちらも完全に溶かす。

			　そこに栗餡を入れてよく混ぜたら、水けをきって四等分ほどに崩しておいた甘露煮を投入。

			　火から離して水を張った大きめの器で鍋を冷ましつつ、甘露煮の欠片が沈んでしまわないようゆっくりとかき混ぜる。

			　とろみがついたら、容器に流し込んで、後は冷やし固めるだけ。

			　モンブランのように個別にするのではなく、今回は細長い長方形の型一つで、切り分けることにした。

			「できたのか？」

			「ううん。冷やして固めたら完成。食べるのは昼食の後かな」

			　そこで絶望したような表情をされても困る。

			　そもそも、まだイリアも試食できていないのだから、そんなものを確約するつもりはなかった。

			「時間が空いてしまったわ。……どうしようかしら」

			　午前中に視察や訪問といった予定は入っていないらしく、ユデンタは少し困ったように頬に手を添える。

			　することがないとしても、この場に留まっているのは何か理由があるからだろう。

			　使い魔たちは一度全員還しているから、再び召(しよう)喚(かん)してほしいということか。

			　思いつくことは他にもあり、ちら、と侍女に視線を向けると、彼女の目はこう言っていた。

			　音楽を習いたいそうです、と。

			　実に便利な以心伝心。それはともかくとして、確かに貴族の教養である音楽を平民に「教えて」とは言えないだろう。

			「セイレンと曲の練習をしますけど、ご一緒にどうですか？」

			「……ええ。よろしくてよ」

			　待ってましたわ、とはさすがに言わなかったが、イリアを見返すその目、その表情が全てを物語っていた。

			　お嬢様がやるなら私も、私も、と続々と参加を受けることとなり、結局女性全員で合奏することとなった。彼女たちの様子から察するに、ユデンタがやるなら自分もやってお近づきに、ということではなく、第三者が参加していいなら私も参加していいよね、という好意的なものだったので、断る理由はなかった。

			「いつか話してたことが実現しましたね」

			　はにかむ女性騎士の言葉に、穏やかな空気が流れた。

			　それぞれの楽器をイリアが（言い訳付きで）作り、楽譜を配って合奏。

			　初めて見る楽譜に四苦八苦するが、それでも全員が楽しそうに練習に励(はげ)んだ。

			　そうなると、時間の経過は早い。

			「お嬢様、昼食のお時間です」

			「あら、もうそんな時間なの？」

			　侍女の言葉で練習は終了。

			　僅(わず)かに残念そうな顔をしただけで全員がすんなり引いたのは、昼食後にデザートが待っていると分かっているからだ。

			　

			　

			「うん、美味(おい)しいわ」

			　頬を緩(ゆる)ませるユデンタの前には、切り分けられた栗ようかん。

			　茹でて裏漉(ご)しするという、似た工程を経ているが、昨日のモンブランがしっとりとして軽い口当たりなのに比べ、この栗ようかんには重厚な滑らかさがある。

			　甘さに関しては、モンブランのクリームより控えめで、割合が多いからかより栗の風味が感じられた。

			　一口、また一口と口に運びたくなるような、上品で、後味がいい甘さだ。

			　しっかりとした食感で、充足感があるのもいい。

			「あ……」

			　気付けば、皿は空になっていた。

			　思わず声を漏らしてしまったことを恥じつつ、それを表に出さないように努めて紅茶に手を伸ばす。

			　そんなユデンタをよそに、栗が好きと豪語していた女性騎士が真剣な面持ちで、意を決したようにガバッと顔を上げた。

			「イリアさん、この栗ようかんの調理法、売っていただけませんか!?」

			　その言葉に目を剥(む)いたのは、イリアではなく他の貴族や料理人。

			　前者は皆、空気を読んで言わなかったのに、というしてやられた感。後者はそんなことをされては自分たちが作れなくなる、という悲壮感からくる驚きだった。

			　だが、イリアはあっけらかんとしながら彼女に言う。

			「売りませんよ」

			「……ですよね……」

			　いっそ生きる意味さえ失ったかのように絶望する女性騎士に、イリアは慌てて言葉を続けた。

			「誰かに売る売らないじゃなくて、自由に作ってください、という意味です」

			「だが、そうなれば誰かが自分が作ったものだ、と主張し始めるぞ」

			　ユージニアの忠告は的を射ていた。

			　新しいもの、売れるものには利権が生じる。

			　そういった技術や発明品を登録し、販売と監視に関わることで余(よ)計(けい)な利権争いを未然に防ごうというのも、ギルドの一つである商業ギルドの大きな役割だった。

			　ちなみにもう一つのギルド、工業ギルドはそういった利権の保護よりも、技術の継承や発展などに注力する傾向がある。

			「せめて商業ギルドに登録されてはいかがかしら。調理法の価格を限りなく低くすれば、自由に作るというイリアさんの考えにも反しませんし」

			　ユデンタの助け舟に対しても、イリアは頷(うなず)くことができなかった。

			「あまり商業ギルドに関わりたくないんですよね。色々と突っ込まれそうですし」

			　そりゃそうだ、とイリア以外の全員が強く思った。

			　なので、とイリアは続ける。

			「ここにいる皆様が証人になってくだされば、それで発祥がどこの誰か揉めることはなくなりませんか？」

			「私は否やはありませんが……むしろ、利点ばかりで気後れしてしまいます」

			「では、栗ようかんをイリアマロンとするのはどうだろう」

			「それはやめて。本当にやめてくださいお願いしますマジやめて」

			　全力で声を上げたことが功を奏して、結局名称は栗ようかんのまま。

			　この街とこの場にいる面々が広く宣伝することで、考案者と発祥の地を定めることとなった。

			　

			　

			　数日後、一行は視察の旅を再開する。

			　次に目指すのは、農業地帯の中心地ではなく歓楽街。

			「温泉……！」

			「ああ。肌や健康にいいと評判の温泉だ。……あの薬には霞(かす)む謳(うた)い文句だけどな」

			　もう普通に行動を共にしているユージニアの言葉に、イリアは思わず目を輝かせた。

			　温泉と言えば、女子同士のキャッキャウフフ。現実にあるかどうかはこの際問題ではない。

			　やるか、やらないか。それだけだ。

			「入らないぞ？」

			「え……？」

			　ユージニアの答えに、イリアは耳を疑った。

			　彼女に訊ねたのは、「入る時はお嬢様の護衛として？」というもの。

			　しかし返ってきたのは、その問いを根本から否定するものだった。

			「理由は幾つかあるが」

			　曰く、温泉はいわゆる公衆浴場のような扱いであり、貴族の、それも未婚の子女が大衆に混じり入浴するなど有り得ない。

			　曰く、生身を晒(さら)す状態では護衛が難しい。

			　曰く、今回の視察は住民にできるだけ影響を与えないよう組まれており、貸し切りにするつもりもない。

			「時間を見て入る分には個人の自由だが……止めておけと言っておく」

			　ユージニアはそう言って言葉を締め、かと思えばもう一度イリアに向き直り、言った。

			「止めておけよ」

			「なんで念押ししたし」

			「私は行こうかしら～」

			「お前もだ」

			　セイレンも駄目だった。

			　自分の邪な考えが読まれたわけではなさそうと安(あん)堵(ど)する一方で、イリアはふと気になった。

			「（セイレン、お湯に入っても大丈夫なの？）」

			「（大丈夫じゃないかしら）」

			　確信はないらしい。

			　小声でひそひそと話し合う二人に、ユージニアは一抹の不安を覚えた。

			　なにも意地悪ややっかみで二人を止めたわけではない。

			　二人が行けば、確実に問題が起こる。そう確信しているからこその忠告であり、彼女たちへの礼儀として命令という形にしなかっただけのこと。

			　理由だって明確だ。

			「お二人は他国から来たようですので一応言っておきますけれど、温泉は男女混浴でしてよ」

			「よし、やめておこう。セイレン」

			　ユデンタの言葉にイリアは即断した。

			　男女混浴など有り得ない。

			　女の子同士でキャッキャウフフして、壁越しにそれを聞くしかできない男どもが血の涙を流して悔(くや)しがる。

			　幼女に事案と疑われることなく接することができるようになったのと同じように、この身となったからこその優越感に浸れないのであれば意味はない。

			　というか、セイレンやユージニアたちの身体を衆目に晒(さら)すなど言語道断だった。

			「ああ、勿論服は着るぞ。水に濡れてもいいよう、専用のものだけどな」

			「とはいえ、服を着ているとしても、殿方と一緒に入浴など有り得ませんわ」

			　さすがに全裸で入浴するわけではないようだ。

			　確かに、前世でも日本以外の温泉地では裸ではなく海水浴のように水着を着用していた。

			　他にも医療目的に主眼が置かれていたり、入浴ではなく飲泉として利用されていたりと様々な違いがあるが、今イリアにとってそこは重要ではない。

			「その服って、海水浴なんかでも使う？」

			「いや、少し違うな。海水浴は部屋着に近いが、温泉の服はローブに近い」

			「なるほど……」

			　貴族も水着は服のようなものを着ている。思わぬ収穫である。

			　だが事を急いては仕損じる。

			　イリアは取り敢えず話題を変えることにした。

			「温泉に入らないのなら、それほど滞在しないの？」

			「そうね。どちらかというと、その次の海辺の街ケージュの方が重要だと思っていますわ」

			　ユデンタの言葉に、イリアは違和感を覚えた。

			「海辺の街ですか？　港湾都市ではなくて？」

			「ええ。港湾は砦と併設しています。そちらにも向かいますけれど、ケージュは都市機能を完全に砦と切り離した形の街よ」

			　行政機関や家屋、商業施設といった都市機能をケージュに集中し、港湾と防衛施設をもう片方へ集中させることで、防衛能力を上げる。

			　魔物ではなく、他国からの侵略に耐え続けてきた結果の形態だった。

			「他国……戦争ですか」

			「ああ」

			　肯定したのはユージニアだった。

			　彼女の表情はいつもの冷涼としたものではなく、苦々しさを多分に含む。

			　その理由を察しているのか、ユデンタはそれを見て苦笑気味に微(ほほ)笑(え)んだ。

			「海の向こうは枯れた土地だ」

			　痩(や)せた土地ではなく、枯れた土地。

			「これまで見てきただろ？　アルバーティ様の領地は特に豊かなんだ」

			「……交易はしてないの？」

			「しているさ。大豆が主な生産――どうした？」

			　ユージニアは、まるで雷に打たれたような顔をするイリアに言葉を止めた。

			　直後、踵(きびす)を返そうとするイリアの腕を慌てて掴(つか)み、制止する。

			「……どこに行く気だ」

			　これは賭けだった。

			　本気でイリアが動けば、この世の誰にも止めることはできない。だから、手加減しながら行動し、それを止めることができたらこの場に留まる。止められなければ、

			「ちょっと、大豆をとりに」

			　海の向こうへ飛ぶつもりだった。

			　代役として成体の神(しん)獣(じゆう)を四、五匹回せば護衛も問題ない。明らかに過剰戦力となるが問題はない。むしろ大豆を放っておく方が問題だ。

			「だって大豆だよ!?」

			　豆腐、醤油、味噌に納豆。きなこに豆乳だって作ることができる。

			　料理の幅が広がる、なんて表現には留まらない。もはや料理の世界が広がると言うべきだ。

			　そんな宝の鍵(かぎ)ともいえるものが、こんなすぐそばにあったとは。

			「今は仕事中だから諦(あきら)めるけど、絶対に大豆に会いに行きます」

			　キッと彼の方角を睨(にら)むイリア。

			　ユージニアは開いた口が塞がらなかった。

			「……今、真面目な話をしていたよな？」

			　久しぶりのピリッとした空気だったはずが、そんなものはすでに跡形もなく消え去っている。

			　騎士の本分を忘れるな、という危機感が見せた幻だったのだろうか。

			　周囲を見ると、ユージニアの言葉に首(しゆ)肯(こう)を反す面々がいて、安(あん)堵(ど)する反面、イリアはにっこりと笑った。

			「そんなもの今はいりません。真面目な話でお腹は膨(ふく)れない！」

			　確かに。

			　そう強く頷(うなず)いたのはセイレンだけ。

			　他の面々は、「大豆が気になってどうでもよくなったんだろうな」としか思えなかった。

			　ただ、そんな彼女たちの考えは完全に的を射ていたわけでもない。

			　彼女が世界を回る理由の一つは、平穏無事に暮らせる場所を探すため。

			（そっかー、戦争かー）

			　作物も人も豊かな土地だと思ったが、それ故に問題も抱えているとは、儘(まま)ならないものだ。

			　

			　

			　ケージュに着いた一行は、いつも通り宿に向かい、荷物を預けた後で海辺へと向かった。

			　綺(き)麗(れい)に整備された浜辺だが、頬を撫(な)でる風は冷たく、海に入っている者は一人もいない。

			「海水浴、という季節ではありませんわね」

			　最盛期ともなれば砂浜を覆(おお)い隠すほど更衣室を兼ねた馬車が並ぶも、今は影一つ見当たらない。

			　靡(なび)く髪を押さえつつ呟(つぶや)くユデンタは、どこか残念そうな声音をしていた。

			　入りたいが、今はその季節ではない。

			　そんな風に思えて、イリアは話題提供がてら聞いてみることにした。

			「海水浴、行くんですか？」

			「ええ。暑い季節には避暑地に赴(おもむ)くこともありますし、海水浴の効能で保養に努めることもありますわ」

			「保養」

			　ええ、とユデンタは首(しゆ)肯(こう)した。

			　彼女の様子は迷信に頼る物言いには見えず、確信しているようだった。

			　海水浴に保養という感覚は分からないが、そういうこともあるか、とイリアは思うことにした。温泉のようなものか、と。

			「ああ、そういえば海水浴に向いた衣服を作ったんですよ」

			　イリアの言葉に、ユデンタやユージニアたちも反応する。

			　これまで様々な、それこそ有用を通り越して異常な出来の品を提供してきたイリアだ。今回もどのように驚かせてくれるのか、怖さの中に期待もあった。

			　興味は引いた。あとは、しっかりと心を掴(つか)まなければならない。

			「今の水着って、濡れると動きづらいと思いませんか？」

			「……確かに重いな」

			「今回ご紹介する品は、なんと！　水を弾くんです！」

			「なんと！」

			　イリアの妙な口調に引きずられたのか、ユージニアが驚きの声を上げる。

			「それだけではありません。水に濡れると、張り付いたり透けてしまいますよね？」

			「……ええ。あれははしたなくて嫌ですわ」

			　導かれるようにユデンタが肯定する。

			　同じく好ましく思っていないのか、侍女は目を伏(ふ)せたまま僅(わず)かに顎(あご)を引いた。

			　にやり、とイリアは口角を上げる。

			「それも心配ありません！　水を弾く表面の素材に加えて、内側の当て布で、透けることと身体に密着して凹凸が目立つのを防ぎます」

			「それは素晴らしいですわ！」

			　そうでしょうそうでしょう、とイリアは彼女たちの反応を満足そうに数回頷(うなず)く。

			「加えて、様々な意匠の中から好きなものを選びたい、個性を出したい、他の方と差をつけたい……そう思いませんか!?」

			「「「「　思いますわ！　」」」」

			「そんなあなたにこれ！」

			　イリアが懐から取り出したるは、複数の衣類。

			　先程の言葉通り、見慣れぬ素材に多様で鮮やかな色合いが目を引く。

			　だが、

			　

			「んなっ……！」

			　

			　彼女たちは目を剥(む)いた。

			　確かに奇抜とも思える意匠の幾つかは、洗練された美しさがある。

			　しかし、布の面積が小さい。

			　あまりにも小さい。

			「さ、さすがにこれは……」

			「は、破(は)廉(れん)恥(ち)ですわっ！」

			「お嬢様を痴女にする気か！」

			　心外な、とイリアは本気で考えたが、これは単に彼女の認識不足だった。

			　彼女の前世、地球の歴史でも、ビキニが日の目を見たのは二十世紀も半ば。二十世紀初頭でも手足（特に太もも）の肌を露出しただけで裸体陳列罪で罰(ばつ)せられた事例があり、当然、ビキニを着ればどうなるかはお察しである。

			　この世界でも、彼女の感覚に時代が追い付いていなかった。が、イリアにすれば寝耳に水。

			　セイレンが受け入れたのは、彼女がただ世間ずれしていたからに過ぎなかった。

			「そんな、馬鹿な……」

			「……私たちからすれば、あなたが馬鹿じゃないの？　と思いますわ」

			　本気でがっかりしているらしいイリアに、呆れた様子のユデンタたち。

			「楽なのにね～」

			　セイレンだけが、潮風が染みる心を温めてくれるようだった。

			「……イリアさんも海水浴はされますの？」

			「え？　ああ、はい」

			　海水浴というより、漁に近いものではあるが。

			　肯定したイリアに戦慄したのはユージニアだ。

			「まさか、その……破(は)廉(れん)恥(ち)なものを着たんじゃないだろうな」

			「勿論、着ましたよ」

			　じゃないと、セイレンが恥ずかしがって着るのをやめちゃうかもしれなかったし。

			　そう続けようとして、ユージニアに両頬をつねられた。

			「はひふふんへふは（何するんですか）」

			「お前には危機感というものはないのか！」

			「あるよ！　大盛りだよ！」

			　解放されたイリアは声高に断言する。

			　ユージニアが言う危機感が、劣情を抱いた男による襲撃などを指していることはイリアにも分かっている。

			　しかし、イリアがそれを警戒しないはずはない。

			　これまでの経験もあるが、なにより前世は男だったのだ。

			　男の思考を、男がどれだけ単純な生き物であるかを、この場をおいてイリア以上に知るものはないのだから。

			「……まぁ、お前が男を釣るためにそういうことをするとは思えないしな」

			　彼女の口ぶりからすると、そういう者がいるらしい。

			　貴族のひと夏の戯れだろうか。それとも意中の男性の気を引くために、海水浴にでかけたりもするのだろうか。

			　そう思い他の女性貴族に目を向けると、数人に目を逸らされた。

			　深くは問うまい。

			「海水浴に行くというのなら、何か珍しい楽しみ方などは知っているのかしら」

			「確かに、ただパシャパシャと水を弄(もてあそ)んでいるだけではすぐに飽きてしまいますわね」

			　彼女たち貴族にとって、海水浴は保養であって運動ではない。

			「泳いだりしないんですか？」

			「しませんわね。だって塩辛いし、目に染みますでしょう？」

			　それに、とても疲れると聞きますし。

			　そう平然と返されては、イリアとしても納得するしかない。

			　川や海に近い場所に住む人間であれば泳げるに越したことはないが、内陸の、それも貴族であればその限りではないだろう。

			「泳ぐと体力がつきますし、全身運動になって体重調整や引き締まった身体になるんですけどね」

			「「「「　そこのところ詳しく　」」」」

			　押し寄せるような圧力にさすがのイリアもたじろいだが、自業自得である。

			　体重、肉付きに悩まない女性はいない。軽々しくそこに触れたイリアが悪い。

			　

			　女性騎士は現役時こそ太らないものの、結婚などで除隊し執務業への鞍替えなどで現場から離れると、やがて筋肉は脂肪へと変わる。

			　これは長年女性騎士の間で問題視されていた悩みであり、休暇中でも改善できるというのであれば渡りに船というものである。

			　

			　とはいえ、水泳というのは危険を伴い、特に海では少しの油断が死に直結する。

			　そこでイリアは、水泳ではなく水中歩行を勧めることにした。

			　水泳ほどの効果はないが、難しい技術もいらず、泳げる者の補助もつければさらに安全だ。

			「他にはありませんの？」

			　有意義な話を聞くことができてほくほく顔の騎士たちと違い、ユデンタはまだ物足りないような様子だった。しかし、海の中で安全にできる運動は限られる。

			　では、楽しむ方向性ではどうだろうか。

			　水鉄砲……は軍事転用を思い付かれてはイリアの意に反するので却下。

			「少々お待ちください」

			　一言断り向かったのは、宿。

			　海辺に近い宿だったのでさほど時間はかからず、戻ってきたイリアが手にしていたのは先程見せた水着に似た素材でできた、葉のような形をしたもの。

			「それはなんですの？」

			　まじまじと見つめるユデンタの問いに言葉で答えるのではなく、イリアは給気口から空気を入れて膨(ふく)らませる。

			　球形になったそれは、まさしくビーチボールだった。

			「セイレン」

			「はーい」

			　イリアがボールを投げると、見た目の大きさに似合わず軽やかに舞う玉に、皆が目を瞬かせる。それだけではない。

			　飛んできた玉を、セイレンが弾く。

			　それも得物を使ったり掴(つか)むのでもなく、手で。

			「だ、大丈夫なのか？」

			　ポン、ポン、と軽い音を立てて飛び交う玉を目で追いつつ、ユージニアは二人を案ずる。

			　そんな彼女に向けて、イリアは玉を飛ばした。

			　放物線を描くそれを避けることも叩ききることも簡単だ。

			　しかし、困惑とほんの僅(わず)かな負傷の恐怖を抑え込み、ユージニアはイリアたちのやり方を見様見真似で模(も)倣(ほう)する。

			「！　悪い！」

			　力が強すぎたのだろう。

			　遠くへ飛んで行ってしまった玉をイリアが追いかけ、セイレン目掛けて打ち返す。

			　セイレンから再び返ってきた玉を捕らえ、イリアはユージニアへと笑いかけた。

			「こんな感じ。お嬢様も触ってみますか？」

			「ま、まず私が」

			　さすがに予想を超えていたのか、侍女が進み出ようとしたところで、それを留める手が伸びた。それはユデンタの手。

			「大丈夫よ。ユージニアもやって見せたでしょう？」

			　侍女へと微(ほほ)笑(え)み、イリアから玉を受け取ったユデンタは、その軽さに目を見張った。

			　そして軽く宙に投げ、難なく捕るのを繰り返したところで、おもむろにイリアへと玉を放り投げた。

			　その表情に浮かぶのは、笑み。

			　もちろん嘲(ちよう)笑(しよう)などではなく、心から湧(わ)き出てくる好奇心からくる笑顔だった。

			　イリアからもう一度ユデンタへ。ユデンタからユージニアへ。ユージニアから、他の女性騎士へ。

			　初めこそおっかなびっくりであった彼女たちも、全員がそれに慣れて笑顔になっていた。

			　次々と放物線を描いて弾む玉。

			　それは彼女たちの心の躍動を表しているかのようでもあった。

			　

			　

			「楽しかったですわ！」

			　楽しい時間はすぐに過ぎ、すでに夕食も佳境となった頃。

			　頬を上気させて、ユデンタは未だ興奮冷めやらず、といった様子だ。

			「だというのに、あれをくれないなんて……イリアは意地悪だわ」

			　むくれる主に、侍女も彼女に見えないよう頬を緩(ゆる)ませる。

			　最初は、まるで傷心旅行のように沈痛で、戦場に赴(おもむ)く新米兵士のように緊張していた主。

			　それが今では、かつての気ままさを垣間見せるほど、心穏やかにしている。

			　それを嬉しく思う反面、これからの彼女のことを思うと、心が締め付けられる。

			「……もう、あの人たちとあんな風に遊ぶこともできなくなるのよね」

			「お嬢様が強く願われるのでしたら、きっと叶いましょう」

			　つい先程のことだというのに、まるで遠い記憶の宝物のような呟(つぶや)きに、思わず口を突いて出た言葉だった。

			　そこに含まれる優しさを感じ取れないほど、ユデンタは愚(おろ)かでも鈍くもない。

			「……ありがとう」

			　微(ほほ)笑(え)む主から感謝の言葉を贈られながら、侍女の心は後悔に満たされていた。

			　

			　

			　海沿いに建てられたダンス、コンサートなどを開く広場などを視察した後、軍属ではないとしてイリアたちギルド員を海辺の街に残し、ユデンタ一行は砦へと向かった。

			　大豆に会いに行こうかとも考えたイリアだったが、砦までは近く、日帰りで視察を終えると聞いて諦(あきら)めた。

			　ならば、ということで街で大豆を探したイリアだったが、見つかったのは大豆そのものではなく、抽出した油ばかり。聞けば、大豆は絞った油が主な利用法で、残りかすは飼料作物として使用されており、代替品が存在するこの国に輸入されるのは、特別に作られた高級油として売られるものだけだという。

			　大豆油は必須脂肪酸を含み、特徴的な旨味とコクがあるとはいえ、オリーブや菜種、ごまなどで用いられる圧搾による抽出は含油量の少ない大豆には向いていない。

			　しかしながら、溶剤で抽出する方法に移行するには知識も技術も足りない。

			（……まぁ効率の改善はいいや）

			　科学の進歩、魔術の利用。

			　いずれを用いるにせよ、すでに油として利用されているのであれば、いつか発展させてしまうのが人の性。「大豆ダメ、絶対！」などといった宗教の暴走など、よほどの事態でもなければ、放置しても問題はないだろう。

			　とはいえ主な利用法が家畜の飼料作物であれば、こう暢(のん)気(き)にはしていられなかった。

			　

			　一度根付いた認識は歴史が長ければ長いほど変え難く、それが身分や食事といった身近な物事ならばなおのこと。その日食べるものに困っていたりでもしなければ、家畜が食べるものを食べろと言われて従う人間はいない。

			　イリアが望むような様々な調味料などとして利用される日は、普通に食されていた場合よりも遥か遠くになるだろう。

			　何にせよ、イリアの欲しいものはここでは手に入らないことが分かった。

			（誰も知らないみたいだし、あっちにも醤油と味噌はなさそう……せめて魚醤があればなー。この辺りだって魚がとれるだろうし、なんでないんだろ？）

			　イリアは気付いていないが、魚が豊富にとれるからこそ、干物にするという発想がこの土地には欠けていた。先の米に合わせて干物を提供したことで、今後干物の開発とそれに伴って魚醤も生まれることとなるが、今のイリアには縁のない話だった。

			　沖合の岩礁で釣り糸を垂らし、のんびりと魚がかかるのを待つ。

			「イリアちゃん、引いてるわよ」

			「あー、うん」

			　イリアが竿を引くと、一匹の魚が釣れた。

			　キャッチ、

			「痛い、痛いデース!!」

			　アンドリリース。

			　かと思えばその魚が水面から顔を出す。

			　その様は、池で餌を待つ鯉(こい)の姿によく似ていた。

			「なんで捨てるんデース!!」

			「いや、君こそなんでわざわざ引っかかってくるんですか」

			「わざとだったのね～」

			　セイレンは気付いていなかったが、気配察知で海中の動きが分かるイリアは誤(ご)魔(ま)化(か)せない。

			「いやぁ、話を聞いてもらえたらナーと」

			「今日は休暇だから嫌です。他を当たってください」

			「神(しん)獣(じゆう)を見て態度を変えない他の人間がどこにいるんデスカー！」

			「神(しん)獣(じゆう)だったのね～」

			　ここにいた。

			　が、この鯉似は見なかったことにするらしい。

			「お願いするデース。とっても困ってるデース」

			「その口調のせいで全然困ってるように感じないデース」

			「ほんまや！」

			　真似て返された言葉に納得してしまった鯉似は、動揺のあまり口調も変わってしまう。関西弁っぽいのはイリアの翻訳機能が為せる業だろう。そうに違いない。

			　しかし、鯉似もここで引き下がるわけにはいかなかった。

			「実はですね、ワタシのような力の弱い神(しん)獣(じゆう)を匿ってくださる方がいらっしゃるんデスよ」

			「ほほう」

			「その方が少々困っておいででありまシテ」

			「なんと」

			「そこで……って聞いてマス？」

			　聞いてはいるが、釣りも同時進行のため真剣味には欠けるかもしれない。

			「あ、来た…………、えいっ」

			　釣った魚の眉間に、針金のように限りなく細くした鋼の棒を刺突。

			　内部でほんの僅かに変形させることで神経を切断して〆る。

			　背後に置いた、氷水が満ちた箱に入れて一応満足したイリアは、改めて鯉似に向き合って話を聞くことにした。

			　対する鯉似から見れば、全長が自身の半分もある魚をいとも簡単に、かつ正確無比に〆る様を見せられた直後だ。彼（？）には「妙なことを言い出したら次はお前の番だ」と言っているようにしか見えなかった。

			（あわわ……！）

			　恐怖のあまり、口をぱくぱくと開閉させる鯉似。

			　しかし最初からぱくぱくさせていたので、見た目はほとんど変わらなかった。

			「で、どうしろと？」

			「あ、あのー、えっと、一緒に来ていただけたらナー、……なんて」

			　恐る恐る、といった様子で言う鯉似。イリアは変に誤(ご)魔(ま)化(か)しても仕方ないときっぱり告げる。

			「今は無理です。仕事を受けてますので」

			「そんなぁ……」

			　声音は失望に溢(あふ)れていたが、如何(いかん)せん表情が変わらないので心に響かない。

			　というか、勝手に期待して勝手に失望するのは手前勝手な話で、イリアが気に病むことではないはずだ。

			　そんな両者の間に、割って入る声がした。

			「私が行きましょうか？」

			　彼女が言い出したのであれば、止める権利はない。

			　セイレンから鯉似に視線を移すと、鯉似は口をぱくぱくさせていた。

			　声を出さなければ、何を考えているのか実に分かりにくい顔である。

			「取り敢えず、私が見てくるっていうのはどうかしら～。海の中なら、イリアちゃんほどじゃなくても役に立てるかもしれないし」

			　折衷案としては上々か。

			　セイレンとイリアを交互に見遣り、思考の結果、そう結論付けた鯉似は、セイレンの厚意を受けることにした。

			「よろしくお願いいたしますデス」

			「お願いされました～」

			　ちゃぷん、と鯉似が海中に顔をひっこめたのを認めてから、セイレンはイリアに顔を近づける。

			「（イリアちゃんを誘き出そうとしてるなら、そのまま逃げてくるわ）」

			「あー……うん。なら、これ」

			　イリアが渡したのは、水着。

			　勿(もち)論(ろん)、疚(やま)しい気持ちはない。

			　水中で動きが阻害されず、また不慮の事故で紛失しにくいものとして選び、破壊の軽減という防御力の上昇と水の抵抗を下げて水中での移動速度を上げる効果が付与されている。

			　前世で猛威を振るった競泳用水着と、別の界隈である意味猛威を振るっていたビキニアーマーが実用可能かを想定して作り上げたものだ。

			　疚(やま)しい気持ちは全く含まれていない。ないったらない。

			「あの鯉に悪意みたいなものは感じなかったけど、無茶だけはしないでね」

			「ありがとう、イリアちゃん」

			　離れていくセイレンたちを見遣り、イリアは街に戻ることにした。

			　ふよふよと飛んで街の外れに上陸して、徒歩で宿に向かう。

			　街を行き交う人々は厚手の服を着こみ、吐く息は白く色づいてから空気に溶けていく。

			　スキルの恩(おん)恵(けい)で寒さを感じないイリアだが、その光景を見るだけで少し体感気温が下がった気がした。

			　そして、不意に視界に舞い降りた白いもの。

			「雪……この辺りでも降るんだ」

			「嬢ちゃん、別の国から来たんか？　お、おおう、エルフ様か」

			　様、というのも特に皮肉などではないらしい。

			　気のいい人物なのか、男性はイリアがエルフと分かっても目の色を変えたりはしなかった。

			「この辺りは少ないが、たまに、ドカンと積もることもある。内陸なんかは毎年多いな」

			「それは大変ですね……」

			　確かに遠くに聳(そび)えたつ山々の頂を染める白も、以前に見た記憶にあるものよりずっとその面積を大きくしていた。

			　聞けば、酷(ひど)い時には一日で三メートル近い積雪を記録するのだとか。

			　北海道での積雪は年間で六メートル余。その異常さが窺(うかが)い知れる積雪量だが、勿(もち)論(ろん)雪が降って終わりというわけではない。

			　人が通れるよう、そして家がつぶれないよう除雪し、人の上に落ちないよう氷柱を折って回るのは、軍の仕事だった。

			　どうりで、どの街でもほとんどの住民に騎士が嫌われていないはずだ。

			「ああ、どこかで見たと思ったら視察団の中にいたよな！　よし、これもってけ！　お嬢様をよろしくな」

			「あ、ありがとうございます。頑張ります」

			　男性は雪が降っては店仕舞いだから、と幾つもの商品を渡し、豪快に笑っていた。

			　まずは荷物を宿に置かなければ、と歩き始めてすぐのこと。

			「君！」

			「？」

			　焦りに満ちた声に振り向くと、そこには視察団の護衛隊と同じ服装の騎士がいた。

			　どうかしましたか？

			　そう訊ねる間もなく騎士はイリアに近づき、周囲に聞こえないよう注意しながら彼女に告げる。

			　

			「お嬢様たちが拘(こう)束(そく)された」

			　

			　それは、異常事態を告げる言葉だった。

		

	
		
			第４章　三寒四温

		

	
		
			　一応と宿泊部屋にセイレンへの手紙を残し、騎士の先導の下、イリアや彼女と同じく報告を受けた他のギルド員たちは、砦へと向かうことにした。

			　街道から見える畑や果樹園の収穫もとうに終わり、どこか物寂しい雰囲気のように感じられるのは主観のせいだろうか。

			　砦を千里眼で覗くと、確かに全員が拘(こう)束(そく)されているのが見える。ほとんど争った形跡がないところから察するに、油断しきったところに奇襲を受けたのだろう。

			　だとすれば、なぜこの騎士は逃げ出すことができたのだろうか。

			　さらに言えば、ギルド員に助けを求める意味も分からない。義憤もあれば契約主であるため全員が砦に向かっているが、人数は少数で斥候向きの人材のため、戦闘に向いているとは言い難い。本来ならば、国に援軍を要請するのが得策のように思える。

			　案の定、というべきだろう。

			「おい、このまま突っ込んで大丈夫なのか？　なんなら俺が――」

			「いやいい。動くな」

			「ッ――！」

			　砦に入るや否や、隠れていた武装集団に武器を突きつけられ、彼らもまた拘(こう)束(そく)された。

			　イリアといえば、これまたあっさりと捕まっていた。

			　勿(もち)論(ろん)戦闘になれば捕まる気はなく、拘(こう)束(そく)の際に無体なことをすれば逆襲するつもりでいたが、意外にも丁寧といっていい対応だった。

			（ギルドと事を構える気はないってこと？）

			　大人しく捕まってみたのも、何が目的なのかを知るため。

			　制圧してから理由を聞くという手段もあるが、万が一襲った側に正義があった場合、弱体化は面倒なことになるかもしれない。

			　

			　連れられるまま辿(たど)り着いたのは、砦の修練場。

			　端には的役の案山子(かかし)が佇(たたず)み、緊張感の漂う静けさが、彼らに物悲しさを纏(まと)わせている。修練場には先客がおり、改めて確認するまでもなく護衛の騎士や兵士たちだった。

			　ただ、そこにユデンタと侍女の姿はない。

			　逃げたり反抗したりしなければ特に咎(とが)められることもなく、イリアは憤(いきどお)りを抑え込むように目を伏(ふ)せるユージニアの下に向かった。

			「（……イリアか）」

			「（どういう状況？）」

			「（……お嬢様の婚約者、キャレブ・トーヴィーが謀った）」

			　嫌(けん)悪(お)感と憎悪を滲(にじ)ませながら、ユージニアは言葉を続ける。

			「（砦の奴らも共犯だ。全員ではないようだが……油断した）」

			「（婚約者を襲撃って……何がしたいの？）」

			　イリアの質問に、ユージニアは笑う。たっぷりと皮肉を込めて。

			「（敵性国……ジュノービと通じた反逆者として拘(こう)束(そく)する、だとさ）」

			　彼女の様子から察するに、濡れ衣だろう。

			　そう予想しつつ、イリアはあらぬ方を見遣る。

			　やがて現れたのは、護衛らしき兵士を連れた一人の青年。そして、犯罪者のように拘(こう)束(そく)されて連行される、ユデンタと侍女だった。

			　ユデンタは、拘(こう)束(そく)されて並ぶ護衛隊の前に、代表者として座らされる。

			　対面するのは青年。彼の護衛や兵士は、ユデンタたちを包囲するような配置だ。

			「役者は揃ったな」

			　青年は満足げに一つ頷(うなず)いて見せ、それから仰(ぎよう)々(ぎよう)しく両手を広げて言った。

			「私の名はキャレブ・トーヴィー。セタサオーナ王国のトーヴィー公爵家が次男、キャレブ・トーヴィーである」

			　なぜ二度言ったし。

			　イリアは空気を読んで胸中で突っ込む。

			「安心したまえ。先にも言った通り、彼女を君たち騎士と同じように扱えるわけがないから室内で待機してもらった。それだけさ」

			　自分を睨(にら)みつける視線に気付いたキャレブは、視線の大本、ユージニアを見ながら肩を竦(すく)める。そしてさもどうでもいいと言わんばかりに視線を逸らし、隣にいたイリアを認めて目を見張る。

			「おや、まさか二度もエルフに会えるとは。これは、私に大儀を成せという人神様のお告げなのかな」

			　二度。

			　その言葉の意味を訊ねる間もなく、キャレブは言葉を続けた。

			「さて、そこのエルフ嬢なら知っているかな、これ」

			　これ、と言って掲(かか)げられたのは、一つの結石。

			　緑色に淡く輝くその結石には、びっしりと幾(き)何(か)学(がく)模様が描かれ、ただの結石でないことは一目瞭然。

			　イリアの目には、その効果の詳細が映し出されていた。

			「まず、君たちには自分たちの置かれた立場というものを理解してもらおうと思ってね」

			　男は結石を地面に置き、魔力を込める。すると幾(き)何(か)学(がく)模様が輝きを放ちだし、その矢先、一気に地面を抉(えぐ)って別種の幾(き)何(か)学(がく)模様を描き出す。

			　輝きは上空へと立ち昇り、一つの束となって収束する。

			　イリアと行動を共にしてきた者たちも、それが何の光なのかを知っていた。

			「召……喚……」

			「そう！」

			　現れたのは、広い修練場の四分の一を占めるような巨体。

			　長い首と尻尾(しつぽ)を持ち、背中には蝙(こう)蝠(もり)のような翼が一対。トカゲにも鰐(わに)にも似た頭部には天を突くような角が鋭く伸びている。身体を覆(おお)う鱗(うろこ)は光の加減で赤にも見える黒。

			　見る者に凍えるような寒気をもたらすのは、その圧倒的な威(い)圧(あつ)感からか、それとも嵐のようにすら感じる魔力の奔(ほん)流(りゆう)からか。

			「ドラ、ゴン……!?」

			　見間違う余地もなく、召(しよう)喚(かん)されたのは一頭の竜だった。

			　竜は苛(いら)立(だ)ったように唸りながら周囲を見渡すと、はたとその動きを止めた。

			　その一挙手一投足に注視するかのような捕(ほ)縛(ばく)者たちの面持ちを、キャレブは鼻で笑う。

			「貰った後すぐに喚んでみたんだけど、軽く暴れてね。今日は機嫌がいいみたいだから、君たちは運がいい」

			　妙なことをすれば暴れるよう仕向ける。

			　暗にそう忠告しつつ、歩き出してユデンタの前で止まる。

			　表情からは笑みが消え、そこには傷ついた心に苦悶する一人の青年がいた。

			「君は、ジュノービの貴族と通じていたようだね。貴族としてだけでなく、一人の女性としても」

			「なっ……!?」

			「知っているよ。その逢瀬の場所が、ケージュだったことも」

			　有り得ない。訳が分からない。

			　抗議の声を上げようとするユデンタに先んじて、まるで反論を潰すかのようにキャレブは声を上げる。

			「ああ、なんて酷(ひど)い女性だろう。僕はこんなにも君を愛していたのに。そんな僕を嘲(あざ)笑(わら)って、君はこの土地を、この国を、あろうことかあのジュノービに売り渡そうとするなんて！」

			　キャレブの言葉を理解するにつれ、動揺が伝播する。

			　だが、それはなぜそんなことを、という猜(さい)疑(ぎ)心(しん)ではなく、なぜそんなことに、という困惑からくる動揺だった。

			　ユデンタがそれだけ信頼されている証だが、そんなことはお構いなしと、キャレブはまるで苦しむかのように胸を押さえ、再び表情に苦悶を混ぜる。

			「君との婚約は破棄となるだろう……。君の家は取り潰しとなるだろう……。だけど心配しないでくれ。この土地は、僕がちゃんと奪い返してみせるから」

			　奪い返す？

			　ユデンタは目を見張る。その言い方ではまるで、奪われることが前提のようではないか。

			　直後に違う、とユデンタは気付く。

			　この男は、婚約を破棄したくてこのような茶番をしたのではない。

			　これは、自分(ユデンタ)に全ての罪を被せた上でジュノービに攻め込ませ、それを横から奪い取るための策謀。

			　ユデンタの目から、表情から、彼女がある程度察したことを認めたキャレブは、にっこりと笑って彼女に近づき、告げる。

			「この僕が、しっかりと統治して見せるから」

			　その耳元で愛を囁(ささや)くように。

			「だから……ジュノービ(あちら)で恙(つつが)なく暮らしてくれたまえ。……愛(あい)妾(しよう)として」

			「!!」

			　ユデンタはようやく全貌を察した。ジュノービと通じているのはこの男自身。

			　自分は目的のために……売られた。この男に。政略結婚とはいえ、婚約者であるこの男に。

			　その事実に気付いたユデンタは、顔を俯(うつむ)かせた。心にドロドロと湧(わ)き上がってくる感情が、あまりに重かった。

			　だがそれは、悲しみでも憎しみでもない。

			　ただ純粋でひたむきな、怒り。自身の欲のために多くの人間に犠牲を強いる蛮行への、怒りだった。

			「……証拠は」

			「？」

			「私が敵国(ジュノービ)と通じたという、証拠はあるのですか」

			　よほどユデンタの言葉が意外だったのだろう。

			　呆気に取られていたのも束の間に、キャレブは笑う。

			「立場が分かっていないようだね。まず君がやってないという証拠を挙げたまえよ。そうしたら」

			「ないのですね」

			「っ……」

			　キャレブは言葉に詰まった。自身の言葉を遮(さえぎ)る声に圧されたわけではない。

			　自分を射貫くような視線が、不可解だったからだ。

			　圧倒的な力を前にして、信じようとしていた者に裏切られて、なぜ折れない。

			　悲しみで鈍ることも、憎しみで濁ることもなく、なぜその目は真っ直ぐでいられる。

			　不可解なその目に、そして小娘に圧されてしまったというその事実に、キャレブは一つ舌打ちを置いてから、再び笑みを浮かべた。

			　ユデンタがどうであれ、状況は変わらない。時間さえ過ぎれば、それで証拠は完成する。

			　既成事実として。

			「どうやら、君は本当に状況を理解していないようだ」

			　だが、彼の笑みに以前の余裕はない。

			「ならば、こいつの力を思い知ってもらおう。……ああ、安心するといい。君の身体を傷つけるつもりはないよ。そうだな……君の大切な侍女と護衛騎士。どちらを失えば、君はより傷つくのかな？」

			　言いながら、嗜(し)虐(ぎやく)心(しん)が刺激されているのだろう。

			　余裕のなさに凄(せい)惨(さん)さが混じるその笑みは、元の端整な顔からはとても想像できないほど、酷(ひど)く醜い笑顔だった。

			　だが、それも長くは続かない。

			「……」

			　真っ直ぐに見据えてくるユデンタの目は、全く揺れずに自分を射貫いている。

			　状況は何も変わらない。

			　完全に、キャレブが優位なはずなのに。

			「ッ……!!　ころ――」

			「トーヴィー様!!　ご報告が!!」

			　激情に駆られたキャレブが「殺せ」と命じる直前、修練場の入口からやってきた兵士によってそれは遮(さえぎ)られた。

			　彼にとって、利用価値のある道具を失わずに済んだことは、幸運と言えるだろう。

			　しかしそれとほぼ同時に、彼は目の端で動くものを捉(とら)えた。

			　動いたものは見紛えようがない、ドラゴンの身体。

			　

			　ドラゴンが、暴走した。

			　

			　

			　喚び出された直後から、ドラゴンは考えていた。

			　なぜ、あの者は拘(こう)束(そく)されたままなのだろう、と。あの程度の拘(こう)束(そく)など、息をするように引き千切ることができるだろうに。

			　なぜ、未だに膝をついたままなのだろう。自らを竜一の博愛主義者(おくびょうもの)と嘯(うそぶ)く銀竜でさえ、竜以下の存在の前で膝をつくことを拒むというのに。

			　なぜ、なぜ、なぜ――。

			　困惑するドラゴンの思考は、一つの結論を導き出した。

			　

			　――あの者は今、力が使えないのでは？

			　

			　そう考えれば、全ての辻褄が合う。

			　そう考えて、舌なめずりしそうになるのをどうにか留める。今この時にそうであっても、明日には違っているかもしれない。

			　だが、ここであの者を倒せば、自身の評価はうなぎ登り。頭の固い古竜どもは自分の言を無視することはできず、その地位は確固たるものとなるだろう。

			　一度。一度きりだ。

			　その一撃に全てを込める。

			　ドラゴンは一筋の光明を見つけても、いきり立って闇雲な行動に出ないだけの冷静さ、狡猾さを持ち合わせていた。

			　

			　たとえその光明が、野球であらゆる球種、コースを打たれてグロッキー状態の投手が、ど真ん中へのストレートはまだ投げていないと活路を見出したようなものであっても。

			　たとえそれが、アイデアに詰まった作家が、先人が敢えてやらなかったネタを、誰もやっていないネタを見つけたとして欣(きん)喜(き)雀(じやく)躍(やく)と書き連ねるようなものであっても。

			　

			　そして、時は訪れる。

			　入口のドアが開き、闖(ちん)入者が出現。

			　闖入者がやってきた方向……背後にイリアの意識は向いた。

			　

			　――絶好の好機。

			　

			　ドラゴンが跳躍。同時に伸びた影がイリアに殺到する。

			　縦横無尽に迫る影の刃に死角はない。

			　宙に逃れれば塵(ちり)も残らない炎を浴びる。

			　もし凌(しの)がれたとしても、竜の巨体が圧殺する。

			　万に一つも揺るがない勝利にドラゴンは嗤(わら)う。

			　

			「……何で笑ってるんですか？　気持ち悪い」

			　

			　聞こえた声は、すぐそばだった。

			　いつの間に。

			　ドラゴンは全身全霊をもって迎撃に移る。――ことが、できなかった。

			『――ッ!?』

			　動かそうとした全身から返ってきた反応は、痛み。

			　声を出すことすら不可能なほどの、激痛だった。

			　何が起きたのか、赤黒の竜は必死に状況を確認する。

			　分かったことは三つ。一つは、自分が地にへばりついていること。もう一つは、周囲に破壊は一切起きていないこと。そして最後に、自分の顔が、踏みつけられているということ。

			　――何が起きた!?

			　ドラゴンは訳が分からなかった。

			　そして、それはその場にいた誰しもが感じたこと。

			　

			　ドラゴンが跳ぶと同時に縄を排除して跳躍。

			　放たれた影の刃と同じ魔力、規模の影の刃を放って相殺。

			　宙にいる竜を叩きつけ、飛行魔術でそれに追随し、墜落と同時にかかと落としによる気勁。

			　墜落の衝(しよう)撃(げき)は外に逃げることはおろか二十倍にも増幅し、竜の全身を襲った。

			　

			　その全てを認識できた者はおらず、全体を見ることができた者でもドラゴンが飛んだ直後に地べたに這(は)い蹲(つくば)っているようにしか見えなかった。

			　しかも、その竜を踏んでいるのは拘(こう)束(そく)されていたはずのエルフの少女。

			　意味が分からない。

			　そんな周囲の様子に気付き、

			「あ、どうぞ続けてください」

			　とイリアが言ったところで当然続けられるはずもなく。
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			　固まったまま動かない面々を見遣り、イリアは元凶……であるはずの満身創(そう)痍(い)な竜を半眼で睨(にら)む。ビクリと怯(おび)えるように身体を揺らす様を見て、さすがに戦う気は失せてしまった。

			「……まったく。ちょっとこれに話聞いてきますので、さっきの続きを――」

			「できるか！」

			　打てば響くようなユージニアの突っ込みだが、イリアは軽く拗(す)ねる。

			　ではどうすればいいのか。

			　事情があるならそれを聞かない限り動くことはできないというのに、話し合い（？）が再開される気配はない。

			（しょうがないね。うんうん）

			　ならば止むなし、と状況の変化を促(うなが)すことにした。

			　正確には、風の刃で全員の拘(こう)束(そく)を切断して解放。

			　竜を独力で倒すイリアが野放しになっている時点で、相手の戦力的優位は消えている。

			　実質は変わらなくとも、自分が動くことができるかどうかというのは、当人の精神に大きく影響する。

			　今回の形で言えば、奇襲により有利に事を運んでいたキャレブ・トーヴィー側はその有利性がなくなったことで精神的に不利となり、逆に持ち直したユデンタ側は精神的に有利となる。

			　それは状況が進むには十分な変化だった。

			　

			「よくもやってくれましたわね、キャレブ・トーヴィー様？」

			　

			　ドリル天を突く――もとい、怒髪天を突く。

			　ユデンタはゆらりとキャレブに近づきながら、言い募(つの)る。

			「驚きましたわ。私を悪し様に糾弾するくせに、証拠はこちらが示せ？　証拠っていうものは追及する側が調べあげて突き付けるものであって、追及される側が探して提示するものではないんですよ。証拠がなければただの妄想、言いがかりなんですよ分かりますか？」

			「ふ……ふざけるな！　私は公しゃべホォッ!?」

			　勢いに負けて尻もちをついたキャレブは、それでもなんとか言い返そうとしたが、ユデンタに顔面を蹴(け)られ、踏まれて言い切ることもできなかった。

			「公爵家に生まれたから何をされてもいいと？　でもあなた、継いでないですよね？　ただの公爵家の令息ですよね？　罪をでっちあげて不当に拘(こう)束(そく)した挙句、敵国に売り渡す手引きをしているだなんて、次男の勘当どころかトーヴィー家の存続すら怪しいのではなくて？」

			「うごご……！」

			　言葉攻めを受けながら、ぐりぐりと踏まれる大の男。

			　そのあまりの情けなさ、得も言われぬ哀愁漂う姿に、イリアは自身を省みてすっと竜から足を下ろした。

			「総員、この者たちを捕らえなさい」

			　ユデンタの言葉を合図に、次々と兵士たちが拘(こう)束(そく)される。

			　拒む素振りこそ見せるものの、これといった抵抗もせずに事が進んだのは、じっと状況を見据えるイリアがいたからだ。

			　下手に抵抗すれば確実に殺される。いや、抵抗する素振りを見せた瞬間に殺される。

			　それならば捕まって弁明の機会を得た方が百倍はマシ。皆(みな)がそう思った。

			「あなたは首都に送ります。私が敵国と通じ、また姦淫していたという証拠、見つかるといいですわね」

			　拘(こう)束(そく)されるキャレブに汚物を見るような視線を投げかけながら、ユデンタは告げる。

			　

			「でないとあなた、罪人確定ですもの」

			　

			　ぎゃあぎゃあと喚く男も含め、全員砦の牢に放り込むよう指示を出したユデンタは、すっかり人のいなくなった修練場で大きく身体を伸ばした。

			　それは拘(こう)束(そく)されていた身体を解すというより、纏(まと)わりついていたものからの精神的な解放によるものであり、伸びを終えて一息吐いたユデンタの顔は、いつになく晴れやかだった。

			「イリア、ありがとう」

			「はい？」

			　唐(とう)突(とつ)に振られたイリアは何に対しての感謝なのか分からず、首を傾げる。

			　竜を倒そうが全く変わらないその態度に、ユデンタはおろか彼女の護衛として残っていた女性騎士や侍女もまた、ようやくのように笑みを浮かべていた。

			「お嬢様」

			　そんな緩(ゆる)い空気の中で最初に声を発したのは、牢への移送を完了したらしい男性騎士の隊長だった。

			　今後について一刻も早く行動を開始したいが、今は伯爵公認のユデンタ率いる使節団の隊長であり、最も高い指揮権を持つユデンタに無断で行動を起こすことはできない。

			　そんな事情はユデンタも重々承知のこと。

			「まずお父様に連絡を。国王へのご連絡も同時に行いたいけれど、さすがに私が判断するにはことが大きすぎますから」

			「承知しました。各地の代官へはいかがいたしますか？」

			「ケージュ以外はお父様にご判断を仰(あお)いでからで構わないわ」

			「ハッ」

			　隊長は部下へと指示を送り、それが終わったのを見計らいユデンタは隊長やユージニアたちに問う。

			「まず貴方たちの判断を聞かせて。ケージュにやってくる敵にはどう対応したらいいと思う？」

			　迎撃か、放棄か。

			　砦に残る戦力を考えた場合、迎撃するには敵の数が不明瞭すぎる。

			　放棄する場合には、砦をそのまま使用されないよう手を打つ必要がある。

			　そういった判断を、門外漢なユデンタには下せない。

			　それを自覚して意見を仰(あお)ぐことができているのだから、上に立つ器なのだろう。

			　そのことに嬉しさと寂しさのようなものを感じつつ、口を開いたのは侍女だった。

			「お嬢様、雪もまた降り出しそうですし、会議室をご使用になられてはいかがですか？」

			「……そうね。ありがとう」

			　非常時による興奮で気付かなかったが、確かに体は寒さを訴えている。

			　冷え切ってしまう前に急ごうとして、ユデンタは足を止めた。

			「……その竜はどうなさいますの？」

			　全員の視線が竜に、そしてイリアに集中する。

			「んー、ちょっと聞きたいことがあるので、お話ししてから帰すなり処分するなりしようと思います」

			　処分。

			　その言葉を聞いた瞬間震え始めた竜に憐(れん)憫(びん)の視線を向けつつも、他にどうすることもできない非力な身としてイリアに任せることにした。

			　他のギルド員は依頼主であるユデンタに付いていくことにしたようで、彼女の後を追って建物の中に消えていった。

			「さて、と。ちょっと聞きたいんですけど」

			『私に答えられることであれば、何なりとお聞きください』

			　すっかり従順になった態度は無視。

			「あの男の言ってたエルフって知ってます？」

			『いえ、皆目見当つきませぬ』

			　惚けているのかとも思ったが、すっかり遜(へりくだ)った様子の竜にそんな雰囲気は感じられない。

			　では、そのエルフが契約を仕組んだわけではないのか。

			　キャレブの口ぶりからすれば今回の件に関わっているのは確実だが、竜との契約に関わっていないとなると、人間同士の政治に関わっていたことになる。

			（……まぁいっか）

			　排他的で里から出ないエルフといっても、ウィンディア族長連邦のような例外もあるのだから、杓子定規に考える必要はない。

			　なにより、里のエルフがどうしようと関係ないのだから、同じようにそのエルフが何をしようと関係ない。

			「んー、じゃあ皆のところに行こっかな。あなたはどうします？」

			　どう、とは勿(もち)論(ろん)皆のところに行くかどうかの確認ではなく、ここから去るか、もう一戦（笑）するか、という意味だった。

			　まさにデッドオアアライブ。結果の分かり切った勝負を仕掛けるつもりはない。

			『何卒、貴方様の配下に――』

			「嫌です」

			　即答された。

			　そのあまりの早さに、二の句を継げない竜にイリアは言う。

			「あなた、最初から私のこと警戒してましたよね？」

			　屈強な身体を持つ者や、あからさまな敵意を露わにする者ではなく、屈強でもなく敵意もなにも持たなかったイリアを警戒する。

			　それはつまりイリアの力を察していたからに他ならない。……とイリアは考えたが、竜を目の前に拘(こう)束(そく)されている状況で平然としていることは、憤怒や悲愴で意識を保つよりも断然難しい。

			　先の言葉は正(せい)鵠(こく)を射ていたが、普通の人間であっても彼女を警戒するだろう。

			　今回は竜を味方にするという状況が慢(まん)心(しん)を呼び、素人にも分かるほどの殺気を放つユージニアや視察団護衛隊長という、分かりやすい警戒対象がいたために見つからなかっただけ。

			「私の目は誤(ご)魔(ま)化(か)せません」

			　キリッとしながらの発言だが、仄かな残念さが残る。それがイリアという少女である。

			「だというのに、あなたは私が隙を見せたと思い仕掛けてきた。そんな面倒くさ……厄介な存在を、そばに置けると思いますか？　契約って、あなたの身の安全を保障するためにするものじゃないんですよ？」

			　本心すら見抜かれ、竜は返す言葉がなかった。

			　彼女らしくない。面倒事を厭(いと)うがゆえにどこかすっぱりとした物言いが多いイリア。そんな彼女が言葉という刃で詰問する姿を見れば、彼女を知る人間はそう思うだろう。

			　イリアが無意識の中に覚えていた感情……それは怒り。

			　親しい者が不当に拘(こう)束(そく)されたから、ではない。そんなものは簡単に払ってしまえる。

			　親しい者が理(り)不(ふ)尽(じん)な暴力に曝(さら)されかけたから、でもない。本当に危険が迫れば、実力で排除する準備はできていた。

			　ではなぜか。

			　先程の対立……罪をでっちあげてまで婚約者を蔑(ないがし)ろにする男性貴族と、それに真っ向から向き合う婚約者の女性貴族。それは、前世で読んだ「ざまぁ」を旨(むね)とする物語のようだった。

			　だというのに。

			　だというのに、だ。

			　キャレブは竜の助力を得たことで気を大きくしただけの小物。大した問答もなく、ユデンタに一蹴されるその様は、むしろ彼女の有能さを引き立てることもできなかった。

			　もしかしたら、竜が暴走さえしなければ、見事なカタルシスで「ざまぁ」な展開でメッタメタのメメタァにしていたかもしれない。あのツインテールなドリルを振り回し、「婚約者は死んだ！　もういない！」とかっこよく仁王立ちする姿が見られたかもしれない。

			　それが歯痒かった。無意識の中で。

			　ユージニアが知れば、「そんなことであの状況を静観していたのか」と説教されること請け合い。自業自得、身から出た錆(さび)である。

			「ということで、あなたの申し出は却下です」

			『畏(かしこ)まりました……』

			　見るからにしょんぼりと項垂れる竜。

			　それを見て、「言いすぎたかな？」と思ってしまう甘さは、美徳か短所か。

			「どうしてもというなら、せめて可愛くなってください。そう！　姿が変えられないのなら、手の平に乗る大きさに変わるとか！」

			『ハハァ!!』

			　竜は、まるで土下座するように頭(こうべ)を垂れた。

			「え、やるの？」

			『是(ぜ)非(ひ)もなく!!　然らば御前を失礼いたす!!』

			　目を爛々と輝かせ、竜は飛び去って行った。

			　逃げるための演技であっても、元から逃がすつもりであったため、問題はない。

			　しかし、先程の目は、確実に体を小さくする術を得て、戻ってくるという強い意志を湛(たた)えていた。

			「……ま、いっか」

			　イリアは踵(きびす)を返し、ユデンタたちの下へ向かう。

			　一方、竜は考えていた。

			　どうすれば身体を小さくできるのかを。どうすればこの誠意をあの者……あのお方に伝えることができるのかを。

			　そして、小さくなった身体で、墜落した時のような衝(しよう)撃(げき)を受けたらどうなってしまうのか。

			　再び踏みつけられ、蔑(さげす)むような視線で見下されたらどうなってしまうのか。

			　ああ、想像するだけで身悶えてしまう。

			　

			　――早く踏まれたい！

			　

			　残念な性格だった竜は、残念な性格と性癖をもつ竜となっていた。

			　変態竜に幸あれ。

			　

			　

			　会議室に向かったイリアが入室すると、ユデンタを始めとする面々は休憩をとっていた。

			（巧(こう)遅(ち)は拙速に如(し)かずっていうけど、こっちの戦力は限られてるしね）

			　相手は遠く海を経てやってくる。

			　海上へ迎撃に出ないのなら、焦って事を決める必要はない。

			　焦るばかりで時間を浪費すれば、それこそ拙速云々の目的である『戦いの長期化の回避』が果たせず、戦力(兵士)の消耗(疲弊)を招いてしまう。

			　そんなわけで採っていたこの休憩で、昂(たかぶ)っていた精神は落ち着き、拘(こう)束(そく)から移動と続く疲労で鈍った思考を僅(わず)かにでも回復することができた。

			「では、始めましょう」

			　上座に座ったユデンタの声で、室内の空気が水を打ったように静まり返る。

			「まずは偵察隊を出しますか？」

			　航路こそあるものの、疲労もあり、どこを通って来るのか分からない海で、偵察の船を出せるほどの余裕はない。魔術で飛ぶにしてもそれは同じ。

			　魔力という限界があるため、策を立てるために敵情を知る、という速度と正確さを求めるには飛行魔術を使える人間もその魔力量が足りず、砦とユデンタの戦力では初めから採りようがない案だった。

			　そしてもう一つ。その問題点を挙げたのは隊長だった。

			「偵察に出れば、こちらが気付いたことを相手が察する可能性があります」

			　軍属と分からないよう変装しても、そこで引き返しては相手が違和感を覚えてしまう。

			　或(ある)いは、目撃者の排除に出るかもしれない。

			　初めから戦う気で来ている連中だ。偵察隊が不利になるのは目に見えている。

			「威力偵察にされてはどうでしょう」

			　敵に気付かれないよう偵察するのではなく、船に一撃を加えることで消(しよう)耗(もう)を強要する。

			　ユージニアの提案に、隊長は否定せずとも肯定もせず、ユデンタに言った。

			「敵は、あのお坊ちゃんが迎え入れてくれると考えているはずです。ここは敢えて、砦内に誘き寄せてはいかがでしょう」

			「正気ですか隊長！」

			「敵にみすみす拠点を与えるなど……！」

			　次々と上がる動揺の声を止めたのは、ユデンタの一声。

			「落ち着きなさい」

			　たったその一言で、再び会議室は落ち着きを取り戻す。

			　まるで歴戦の軍師である。

			「明け渡すのではなく、誘き寄せると言いましたね」

			「はい」

			　特に驚くでもなく平然と、ユデンタなら気付いて当然とばかりに首(しゆ)肯(こう)する。

			　接した時間は少なくとも、窮地に陥(おちい)って見せた彼女の一連の胆力は、歴戦の騎士をして仕えるに値すると思わせるに十分だった。

			「敵が警戒しないよう、偵察や迎撃の類(たぐい)は一切避け、敵を砦内に誘導します。抵抗がなければ、敵は計画通りに事が運んでいると勘違いするでしょうから。……そして、油断したところを殲(せん)滅(めつ)する」

			「……反論や他の案はあるかしら？」

			　異論は挙がらず、基本方針は決まった。あとは具体策を練るばかり。

			　キャレブがどの程度敵国との信頼関係を築いているかは分からないが、少なくとも、祖国を裏切るような人間に全幅の信頼を寄せている、ということは有り得ないだろう。

			　だからこそ、敵の警戒心を刺激しないのは大前提。油断を誘うことができれば最上だ。

			　また、敵の将が愚(おろ)かではなく、さらに慎重な性格だった場合、船から降りずにキャレブを自陣である船に招き入れて事を運ぶ可能性もある。

			　その場合は海中から船底に穴をあけることにした。

			　敵が全員上陸した場合に封じ込めるため、潜水と海中からの攻撃ができる人員を沖合に潜伏させる必要があるだろう。

			　こうして、彼らは作戦を煮詰めていく。

			　

			　

			　翌日、未だ砦にいた面々は、突然の来訪者に騒然となった。

			　報告を聞き、急ぎ会議室へと向かったユデンタが見たのは、昨日彼女が座っていた席に腰を下ろす、一人の少年。

			　金髪に赤い目をしたその少年を見るなり、ユデンタと彼女に追随する侍女は礼をとる。

			　その形は、最敬礼。

			　対する少年は立ち上がり、彼女に柔和な笑顔を向ける。

			「無事でよかった、アルバーティ嬢」

			「お気にかけていただき、恐悦至極に存じます。……アルベルト殿下」

			　アルベルト・ヴェルナー・ロウ・ツォレルン。セタサオーナ王国の第三王子である。

			　その容貌は、まさに王子様。

			（おほー）

			　会議室の隅(すみ)でその様子を見ていたイリアは、二人の並ぶ姿に胸中で感嘆の声を漏らした。

			　まるで少女漫画のワンシーンのようではないか。いや、少女漫画にしてはユデンタの髪型が特徴的すぎてヒロインっぽくはないが、むしろヒロインのライバルっぽいが、ともあれ王子様とご令嬢だ。

			　見てみたかった光景の一つを見て喜ぶ一方で、イリアは思う。

			　悔(くや)しい、と。たとえその可能性が低くとも、たとえその原因が自分だとしても、イリアは悔(くや)しがらずにはいられなかった。

			（あんのドラゴンめぇええ）

			　あのドラゴンが暴走さえしなければ、囚われのお嬢様を救出する王子様が見れたかもしれないのに、と。

			　そんなイリアのアホな無念はさておき、アルベルトは先遣隊を率いてこの砦にやってきた事情を改めて話す。

			「トーヴィー家の計画を察知してね。当主と嫡男の方は七日ほど前に捕(ほ)縛(ばく)したんだが、次男坊はすでに発った後だった」

			　急ぎ送り出したアルバーティ領へと先行する部隊が、ユデンタの放った伝令と出会い、この砦に向かった。だが、敵国を招くのであればケージュ砦が最も適しており、一日や二日はずれただろうが、やがて到着していただろう。

			　だからこそ、イリアが口惜しく思っているのだが。

			「君たちの策は聞いたよ。今、トーヴィーの次男坊に尋問を行ってるから、改めて話し合おう」

			　昨日のうちに尋問は行ったが、やはりその手に長じた者が引き出した情報の方が、より正確さが期待できる。先遣隊の指揮権を持つとはいえ、アルベルトはトーヴィー家の上に位置する者として、堂々とキャレブを捕(ほ)縛(ばく)するために同行した形だ。

			　実際に指揮を執るのは明らかな威(い)厳(げん)と威(い)圧(あつ)感を放つ壮年の男性だ。

			　そして、数分後に入室してきた者から王子や男性へと報告書が渡され、再び会議が始まる。

			　

			　

			　口火を切ったのは、王子の目配せを受けた男性。

			「まず、我々の考えから述べるが。基本的な策はアルバーティ嬢らが練ったものを支持する。そこに、我々の持つ情報を加味し、煮詰めたく思う」

			　同じ軍に所属するとはいえ、護衛として組まれた者たちと、先遣隊に選ばれた者たちとはその能力や実績が大きく異なる。

			　そのためユデンタを始め護衛隊の面々から異論は上がらず、その様子に一度頷(うなず)いて見せてから男性は言葉を続けた。

			「我々がトーヴィー家の屋敷から押収した書類と、当主、それから先程の尋問から得た情報から、迎え入れる際に――」

			　軍が有能なのか、それとも反逆者が無能なのか。

			　ユデンタを人質に取られかけた時点で完璧とは言えないが、話を聞く限り、少なくともこれ以降下手を打つとは考えにくい。

			（静観でいいかな）

			　ゲネクトのように変に目立って、妙な柵(しがらみ)を作ることは本意ではない。

			　勿(もち)論(ろん)、時すでに遅し、今更何言ってんの状態ではあるが、彼女の胸中に対して突っ込む者がいるはずもない。

			「――、そちらのお嬢さんにも話を聞きたいのだが、よろしいか」

			「はい、なんでしょう」

			　ある程度話がまとまったところで話を振られ、承(しよう)諾(だく)する。

			　その視線には僅(わず)かな剣(けん)呑(のん)さが感じられた。

			　見れば、同じような面持ちの人間は先遣隊としてやってきた者だけで、昨日より前から顔を合わせた者はどこかバツの悪そうな表情に見えた。

			　なぜ、と改めて思うまでもなく、理由は一つしかないだろう。

			「単刀直入に聞くが、トーヴィー家と接触していたエルフに心当たりはあるかね？」

			「ありません」

			　予想していたイリアに動揺はない。

			　だが、その一言で納得できるのであれば、そもそもこの場で問い質したりはしない。

			「……ウィンディアにいると聞くが、あの国は特殊で我々一般人が訪れることはないからな。エルフは物語の中だけで生きる存在だと考えている者がほとんどといっても過言ではない」

			　何度目だこの話題。

			　貼り付けた顔の奥で呆れるイリアをよそに、男の言葉は続く。

			「そんな種族が二人もこの国を訪れる。これを偶然と片付けられるほど、我々軍人は気楽に生きられないのだ」

			「そう言われましても、ギルドから回された依頼を受けただけなのですが」

			　偶然訪れたわけでもない。

			　とはいえ、キャレブの行動がユデンタの視察に合わせて行われたことを考えれば、それも逆に意図的と捉(とら)えることもできる。

			　納得しない男性に異論を挙げたのは、ユージニアだった。

			「ドラゴンを倒したのは、他ならぬイリアです。計画に加担していたのなら、それは矛盾しているのではないのでしょうか」

			「そこがそもそも疑問なのだ。実際に倒した瞬間を捉(とら)えられたわけではないのだろう？　演技ではないのか？」

			「わざわざドラゴンを倒す演技をしてまで得られるものはないと思いますが」

			　私のために争わないで！　といえばこの場が和むだろうか。

			　堂々巡りの論議に白け始めたイリアは、他人事のように余(よ)計(けい)なことばかり考えていた。当事者なのに。

			「彼女の人格は私が保証します」

			　ユデンタの声が会議室に響き、場の発言がぴたりと止まる。

			　凛(りん)として、揺るぎない眼差しを湛(たた)えるその態度に、先遣隊の人々は自らが抱いていた猜(さい)疑(ぎ)心(しん)に疑いを持った。

			　

			（（（　人格……？　）））

			　

			　三名ほど、大いに疑問を抱いていたが。当然、その三名の中に本人も含まれている。

			「短くとも、密度の濃い時間を過ごしてきた貴女方だからこそ、分かることもあるのだろうね。分かった。君の言葉を信じよう、ユデンタ」

			　爽(さわ)やかな笑みでアルベルトはユデンタの言葉を信用する。

			「殿下……ありがとう存じます」

			「うん。とはいえ、それだけの戦力を持つのなら、期待してもいいのかな、イリアさん」

			　が、さすが王族というべきか。

			　信用してほしいなら一緒に戦え。その言葉にユデンタは瞠目した。

			　最上級の譲歩を引き出せただけマシかもしれない。そう考え、完全にかばいきれない自分の弱さ、悔(くや)しさを押し殺した。

			「いえ、私はこの国の軍人じゃありませんし、ユデンタ様の護衛が仕事ですから」

			　やりませんよそんなこと。

			　言外にどころか真正面からの拒否に、全員がぎょっとした。あまりに率直な物言いに、アルベルトや実質の指揮官らしき男性も呆気に取られる。

			　イリアとしては、アルベルトの案は下策も下策、最悪な展開しか想像できなかった。

			　本気を出せば、向かってくる軍隊どころか一国だろうと制圧できる。

			　だがそんなことをすれば、活躍する兵士たち、そしてそれを指揮する王子様と、その様を横で見ているご令嬢という局面は起こり得ない。

			（せっかくいい感じでシリアスっぽいのに！）

			　危機からの逆転は物語の王道だ。

			　本当に危険となった場合の助力ならば吝(やぶさ)かではないが、最初から戦力として組み込まれるなんて真っ平だった。

			　とはいえ、このまま完全に拒否しても角が立つのは事実。

			「私は遠目が利きますので、相手が察知できない範囲から接近に気付くことができます。ですので、監視は任せてください。あ、海を泳ぐことのできる使い魔もいますし、そちらを召(しよう)喚(かん)しましょうか」

			　言うや否や、イリアの足元に陣が発生。

			　現れたのは、カモノハシによく似た神(しん)獣(じゆう)。だが抱えられるほどの大きさしかなく、現に召(しよう)喚(かん)されるやイリアに向かってよじよじと登ろうとするがなかなか登れず、抱きかかえられて一息吐く様に数人がほっこりした。

			「勿論、この子だけじゃありませんけど」

			「いや、しかし……」

			　これまで矢面に立ってイリアを詰問していた男性も、イリアの提案を蹴(け)ることができない。

			　本音を言えば、未だ確信を得るに至っていないイリアを監視に回したのでは、最悪の場合、敵の発見を知らせずに接近される可能性があったからだ。

			　しかし、それを口にすることはできない。

			　その理由は王族や貴族の柵(しがらみ)の一つ……発言を簡単に撤回できないという在り方にあった。

			　一度アルベルトが「信用する」と言ったのだから、それを否定するようなことは周りの人間も、本人すらも言うことはできなかった。

			「……監視の任を認めよう。ただし、他の人員もつけるぞ」

			「勿(もち)論(ろん)、よろしくお願いいたします」

			　恭(うやうや)しく礼をとるイリアに、思わずユージニアは安(あん)堵(ど)の息を吐いてしまった。

			　その後も会議は続いたが、終わった後で彼女の雷が落ちたことは言うまでもない。

			　

			　

			　そして、その翌日。彼らはやってきた。

			「来ました」

			「本当か……!?」

			　先遣隊の一人である別の監視員は疑うような声を上げるが、それも無理はない。

			　夜も深い時分、ともすれば声が届く範囲の人間も見失うような暗闇の中だ。

			　海の先にいるという船影を見つけるなど、目がいいとかそういう次元の話ではない。

			「はい。使い魔からも報告が来ています。明るくなる前に港につけるつもりみたいですね」

			　使い魔云々は信憑性を高めるための嘘。無茶な要求をするつもりはなく、とうに帰還させている。

			　相手は巡回を避けるためにトーヴィー家から提供された情報をもとに進んでいたため、航路も判明しているので、海に出ている使い魔ならば見つけてもおかしくはない、と考えるからだ。

			　ともあれ、海を隔てているというのに、キャレブの決起から逆算すると随分早い。

			「よっぽどこの国の土地が欲しいんですね」

			　欲深いと呆れればいいのか、その行動力を感心するべきか。

			　どこか他人行儀なイリアとは違い、この国に住む者、この国の安全のために戦う人間にしてみればたまったものではない。

			「……報告に行く。あんたもだ」

			「分かりました」

			　敵船の接近を知らせると、暗さと早すぎることに訝(いぶか)るアルベルトだったが、外れたとしても予行練習と考えればいいと割り切り、作戦の発動を決定。

			　キャレブから得た情報通りに砦内へと誘導する者。砦に潜伏する急襲部隊。停泊する船を破壊する潜水部隊。混乱に乗じて突入する本隊。

			　接近の察知が速かったため、かなり余裕をもって配置に就くことができた。

			　あとは敵が来るのを待つばかり。

			　場慣れした者ばかりだからか、臨戦態勢は崩さず、疲(ひ)弊(へい)しない程度の緊張感を保っている。

			　そんな様子を、イリアは本隊からも離れたユデンタたちと共に眺めていた。

			（来た）

			　遠く、しかし常人にも視認可能な距離に、ごくごく小さな船影が姿を現す。

			　念のためと物陰にユデンタが移動するのに従いつつ、千里眼を使って動向を見据える。

			　領海侵犯に侵略行為、そしてトーヴィー家との密約。事ここに至っては、警告を発する意味もない。

			　偵察らしき魔術師が数人船から飛び立ち、砦へと向かってくる。

			　最難関で最も重要な第一段階。イリアから逐次報告を受けるユデンタも、次第に緊張の色が強くなっていく。手を組んで目を伏せる様は、まるで誰かへと祈りを捧げているようだ。

			　偵察隊に合図を送り、受領したらしい彼らは一度砦の上空を旋回。船へと帰還する。

			　取り敢えず気付かれずに済んだが、まだ気は抜けない。

			　徐々に近づいてくる敵船群。

			「……は？」

			　イリアは、その目に映ったモノに思わず声を漏らした。

			　驚くイリアという珍しいものを見て、ユデンタは無意識に物陰から顔を出してその視線の先を追った。

			「どうかし――」

			　理由を訊ねようとした彼女の言葉は、最後まで声にならなかった。

			　ユデンタの目に映ったのは、隆(りゆう)起(き)する海面。

			　高波や津波ではない、明らかな異常。だが、その原因もすぐに判明する。

			　

			　盛り上がった海面の頂点を裂くようにして現れた、槍(やり)。

			　それが背びれだと気付いたのは、しなる鞭のように波打って本体が海を割って現れたからだ。

			　蛇のように長い身体は銀色で、胸(むな)鰭(びれ)は翼のように左右へと大きく広がる。頭部は蛇でも魚でもなく、鋼で作られた猛禽類の嘴(くちばし)で、顔全体を覆(おお)っているようにも見える。

			　その身体はあまりに大きく、海から顔を出した拍子に起きた波の動きだけで、近くにいた船を全て飲み込んでしまうほど。

			　

			　そう、敵船は全て沈没した。

			　魔術を使えば助かったかもしれないが、ろくに魔術を発動する間もなかっただろう。

			（……なんで、敵すぐ死んでしまうん……？）

			　なんて呆気ない、そしてなんて不条理な結末。

			　激闘の末に勝利した王子は、ユデンタとともに夜明けを迎える――。

			　望んでいたものと全く異なる展開に、イリアは呆然と立ち尽くした。

			　そんな彼女をよそに、まるで天災のようなその存在は、海上にその巨躯を起こしたまま進み始める。

			　進行方向には砦。

			　潜水部隊は上陸し、奇襲部隊は隠れるのをやめ、砦で本隊と合流する。

			「……私たちも合流すべきかしら」

			「いえ、かえって混乱が増えるだけかと……」

			　止めるべきか。そもそも止められるのか。砦の人々は、見るからに混乱していた。

			　そんな中、複数の男が砦から彼女たちの下へ向かってくるのが見えた。

			　うち一人はアルベルト王子。その姿を認めて、ユデンタたちに緊張が走る。やがて彼女たちの下に辿(たど)り着いた王子は、馬を降りてユデンタと正対する。

			「見て分かるだろうけど、予想外の事態になった。君は避難を」

			「……はい。殿下はどうなさるのですか？」

			「私は砦に残り、指揮を執るよ。それが任務だし、放置はできないからね」

			　一切の混乱や悲壮さを感じさせずに言い切った王子は、次いでイリアへと顔を向けた。

			「イリア嬢」

			「……なんでしょうか」

			「力を貸してほしい」

			　ただ真っ直ぐに頭を下げる王子に一同は息を飲み、イリアはただでさえ崩れ落ちたくなる心を叱(しつ)咤(た)してどうするべきか思考する。

			　そんな折、遠くから声が聞こえた。

			　

			「――ァちゃ――ん。お―――い」

			　

			　声のする方を見れば、駆けてくる一人の少女が見えた。

			　幻術がかけられているが、イリアが見間違うはずもない。

			「セイレン……あっちはどうしたの？」

			「うん、それなんだけどね」

			　耳元で事の顛末を話すセイレン。

			　要約してしまうと、その内容は一つ。

			　あの巨大な生物は、神(しん)獣(じゆう)……鱗(うろこ)持つ海の王者と呼ばれる存在だった。

			　鱗(うろこ)（以下略）はセイレンの力で一時的に問題の解決を引き延ばすことができたものの、根本的な解決には至らず、より強い力を持つイリアの力を求めた。

			　その結果が、現状である。

			「……お待たせしました。私も砦に向かおうと思います」

			　ドラゴンを足蹴にする様を見ていた者は当然として、王子もまた、僅(わす)かに安(あん)堵(ど)の表情を見せる。

			　しかし、一人だけ異なる感情を見せる者がいた。

			「なら、私も向かいますわ」

			「お嬢様!?」

			　ユデンタの言葉に、侍女やユージニアが表情を驚(きよう)愕(がく)に変えた。

			　当然それは王子も変わらず、異を唱えようとした矢先にユデンタの声が重なる。

			「彼女は私が雇った人間です。状況が変わったからとて、その身柄の責任を負うのが私たちの役目。……あの生き物が破壊を為そうというのでしたら、今、こうしてお話ししていることもできないはずです。きっと大丈夫ですわ」

			　決意のこもった表情、口調から一転、朗(ほが)らかな笑みを浮かべられては、何と言って思い直すよう説けばいいのか彼らには分からなかった。

			「……分かった。でも、すぐに逃げ出せるよう準備だけはしておきなさい」

			「ご配慮を賜り、恐悦の限りでございます」

			　

			　

			　その後、侍女には逃げるようユデンタが諭したものの、「お嬢様が向かわれるのであれば、私が行ってはならない理由はないはず」と逆に言いくるめられ、結局全員で砦に向かうこととなった。

			　辿(たど)り着いた砦の空気は、どこか弛緩しているようにも感じられた。

			　人間や魔物であるならまだしも、到底力の及ばない存在を相手にするのだから、無理もないことなのかもしれない。

			　港に出ると、鱗(うろこ)（以下略）は顔をイリアに近づけ、まるであらゆる角度から検分するかのように、顔を揺らす。

			『おぬしがイリアとかいう者か。……ふむ成程、確かに凄まじい力を感じる』

			　満足したらしい鱗(うろこ)（以下略）は顔を定位置に戻し、若干歓喜を込めた口調で言った。

			『我を助ける任を与えよう。さすれば――』

			「ははっ」

			　イリアは笑う。

			　……彼女は限界だった。

			　上から目線の物言いにブチ切れたイリアは、一瞬にして鱗(うろこ)（以下略）の眼前に跳躍。

			　

			「何様か――――――――――!!」

			　

			　横っ面を思い切りぶん殴り、鱗(うろこ)（以下略）の頭部は人々の視界から消えた。

			　衝(しよう)撃(げき)のまま、巨体が海に叩きつけられたことで上がる巨大な水柱。

			　そのまま一旦は水没。気を失っているのだろう。ぷかーっと浮上した後は、ぷかぷかと水面を漂っている。

			　頭部は身体に別れを告げることもなく飛んでいったにも拘(かかわ)らず、息があるのはさすが神(しん)獣(じゆう)、さすが王者というべきか。

			　水柱の後に降り注ぐ海水や、海に倒れこんだことで起きた波も鬱(うつ)陶(とう)しそうにイリアに制御され、ついでのように沖に流されるその姿は、どこか不憫に思えた。

			　それらの処理を終え、再び港に降り立ったイリアは気が晴れたように一つ息を吐いて一言。

			「解決しました」

			「そんなわけあるかぁ！」

			　安定のユージニアによる突っ込みに、イリアは思わずにへらと表情を緩(ゆる)ませた。

			　イリアの力を見ても、変わらず接してくれることが嬉しい。

			　そんな彼女の胸中を知ってか知らずか、ユージニアはその緩(ゆる)んだ両頬を摘まむ。

			「す・こ・し・は・じ・ちょ・う・し・ろ！」

			「うぇーい」

			「まぁ、先程の物言いは少々苛(いら)立(だ)ちましたし、当人であれば仕方ないと思いますわ」

			「絶対もっと上手くできるのにやらないんですよ、この子は！　なんだこのモチモチのほっぺたは！」

			　ユデンタの言葉を否定はしないが、それでもユージニアの説教は止まらない。ついでに脱線するのもいつも通り。

			　彼女たちの様子を見て気が抜けたのか、近づいてきたのは王子だった。

			「助かった……と言っていいのかな、イリア嬢」

			「あい、ひっへひひほおほひはふほ」

			「……放しなさい、ユージニア」

			　解放された頬をさすりながら、イリアはもう一度答える。

			「言っていいと思います。高慢ちきな性格なのに助けを求めるほど、切羽詰まっているのだと思いますし、後でちゃんと話を聞きますから」

			　後で。

			　今受けている、ユデンタの護衛を終えてから、という意味だろう。

			　ギルドに所属する者としては正しいかもしれないが、その優先順位は正しいのだろうか。

			　なにせ、相手は人間個人よりもよほど格上の存在だ。

			　もし、多くの人々、国、世界に影響を及ぼすような問題なら？

			「……いいえ、イリア。あなたとの契約はここで終了とします」

			　同じ懸(け)念(ねん)を抱いたのか、軽く目を見開きこそしたものの、異を唱える者はいない。

			「もともと、視察はこの領を出るからこそ許された我(わが)儘(まま)だもの。婚約が破棄された今、私は大人しく屋敷に戻りますわ」

			　これが雇い主として、貴族として正しい選択のはずだ。

			　なのに、どうしてこんなにも心にしこりのようなものを感じるのだろう。

			　だが見ない振りをして、ユデンタは侍女に目配せをする。

			　彼女から受け取った紙は、万が一に備え敵船が来る前に用意していたもの。

			「完了書ですわ。これで問題ないでしょう」

			　ユデンタがギルドへの完了報告を怠(おこた)るとイリアが疑っているわけでも、疑われるとユデンタ自身が思っているわけでもない。

			　それでもこうして直接渡したのは、懸(け)念(ねん)材料を減らし、イリアにすっぱりと切り替えてもらおうという配慮だった。

			「承知しました」

			　苦笑気味に微(ほほ)笑(え)み、書類を受け取るイリア。

			　が、ユデンタは紙を離さない。そんな彼女の行動にイリアが首を傾げたのも束の間。

			「……暖かくなったら」

			「？」

			「暖かくなったら、あ、あの水着をお持ちなさい」

			　何を言ってるのか分かっているんだろうか。

			　そう考えたイリアだが、少女の顔の赤さを見てその誤解は消えた。いいの？　と周囲を見るが、訳が分からない王子はさておき、侍女やユージニアは彼女の意図が分かるらしく、止めたくとも止めにくい。そんな様子だ。

			「わた……私とユージニアがしっかり見分して差し上げますわ！」

			「え!?」

			「これまでなかった代物ですもの！　最先端を尊ぶ貴族として捨ておくわけにはまいりません！　それだけですわ！」

			　巻き添えを食らうらしいユージニアは、突如挙げられた自身の名前に驚いていた。

			　しかしそんな彼女をよそに、思い出したかのようにツンデレなセリフを披露するユデンタ。

			　彼女の顔は依然として赤く、とても平常心から出た本心には見えなかった。
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			（……ほんとは着てみたかったのか）

			　破(は)廉(れん)恥(ち)と言ってしまったものを、着たいと言うのは確かに恥ずかしい。

			　違う、そうじゃない。

			　侍女やユージニアが聞けばそう訂正していただろうが、胸中の声は聞こえない。

			　考えが間違っていてもいなくても、イリアとしては歓迎すべき提案だ。

			「分かりました」

			「約束ですわよ！」

			　矢継ぎ早に紡がれた言葉に、イリアは目を瞬かせた。

			　約束。それは面倒事や厄介事を避けたがる彼女にとって、ただの柵(しがらみ)……足(あし)枷(かせ)のついた鎖(くさり)でしかない。

			　しかしその認識は、これまでそういった人間関係しか持てなかったせいなのかもしれない。

			　捉(とら)え方を変えれば、柵(しがらみ)を避ける生き方は孤独ということ。

			「分かりました。約束です」

			　

			　人との繋がりは、縁でもあるのだから。

			　

			　

			　イリアとセイレンが去っていった二日後、ユデンタたちもまたケージュを出発。

			　トーヴィー家の息のかかった者の襲撃を警戒して先遣隊の一部と共に行く道程は、思いのほか好調とはいかなかった。

			　これまでの数日間が嘘のように、魔物の襲撃によって、度々足を止められることとなったからだ。

			「イリアがいなくなった途端にこれですか」

			「そうですわね……」

			　どこか呆れるように零(こぼ)すユージニアの言葉に、馬車の中から聞いていたユデンタもそれに同調する。

			　魔物の襲撃がほとんどなかったこと、それだけではない。

			　長旅の疲労でどこかの街に長期の滞在となることもなければ、ドラゴンの襲撃、そしてイリアを訪ねてきた鱗(うろこ)持つ海の王者による敵船の沈没。

			　どれ一つとっても、まるで奇跡のような影響、被害の少なさだ。

			「去り際に、自分のことはできるだけ内密に、と仰(おつしや)っていましたけれど……」

			　むしろ下手に漏らすことがあれば、その幸運のつけが回って来るかもしれない。

			　同じ予感を抱いたのだろうか。

			　窓越しにユージニアと目が合って、二人は笑った。

			「約束の日が楽しみですわね」

			「はい」

			　

			　――水着の件さえなければ。

			　

			　二人の物憂げな微(ほほ)笑(え)みは周囲の者から親しい者との別れを惜しんでいるととられ、その胸中にある複雑な感情を理解できる者はユデンタと同車していた侍女以外には存在しなかった。

			　その侍女もまた、余(よ)計(けい)なことを言えば自分も巻き添え(水着を着ること)になるとして、口を噤(つぐ)んでいた。

			　そんな彼女たちの道程は続く。

			 

			　雪が降る街道を進み、暖かな春の先を見据えて。

		

	
		
			　

			終章　風光る

			　

			「で、今に至る、と」

			　セイレンが語り終えると、あちこちで嘆息が聞こえた。

			　勿(もち)論(ろん)、その後も紆余曲折あり……というより、その後の方がイリアにとっては大変だった。

			　砦を出て、鱗(うろこ)持つ海の王者……今でいうリヴァイアサンを助けた後、セイレンが「協力してほしいの」と言い出したからだ。

			　協力の内容は、捕まっている人魚の解放と、人魚の血の販売を取り仕切る組織の撲滅。

			「あの時はいきなり言うからびっくりしたよ」

			「イリアちゃんがどんな人なのか、分からなかったから……」

			　セイレンはバツが悪そうに表情を変えるが、勿(もち)論(ろん)イリアもそれはすでに承知の上。

			　むしろ、そうと気付かせずに接していたセイレンの強(したた)かさと我慢強さを褒(ほ)めるべきだろう。

			　仲間が危機に瀕しているのを知りながら、焦らずに信頼できる人物を探すのは、並大抵の精神力ではできないことだから。

			「あ、ハクはもう寝よっか」

			「うん……」

			　話を聞いていた時はイリアの膝の上で楽しそうに体を揺らしていたが、途切れたことで一気に眠気が襲ってきたのだろう。

			　舟を漕ぐハクを抱え、用意された寝台に移動する。

			「改めて……ありがとう、イリアちゃん」

			「？」

			「これで、私に万が一のことがあっても島は守れると思うから」

			　セイレンだけではない。

			　ここにいる人魚全員が、それぞれのことを大切に思っていることはよく伝わってきた。

			　それもまた、人の繋がり。

			　セイレンが一人でも、そして王女となってからも頑張れた動力源なのだろう。

			「どういたしまして」

			　それを羨ましく思い、そしてまた、嬉しく思う。

			　

			「約束したからね」

			　

			　その中に、自分を……紛(まぎ)れ込んだ紛い物でしかない自分も入れてくれたこと。

			　それは今、自分をこの世界に引き留めている、大切な繋がりだから。

		

	
		
			夏にコタツ（なつにこたつ）

			北国生まれのＡ型乙女座。作者名とかアレですけど変態ではありません。精神修行とか解脱とか、そんな感じです。たぶん。（二〇一七年十一月現在）

			　

			イラストレーション

			三弥カズトモ（みやかずとも）

			イラストレーター。ライトノベルイラストの他、ゲームのイラスト・キャラクターデザインもやっています。（二〇一七年十一月現在）

		

	
		
			ギルドのチートな受(うけ)付(つけ)嬢(じよう)⑥

			発行日：２０１７年11月１日

			著　者：夏(なつ)にコタツ

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Natsunikotatsu 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ギルドのチートな受付嬢⑥』（２０１７年11月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/p047_fmt.jpeg





OEBPS/image/004-005_fmt.jpeg
\
[RQ IR HIN S L





OEBPS/image/p071_fmt.jpeg





OEBPS/image/p099_fmt.jpeg





OEBPS/image/001_fmt.jpeg
EYRI-XE





OEBPS/image/008_fmt.jpeg





OEBPS/image/p119_fmt.jpeg





OEBPS/image/cover.jpg
ehy)j ounjnzey
, 3 5 1]

/rH-rN

Ilﬂ!lr'll.'illll |
ﬂﬁlFlﬂ}“UﬂSlP”

&N W R






OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					序章
				


						
					第１章　雪の果
				


						
					第２章　南風
				


						
					第３章　良夜の頃
				


						
					第４章　三寒四温
				


						
					終章　風光る
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/p033_fmt.jpeg





OEBPS/image/p211_fmt.jpeg





OEBPS/image/p159_fmt.jpeg





OEBPS/image/006-007_fmt.jpeg





OEBPS/image/p245_fmt.jpeg





OEBPS/image/002-003_fmt.jpeg
>
¥
A
x
##
»
b
)
2

D
2






OEBPS/image/p022_fmt.jpeg





